
調
査
報
告
四
十
七
ｌ
’

写
本
。
一
峡
五
冊
。
全
一
筆
。
外
題
・
内
題
共
に
見
え
な
い
。
收
題
叢
及
び
各
巻
々
頭
の
「
九
条
」
朱
方
印
よ
り
仮
に
こ
う
称
し
て
お
く
。

峡
宝
相
華
文
様
古
代
裂
。
上
蓋
左
上
部
に
「
九
条
家
本
／
源
氏
物
語
間
害
鱗
審
壷
癖
識
写
五
冊
」
と
墨
書
さ
れ
た
題
篭
（
一
八
・
六
×
三

・
八
糎
）
を
、
右
脇
の
上
部
に
「
源
氏
物
語
間
害
」
と
墨
書
さ
れ
た
題
叢
（
一
八
・
五
×
三
・
○
糎
）
を
そ
れ
ぞ
れ
貼
付
。
こ
の

峡
並
び
に
峡
題
祭
は
、
弘
文
荘
に
よ
る
後
補
。

寸
法
各
冊
共
に
二
八
・
○
×
一
一
・
二
糎
。

行
数
各
冊
毎
半
葉
二
行
二
八
字
前
後
。

装
訂
袋
綴
。
二
・
三
・
四
・
五
冊
目
は
總
色
糸
で
綴
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
一
冊
目
の
み
は
丁
子
色
糸
。
後
補
か
。

料
紙
楮
紙
。
全
冊
に
、
途
中
で
紙
を
継
い
で
一
丁
と
し
た
も
の
が
混
在
す
る
。

表
紙
鳥
の
子
（
表
標
色
、
裏
香
色
）
。
題
叢
、
印
記
等
は
無
い
。
又
、
見
返
し
部
分
は
端
の
み
折
り
返
し
、
見
返
し
紙
を
貼
り
付
け
た

ｊ

常
磐
松
文
庫
蔵
『
九
条
家
本
源
氏
物
語
聞
耆
』
翻
刻
一ｉ

徳渡

岡邉

道

涼子
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各
冊
に
収
め
ら
れ
て
い
る
巻
を
及
び
各
冊
の
丁
数
は
次
の
通
り
。

第
一
冊
「
桐
壺
」
～
「
葵
」
。
全
一
○
二
丁
。

第
二
冊
「
賢
木
」
～
「
胡
蝶
」
。
全
九
九
丁
。

第
三
冊
「
蛍
」
～
「
鈴
虫
」
。
全
一
○
四
丁
。
本
来
二
冊
目
に
収
む
く
き
「
初
音
」
巻
を
、
こ
の
冊
「
篝
火
」
巻
の
次
に
収
む

第
四
冊
「
夕
霧
」
～
「
竹
河
」
。
全
三
九
丁
。

第
五
冊
「
橋
姫
」
～
「
夢
浮
橋
」
。
全
九
一
丁
。

以
下
、
次
の
凡
例
に
従
っ
て
翻
刻
し
た
も
の
を
掲
載
す
る
こ
と
と
す
る
。

又
、

瀬

慶
長
九
閏
八
月
二
日
於
水
無
殿
素
然
（
第
一
冊
田
オ
）

元
亀
三
九
月
勝
竜
寺
之
城
に
て
藤
孝
御
所
望
に
て
紹
巴
講
尺
ア
リ
／
末
座
に
て
聴
聞
（
第
二
冊
門
オ
）

慶
長
十
三
趣
一
月
廿
三
於
水
無
瀬
殿
中
院
殿
也
足
軒
御
／
講
尺
此
巻
よ
り
着
く
し
め
給
ふ
心
〈
此
巻
〈
祝
言
也
桐
壺
〈
／
不
祝
言

な
り
此
ゆ
へ
に
此
巻
を
初
二
ょ
ミ
給
り
先
に
芦
箏
／
斎
二
い
さ
上
か
聴
今
ノ
説
二
お
な
し
不
祝
言
ノ
き
り
つ
ほ
を
最
初
二
害
／
た
る
も

心
を
付
て
ゑ
る
へ
き
事
と
心
前
申
さ
れ
け
り
（
第
三
冊
昭
オ
）

慶
長
十
三
四
月
十
九
日
二
御
講
釈
終
先
年
称
名
院
殿
の
御
／
講
釈
も
今
日
終
と
御
物
語
也
今
日
石
山
の
御
縁
日
二
よ
り
て
也
（
第
五

冊
錦
オ
）

も
の
で
、
上
下
の
折
り
返
し
は
な
く
、
さ
ら
に
見
返
し
の
虫
喰
い
は
表
紙
に
一
致
し
な
い
、
後
装
か

内
題
・
祓
文
・
奥
書
・
識
語
、
何
れ
も
無
し
。

印
記
各
冊
共
に
、
巻
頭
に
「
九
条
」
の
朱
方
印
、
末
尾
に
「
月
明
荘
」
の
朱
長
方
印
を
捺
す
。

印
記
各
冊
共
に
、
巻
頭
に
玉

次
の
各
冊
に
左
の
記
載
が
あ
る
。

－1Rq－
ムレリ



３
、
一
応
現
行
の
字
体
に
翻
刻
す
る
が
、
異
体
字
を
残
し
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。
又
、
意
識
し
て
片
仮
名
表
記
が
な
さ
れ
て
い
る
と
思
わ

れ
る
部
分
に
関
し
て
は
、
片
仮
名
表
記
を
残
す
こ
と
と
し
た
。

４
、
見
せ
消
、
合
点
、
濁
点
そ
の
他
の
諸
記
号
は
、
可
能
な
限
り
、
原
態
に
即
し
て
表
記
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
た
。
ま
た
頭
注
・
傍

注
・
脚
注
等
の
書
入
れ
が
二
行
以
上
に
わ
た
っ
て
も
、
そ
の
ま
ま
忠
実
に
再
現
す
る
。

５
、
紙
片
貼
付
の
箇
所
に
口
印
、
ま
た
注
記
・
補
記
す
べ
き
箇
所
に
つ
い
て
陸
‐
‐
印
を
用
い
、
下
の
欄
外
に
そ
の
旨
を
記
し
た
。

三
、
各
巻
の
礎
稿
の
担
当
は
次
の
通
り
で
あ
る
が
、
校
正
に
当
っ
て
、
上
野
英
子
、
葛
原
由
可
、
松
原
啓
子
の
諸
氏
の
御
協
力
を
え
た
。
記

一
、
本
翻
刻
は
、
本
学
常
磐
松
文
庫
蔵
『
九
条
家
本
源
氏
物
語
聞
害
」
（
五
冊
）
の
う
ち
、
第
一
冊
目
の
「
桐
壺
」
～
「
葵
」
に
つ
い
て
、

可
能
な
限
り
原
本
の
様
態
を
復
元
し
得
る
よ
う
に
翻
字
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

二
、
右
の
目
的
を
果
た
す
た
め
に
、
翻
刻
の
際
に
は
次
の
基
準
を
設
け
た
。

１
、
改
行
は
原
本
に
従
う
。
半
丁
毎
に
」
印
を
付
し
て
そ
の
下
の
（
）
印
内
に
、
墨
付
丁
数
及
び
オ
・
ウ
の
省
略
符
号
を
付
記
す

る
。
但
し
表
紙
・
見
返
し
・
前
遊
紙
の
場
合
は
、
そ
の
旨
を
」
印
下
の
（
）
印
内
に
記
載
し
、
丁
数
に
は
含
め
な
い
。

２
、
本
文
．
書
き
入
れ
注
共
に
全
て
原
本
に
忠
実
に
翻
字
し
た
。
猶
、
不
審
の
箇
所
が
あ
っ
て
も
、
桑
だ
り
に
こ
れ
を
改
め
る
こ
と
は

し
て
謝
す
る
。

本
文
・
菫

し
な
か
っ

凡

料
簡
桐
壼
・
夕
顔
・
花
宴
・
葵
（
徳
岡
涼
）

帯
木
・
空
蝉
・
若
紫
・
未
摘
花
・
紅
葉
賀
（
渡
邉
道
子
）

声
一
Ｃ

ナ
バ

例
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（
外
題
な
し
）

（
白
紙
）

（
白
紙
）

（
白
紙
）

ダ
イ
ヘ
ン
グ
ハ
イ
ヘ
ン
ザ
ッ
ヘ
ン

此
物
語
の
書
や
う
三
ツ
ノ
品
也
内
篇
外
備
雑
篇
と
云
内
端
と
云
は

箒
木
な
と
也
是
は
一
段
聞
に
く
し
雑
篇
と
云
は
宇
治
な
と
な
り

是
は
間
よ
し
荘
子
ノ
か
き
様
も
此
三
也

、
式
部
か
父
書
た
る
と
い
ふ
説
既
二
花
鳥
な
と
に
も
載
ら
れ
た
れ
と
其
も

入
さ
る
事
也
只
式
部
か
書
た
る
と
見
へ
し

、
桐
壺
ノ
帝
と
申
は
延
喜
二
比
し
て
書
た
り
さ
れ
と
も
抑
出
し
て
延
喜
と

云
事
は
い
か
呉
只
川
壺
ノ
帝
二
し
て
置
へ
し
朱
雀
院
は
既
二
御
名
を
あ
ら

は
す
う
へ
は
朱
雀
院
也
！
‐
‐
１
１
‐
其
不
審
王
代
記
〈
延
喜
朱
雀
村

上
冷
泉
圓
融
也
是
を
此
物
語
ノ
系
図
二
あ
て
上
染
れ
は
村
上
な
し
如
何
素

然
御
答
ょ
く
こ
そ
不
群
申
人
昔
も
今
も
左
様
ニ
云
人
あ
り
さ
れ
共
其
は

此
物
語
の
奥
義
を
能
知
さ
る
人
也
当
流
さ
様
ノ
事
に
は
強
て
か
帳
ら

す
此
物
語
つ
く
り
も
の
か
た
り
な
れ
〈
虚
も
あ
り
実
も
あ
り
王
代

記
一
ス
相
違
の
事
も
あ
り
唯
此
物
語
の
系
図
の
如
二
見
て
置
へ
し

強
て
沙
汰
し
て
無
益
の
事
也
私
思
伊
勢
物
語
の
奥
書
二
上
古
之
人

強
不
可
尋
其
作
者
只
可
翫
詞
花
言
葉
而
己
如
此
黄
門
書
給
ヘ
リ
是
等

と
一
意
敦
趾
軒
畷
群
咋
州
候
氏
成
も
梅
か
上
を
桜
の
花
に
匂
は
せ
て
柳
か

枝
に
さ
か
せ
て
も
ゑ
ん
と
云
古
歌
此
源
氏
二
相
叶
へ
り
万
事
二
付
て
十
分
な
る

事
は
無
物
也
此
源
氏
美
男
好
色
は
業
平
を
取
り
左
迂
流
罪
は
菅
丞
相

行
平
を
取
栄
花
は
左
大
臣
融
公
を
取
大
唐
周
公
の
更
な
と
ま
て
様
と
の
事
を

’1‘‘
L一一一ーL一一一L

（
表
紙
）

（
見
返
し
）

（
前
遊
紙
オ
）

（
前
遊
紙
ウ
）

ヘ
ー
オ
）

一

一
／

Ｌ

第
一
丁
右
肩
二
「
九
条
」
（
単
郭
朱
方

印
）
、
右
下
隅
一
一
「
実
践
女
子
大
学
図

書
館
」
（
単
郭
朱
長
円
印
）
ヲ
捺
ス
。

約
五
字
分
ノ
空
白
ア
リ
。

以
下
、
合
点
〈
全
テ
朱
筆
。
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取
あ
つ
め
才
藝
等
も
よ
き
事
を
あ
つ
め
て
源
氏
と
云
人
を
つ
く
り
立
た
り

さ
る
に
よ
り
て
叩
も
な
き
身
二
は
あ
ら
す
先
代
二
有
つ
る
事
を
曳
懇
ノ
ー
作
り

た
り
又
源
氏
と
云
豆
有
豆
に
も
非
す
無
事
に
も
非
す
こ
上
を
以

有
門
空
門
非
有
非
空
門
亦
有
亦
空
門
と
い
ふ
天
台
四
諦
ノ
法
亜
と
同
意

と
也
源
の
御
身
上
に
限
す
此
物
語
の
作
り
さ
ま
凡
此
の
こ
と
しヲ
、
ン

、
御
淘
圭
ミ
所
二
よ
り
て
読
り
御
と
読
て
聞
よ
き
所
は
ミ
と
ょ
采
御
と
読
て

間
よ
き
所
を
は
お
上
ん
と
読
へ
し
余
同
之
定
ま
り
て
定
ま
ら
す

、
河
海
の
作
者
惟
良
と
あ
る
は
惟
光
と
良
清
と
の
両
人
を
か
た
と
り
て

の
作
り
名
也
真
実
は
順
徳
院
の
御
孫
の
四
辻
の
親
王
花
鳥
は
一
条
ノ

大
閣
御
作
也
河
海
の
上
に
誤
あ
る
を
な
を
し
給
へ
り
等
花
は
牡
丹
花
の

聞

御
作
也
宗
祇
へ
の
・
害
な
り
花
鳥
ノ
あ
や
ま
り
を
又
篝
花
に
な
を
し
給
也
三

抄
の
内
初
て
書
出
給
ふ
事
な
れ
は
河
海
奇
特
と
也
後
々
の
は
前
を
見
ノ
ー
し
て

害
給
へ
し

の
師

、
此
物
語
今
ノ
世
二
用
ル
処
宗
祇
よ
り
の
伝
也
然
〈
祇
・
は
志
多
良
卜
云
人

な
り
是
は
武
家
の
御
所
の
奉
公
衆
と
承
及
如
何
祇
こ
の
物
語
の
中
興

と
見
え
た
り

女
房
と
は
女
房
達
の
事
也

、
紫
式
部
は
上
東
門
院
の
女
房
也

、
こ
の
物
語
寛
弘
に
始
て
康
和
の
末
二
流
布
ス
そ
の
間
蜜
せ
り
巍
皿
転
和

元
ま
て
九
十
六
年
欲

、
源
の
姓
は
嵯
峨
ノ
天
皇
の
御
時
二
始
ま
る
也
字
意
は
水
の
源
也
眠
江
始
濫

膓
入
楚
無
底
此
語
の
心
也
か
く
の
こ
と
く
末
盤
昌
と
祝
す
る
心
也
こ
の
姓
は

左
大
臣
融
公
始
め
な
る
へ
し

、
須
麻
巻
よ
り
言
は
し
め
た
り
此
事
は
猶
古
抄
二
委
し
略
之

」
（
１
ウ
）

」
（
２
オ
）

「
門
」
ヲ
捺
リ
消
シ
「
文
」
卜
↓
〈
ル
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（
一
行
空
白
）

、
朱
雀
院
冷
泉
院
と
申
此
両
院
は
何
れ
の
帝
に
て
も
あ
れ
院
二
な
り
給
こ

て
の
通
称
也

、
王
代
記
二
醍
醐
天
皇
ト
あ
る
は
延
喜
帝
也
此
物
語
に
桐
壺
御
門
と
あ
る
是
二
当

天
暦
御
門
な
り

れ
り
代
記
二
朱
雀
院
ト
申
は
天
慶
御
門
也
代
記
二
村
上
天
皇
と
申
は
・
此
物
語
に
て

冷
泉
院
也
代
記
二
冷
泉
院
と
あ
る
は
物
語
に
て
今
上
な
る
へ
し
又
春
宮
と
物

語
二
言
た
る
円
融
院
欽
口
二
言
申
候
不
審
其
分
ニ
テ
モ
一
往
は
済
候
ヘ
ル
今

こ
皇
に
注
す
る
処
能
些
聞
え
申
し
候
冷
泉
院
と
あ
る
系
図
の
朱
引
心
を
付
て
見

、
式
部
か
住
所
ば
正
新
町
二
あ
り
又
墓
は
雲
林
院
の
内
百
寺
二
又
天
台
の

一
檀
那
院
ノ
面
豚
に
入
た
る
人
也
心
前
説

、
河
内
本
と
云
は
河
内
守
光
行
の
本
也
是
は
か
き
表
紙
也
そ
の
子
二
親
行
と
い
ふ

あ
り
此
河
内
本
の
末
本
世
間
に
多
々
あ
り
俊
成
の
御
本
は
黄
表
帝
也

定
家
の
御
本
は
浅
黄
表
紙
な
り
当
流
二
用
ル
所
こ
の
本
也
俊
成
定
家

の
間
二
も
少
シ
つ
坐
の
替
り
あ
れ
と
も
大
か
た
は
お
な
し

、
初
巻
桐
壺
二
祝
言
を
〈
害
す
し
て
哀
傷
を
書
る
事
眼
の
付
へ
き

事
也
惣
テ
物
の
心
に
し
承
て
お
も
し
ろ
き
事
は
祝
の
上
に
は
な
き
物
也

一
シ
〈
又
此
こ
Ｌ
ろ
な
り

ツ
、
ミ

ム
ス
メ

、
式
部
か
祖
父
は
塘
ノ
中
納
言
父
は
越
前
守
為
時
女
は
大
弐
三
位
夫
は

左
衛
門
権
介
也
名
乗
は
信
孝
と
云
々
是
大
弐
三
位
か
父
也
三
位
は
さ
衣

の
作
者
也
百
人
一
首
二
も
定
家
卿
入
給
り
よ
き
奇
人
な
り

、
此
草
子
よ
く
荘
子
二
似
た
り
荘
子
ノ
寓
言
と
い
ふ
事
あ
り
寓
言
ノ
ー
字

ネ
ナ
シ
グ
サ
革
子
も

を
根
無
草
と
読
り
此
・
か
く
の
こ
と
く
糸
る
へ
き
也
又
天
台
六
十
巻
を
表

せ
り
此
草
子
六
十
帖
と
は
云
と
も
五
十
四
帖
也
天
台
も
｜
如
此
款
如
何
猶
人
二
尋
へ
し
一

●
、
重
／

」
（
３
オ
）

、
Ｊ

」
（
２
ウ
）

口
部
分
付
葵
ニ
テ
補
ウ

口
部
分
、
当
該
箇
所
貼
付
ノ
紙
片
ニ

テ
コ
レ
ヲ
補
ウ
。
本
行
く
白
紙
。
以

下
同
様
。
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へ
し
少
口
決
あ
り

、
一
世
の
源
氏
二
世
の
源
氏
三
世
の
源
氏
と
云
事
あ
り
帝
よ
り
直
二
給

た
る
を
一
世
と
い
ふ
其
子
を
二
世
と
云
其
孫
を
三
世
と
云
ど
何
れ
ノ
姓
も

定
て
是
二
准
す
へ
し

、
三
光
院
殿
仰
ら
る
源
氏
は
悉
ク
ふ
ま
へ
の
あ
る
事
也
か
り
初
の
豆
も
ふ

ま
へ
の
あ
る
事
な
る
へ
し
見
手
二
よ
り
て
種
ム
ノ
事
を
見
出
す
へ
し
み
る
人

の
眼
力
よ
は
き
故
に
式
部
か
心
底
ヲ
よ
く
知
さ
る
也
其
時
は
清
少
納
言

そ
の
外
物
し
り
と
も
あ
ま
た
有
し
ほ
と
に
ふ
ま
へ
の
な
き
叩
余
な
る

事
は
い
さ
上
か
も
え
か
く
ま
し
き
也

、
桐
壺
は
不
祝
言
ノ
巻
也
は
つ
れ
は
一
段
と
祝
言
ノ
巻
な
り
さ
れ
は
講
尺
の

時
は
先
は
つ
れ
を
読
始
給
へ
り
其
後
き
り
つ
ほ
を
よ
み
給
也

桐
壼

い
つ
れ
の
御
時
に
か
色
ｊ
、
古
説
あ
れ
共
如
何
作
物
語
な
れ
は

そ
の
御
門
と
あ
ら
は
し
給
と
云
事
い
か
些

さ
と
か
ち
に
御
煩
し
け
く
し
て
御
里
二
の
ゑ
お
は
し
げ
り

か
た
し
け
な
き
御
心
は
へ
御
門
の
朶
心
は
へ
也

女
御
更
衣
女
御
と
云
事
唐
と
日
本
と
こ
と
の
外
ノ
相
違
也
大
唐
は

シ
ダ

め
し
仕
は
る
上
中
に
も
下
再
の
者
を
女
御
と
云
り
更
衣
と
云
事
は
漢
ノ

武
帝
ニ
始
ル
桐
つ
ほ
の
帝
の
御
時
女
御
三
人
更
衣
二
人
后
三
人

更
衣
天
子
ノ
御
衣
取
改
役
也
内
待
ヨ
リ
ハ
上
也

内
侍
〈
女
中
ノ
惣
名

（
白
紙
）

、
宮
〆

」
（
４
オ
）

｜
（
３
ウ
）

Ｌ

」
（
４
ウ
）

口
部
分
、
付
筌
。
但
シ
本
行
ト

筆
力
。

〈
別
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ホ
ン

な
り
本
は
更
衣
十
二
人
あ
る
事
也
是
ほ
と
な
く
て
も
く
る
し

か
ら
ぬ
物
な
り
天
子
二
物
を
め
さ
す
る
役
人
也
御
息
所
と
云
も
同
し
事
也

更
衣
を
御
息
所
と
書
る
と
こ
ろ
も
あ
り

親
う
ち
ぐ
し
具

御
心
ぱ
へ
は
も
し
濁
ル

御
か
た
ち

イ
チ一
の
象
こ
朱
雀
院
な
り

を
し
な
へ
て
の
更
衣
た
ち
の
事
也

上
ず
め
か
し
上
砿
し
い
事
也

人
よ
り
さ
き
に
弘
徴
殿
の
御
事
也

心
く
る
し
う
御
門
の
六
か
し
く
思
召
也

き
す
を
も
と
め
毛
を
吹
て
ぎ
す
を
求
る
の
心
也

御
つ
ほ
ね
は

う
ち
は
し
わ
た
殿
う
ち
は
し
は
板
な
と
橋
に
打
わ
た
す
也
わ
た
と
の
と
は

廊
ノ
事
也

ま
さ
な
ぎ
事
正
躰
な
き
事
也

世
話
ニ
メ
ン
ラ
ウ
ト
云

め
だ
う
馬
道
ト
書
ク
御
縁
の
豆
也

後
涼
殿
に
も
と
よ
り
さ
ふ
ら
ひ
給
ふ
更
衣
の
さ
う
し
遷
外
に
う
つ
さ
せ
給
て

う
へ
局
給
は
す
余
の
更
衣
を
ほ
か
へ
や
り
て
此
人
ヲ
御
ほ
と
近
ク
住
さ

し
め
給
り
給
は
す
ノ
す
も
し
情
へ
し
給
は
る
と
い
ふ
事
也

桑
や
す
所
は
か
な
き
こ
具
ち
に
き
り
壺
の
更
衣
也
こ
皇
に
て
は
御
息
所
卜

か
き
た
り
更
衣
御
息
所
お
な
し
物
な
り

五
六
日
い
つ
か
む
ゆ
か
と
読
へ
し

」
（
５
ウ
）

」
（
５
オ
）

「
の
」
二
「
を
」
ト
重
ネ
聿
冒
キ
。
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薑
牛
を
か
け
ぬ
も
の
也
河
海
二
委
し

承
る
ｊ
、
猶
お
ば
す
る
も
の
と
お
も
ふ
が
い
と
か
ひ
な
け
れ
は
か
も
し
溝
へ
し

今
は
な
き
人
と
ひ
た
ふ
る
に
お
も
ひ
な
り
な
ん
と
さ
か
し
う
の
給
ひ

つ
れ
と
さ
は
あ
る
ま
し
い
と
人
ノ
ｆ
ｌ
申
き

な
く
て
そ
と
は
あ
る
時
は
あ
り
の
す
さ
ひ
に
の
奇
ノ
心
也
河
海
二
委
し

御
あ
そ
ひ

門
引
い
る
よ
り
車
の
豆
也

月
か
け
は
か
り
そ
八
重
葎
に
も
さ
は
ら
す
問
人
も
な
き
や
と

な
れ
と
く
る
春
は
の
吾
を
引
給
へ
り
春
を
月
に
か
へ
て
害
た
り

面
白
し

く
れ
ま
と
ふ
心
の
や
み
人
の
親
の
こ
典
ろ
は
や
承
に
の
奇
を
引

御
心
さ
し

か
へ
り
て
つ
ら
く
な
む
却
て
御
門
を
恨
み
奉
る
也
心
ノ
や
象
に
ま

と
ふ
故
也

の
り
や
ら
す
車
の
事
也

で
う
ど

す
が
ノ
い
早
ノ
ー
の
事
也

つ
ぼ
せ
ん
さ
い
此
巻
ノ
名
を
つ
ほ
せ
ん
さ
い
と
も
云
は
此
詞
二
依
て
也

枕
こ
と
に
こ
も
し
濁
ル
枕
言
也
朝
夕
の
も
て
あ
そ
ひ
も
の
な
り

夜
ふ
く
る
ま
て
あ
そ
ひ
を
そ
し
給
御
妬
み
故
二
な
り

か
た
は
ら
い
た
し
わ
ら
と
読
也

月
も
入
ぬ
三
躰
詩
五
天
到
日
以
應
白
月
落
長
安
半
夜
鐘
是
ヲ
引

ダ
イ
シ
ヤ
ー
ウ
・
Ｚ

大
床
子
お
も
て
む
き
の
御
膳
也
あ
さ
か
れ
ゐ
と
云
は
内
、
ノ
御
膳
な
り

○
Ｏ
さ
上
め
き

」
（
６
ウ
）

‐
一
（
（
ｂ
オ
）

下
字
ヲ
擦
り
消
シ
ダ
上
一
一
書
ク
。

「
ジ
」
二
「
ウ
ジ
」
ト
重
ネ
書
キ
。
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ウ
ク
タ
ハ

か
の
御
を
は
源
氏
御
を
は
也
を
ぱ
と
は
祖
母
の
事
也
常
二
云
ニ
ハ
替
ル

返
ｊ
、

女
み
こ
た
ち
二
と
こ
ろ
弘
徽
殿
の
御
腹
な
り

今
よ
り
な
ま
め
か
し
う
は
つ
か
し
け
に
お
は
す
れ
は
源
氏
の
御
事
也

わ
さ
と
の
御
学
も
ん
あ
そ
は
さ
て
叶
さ
る
学
問
の
事
也

う
た
て
成
ぬ
へ
き
う
そ
に
成
ぬ
へ
き
也
あ
ま
り
の
事
に
て
人
の
う
そ
に

お
も
は
ん
と
の
義
也

こ
ま
う
ど
高
麗
人
な
り
む
か
し
は
高
麗
人
も
日
本
の
官
に
成

鴻
艫
館
大
唐
二
も
あ
る
事
也
そ
れ
〈
鴻
艫
寺
と
云
り
此
烏
は
唐
二
も

日
本
二
も
通
す
る
鳥
也
価
か
や
う
二
名
付
る
也
河
海
二
委

右
大
弁
の
子
の
や
う
に
お
も
は
せ
て
弁
は
文
字
ノ
達
者
を
い
ふ
博
士
也

ゐ
て
た
て
ま
つ
る
将
也
ヒ
キ
ィ
ル
也

さ
え
才
な
り

い
ひ
か
は
し
た
は
る
事
と
も
前
二
さ
う
し
申
つ
る
事
共
な
り

か
へ
り
さ
り
な
ん
と
す
る
に
相
人
の
帰
り
去
ん
と
す
る
也

朶
こ
も
い
と
あ
は
れ
な
る
句
を
作
り
給
る
を
源
氏
絶
句
を
作
給
ふ
欲

や
ま
と
さ
う
を
お
ほ
せ
て
仰
の
字
二
あ
ら
す
課
の
字
也
仰
付
ら
れ
て
の

心
な
ら
は
大
和
相
に
と
有
へ
し
只
源
氏
を
相
シ
申
ス
也
日
本
ノ
相
人
也

ケ
サ
ク
外
尺
お
と
り
腹
の
事
也
外
戚

き
は
こ
と
に
涯
殊

タ
イ

先
帝
の
四
ノ
宮
薄
雲
ノ
女
院
な
り
先
帝
誰
と
も
な
し
但
光
孝
天

テ
〃
１

皇
な
る
へ
し
云
些
帝
と
は
読
ま
し

」
（
７
ウ
）

」
（
７
オ
）
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御
か
た
ち

ぎ
さ
い
の
宮
四
宮
な
り
」
（
８
オ
）

う
け
は
り
て
り
か
ん
し
た
る
事
也
勿
論
と
云
心
也

御
あ
た
り
さ
り
給
ぬ
を
源
氏
父
ゑ
か
と
の
そ
は
を
去
給
ぬ
也

な
め
し
無
礼
の
事
也

に
け
な
か
ら
す
に
く
み
が
た
き
也

そ
は
ｊ
、
し
ぎ
御
中
あ
し
き
事
也

世
二
た
く
ひ
な
し
と
桐
壺
の
帝
の
御
心
に
か
く
お
ほ
し
召
也

猶
に
ほ
は
し
さ
は
源
の
御
事
な
り

御
お
ほ
え

ゐ
た
ち
立
居
也

南
殿
紫
晨
殿
な
り

こ
く
ざ
う
ゐ
ん
米
穀
を
納
む
る
院
也
」
（
８
ウ
）

テ
ン殿
の
ひ
ん
か
し
清
へ
し

く
は
ん
さ
の
御
座
元
服
の
人
の
座
し
給
ふ
椅
子
也

曳
い
れ
の
大
臣
冠
を
き
せ
ま
い
ら
す
る
人
也
平
人
の
ゑ
ほ
し
親
と

云
物
な
り
髪
を
冠
に
引
入
ら
る
些
二
よ
り
て
引
入
の
大
臣
と
は
申
也
様
々
六
か
し

き
作
法
と
も
あ
り
と
そ

桑
つ
ら

御
や
す
ゑ
所
に

な
み
た
を
お
と
し
給
色
ノ
、
の
義
理
あ
れ
と
も
更
衣
の
事
を
思
し

出
て
の
事
な
る
へ
し

ぎ
ひ
は
き
び
わ
と
読
へ
し
ひ
は
ノ
、
し
き
心
也

あ
け
を
と
り
髪
を
あ
け
て
後
二
先
よ
り
も
を
と
り
た
る
事
也

コ
コ
デ
紙
ヲ
継
ギ
「
み
づ
ら
」
「
き

作
法
欲
…
」
ノ
部
分
〈
、
糊
付
シ
ダ

継
目
ノ
上
一
一
書
ク
。

８
丁
ノ
折
山
付
近
デ
紙
ヲ
継
グ
。
料

紙
ハ
同
ジ
。
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御
け
し
き

さ
ふ
ら
ひ
に
ま
か
て
給
て
殿
上
あ
る
事
也

御
座
の
す
ゑ
に
源
氏
つ
ぎ
給
へ
り
か
や
う
二
は
有
ま
し
き
事
也

う
へ
の
命
婦
女
な
り

結
ひ
つ
る
心
も
Ｉ
大
臣
の
返
吾
也
あ
せ
す
は
物
の
あ
し
く
成

事
を
あ
す
る
と
云
也

ふ
た
う
舞
踏
爵
を
以
て
帝
二
向
奉
て
礼
を
し
給
ふ
事
也

お
り
ひ
つ
お
り
ひ
つ
と
読
給
り

と
ん
し
ぎ
屯
食
下
礪
の
く
い
物
也

う

ゆ
坐
し
く
う
つ
く
し
と
Ｉ
大
臣
ノ
心
に
か
く
お
も
ひ
給
へ
り

女
君
葵
上
な
り

右
の
お
と
里
延
喜
の
御
代
ま
て
は
摂
政
な
し
左
大
臣
右
大
臣
ま
て
也

蔵
人
の
少
将
是
〈
頭
中
将
也

お
上
い
と
の
上
君
葵
上
な
り

う
ち
ず
み
大
裏
ノ
住
ゐ
也

お
ほ
な
ノ
ー
懇
な
り

御
心
に
付
へ
き
Ｉ
源
氏
の
御
心
に
合
や
う
二
色
ｊ
、
二
せ
さ
せ

ス
リ
シ
キ

給
へ
り

修
理
職
す
り
し
き
と
読
給
り

に
な
う
二
無
ふ
た
つ
も
な
く
な
り

池
の
心
池
の
躰
ど
も
也

光
君
と
い
ふ
名
は
ｌ
と
そ
ｌ
な
む
二
所
に
て
人
の
云
た
る

様
二
書
り
此
草
子
ニ
此
筆
勢
あ
ま
た
あ
り
吾
書
た
る
と
見
せ
ぬ
也

追

『Ｌ

（
ｍ
オ
）

｜
（
９
ウ
）

ｉ

」
（
９
オ
）

下
字
ヲ
擦
り
消
シ
ダ
上
｝
一
「
代
」
。
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し
け
く
渡
ら
せ
給
ふ
Ｉ
女
御
更
衣
た
ち
な
る
へ
し
常
，
Ｉ
、
の

事
な
れ
は
源
氏
を
え
恥
た
ま
は
い
と
な
り

亭
子
院
の
か
ふ
せ
給
ひ
て
寛
平
也

い
ふ
せ
さ
心
も
と
な
さ
也

あ
ら
ま
ほ
し
き
御
あ
は
ひ
Ｉ
思
ひ
の
ま
入
な
る
御
間
也

あ
さ
ま
し
き
善
に
て
も
悪
に
て
も
勝
れ
て
云
詞
也

ま
み
目
つ
き
の
さ
ま
也

は
か
‘
Ｉ
、
し
い
は
つ
き
と
し
た
る
心
也
は
か
人
、
し
か
ら
ぬ
と
は
は
つ
き

と
も
な
き
な
り

ヲ
モ
ノ

お
も
の
な
ソ
と
い
と
は
る
か
に
御
膳

こ
ょ
な
う
事
ノ
外
也

局

し
け
い
さ
桐
壺
な
り
殿
の
名
也

ノ

さ
と
の
と
の
後
に
二
条
也
院
な
り

一
一

坊
に
も
よ
う
せ
す
は
よ
く
せ
す
は
也
能
の
字
た
る
へ
き
軟

方
こ
う

す
ぐ
よ
う
宿
耀
経
也
ト
の
言

結
つ
る
ｌ
こ
き
紫
の
色
し
あ
せ
す
は
此
嵜
ノ
こ
ぎ
む
ら
さ
き
の

と
有
事
紫
ノ
糸
を
も
て
も
と
ゆ
ひ
を
と
る
事
な
れ
は
也
又
は
紫

を
女
二
比
す
る
も
の
な
れ
は
な
り

あ
し
ぎ
御
も
て
な
し
ゆ
へ
に
こ
そ
Ｉ
帝
の
御
も
て
な
し
也
御

寵
愛
の
故
二
有
ま
し
き
事
も
あ
る
を
か
く
云
也

系
図
一
一

先
帝
ノ
四
宮
系
図
を
ゑ
れ
は
二
の
宮
也
不
審
但
后
腹
の
四
宮
叶
あ
り
か
く
の
如
”

あ
り
て
も
先
帝
ノ
四
宮
と
あ
る
事
不
審
也
素
然
二
尋
申
し
め
つ
れ
共
不

審
不
決
兄
に
て
も
姉
に
て
も
二
人
后
腹
二
猶
お
は
し
け
る
欲
如
何
そ
れ
を

」
（
叩
ウ
）

、
●
一
〆

」
（
皿
オ
」

本
文
料
紙
ヲ
用
イ
テ
付
美
ヲ
貼
付
。

本
行
ト
同
筆
。
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箒
木

此
巻
は
奇
を
以
て
名
と
せ
り
あ
る
に
も
あ
す
消
る
は
堅
き
坐
ど
の
心

四
帖
五
帖
二
遍
す
る
也
此
巻
を
桐
つ
ほ
の
丼
と
云
説
あ
れ
共
悪
説
也

あ
り
と
は
み
え
て
逢
い
君
か
な
法
華
二
巻
臂
職
品
二
似
た
り
末
二
あ
る

品
さ
た
め
の
所
猶
心
法
花
を
似
せ
て
書

（
以
下
二
行
分
空
白
）

名
の
桑
こ
と
ｊ
、
し
う
い
ひ
け
た
れ
給
ふ
い
か
め
し
う
い
は
れ
叉

一
か
た
に
は
云
給
す
也
論
語
日
子
貢
問
日
郷
人
皆
好
之
何
加
子
日
未
可

也
郷
人
皆
悪
之
何
如
子
日
未
可
也
不
如
郷
人
之
善
者
好
之
其
不

悪
者
悪
之
也
此
説
を
引
給
へ
り
万
人
に
ほ
め
ら
る
上
事
は

善な
き
も
の
也
ン

と
か
お
ほ
か
な
る

な
ょ
ひ
か
に
心
や
は
ら
か
に
よ
は
き
を
云
り

か
ろ
ひ
た
る
ひ
も
し
濁
ル
好
色
の
事
也

“
酌

か
く
ろ
へ
こ
と
弄
花
ニ
く
わ
し

か
た
の
些
少
将
作
り
人
也
好
色
人
な
り
源
氏
は
下
は
好
色
な
れ
と
も

へ
埠
鈩

上
二
は
実
を
立
給
り
此
少
将
は
上
下
好
色
を
立
る
と
そ

さ
ふ
ら
ひ
ょ
ふ
し
給
て
御
座
あ
り
よ
う
し
給
て
と
云
事
也

お
呉
い
と
の
左
大
臣
と
の
也
御
し
う
と
な
り

し
の
ふ
の
象
た
れ
Ｉ
葵
上
の
御
方
人
の
云
る
心
也

系
図
二
略
し
て
害
ぬ
欲
達
者
二
己
後
可
問

（
白
紙
）

（
翅
オ
）

｜Ｌ 宮

（
Ⅱ
ウ
）

一Ｌ

下
文
ヲ
擦
り
消
シ
ダ
上
一
一
書
ク
。
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ノ

ほ
ん
上
本
性
な
り
上
と
書
も
く
る
し
か
ら
す
假
名
も
の
な
れ
は
の
か
れ
あ
り

ナ
カ
ア
メ

な
か
雨
三
月
以
上
を
森
と
云

ヲ

う
ち
の
御
物
い
み

な
か
ゐ
長
居
也

な
に
く
れ
何
か
な
り

宮
は
ら
の
中
将
左
大
臣
殿
の
御
息
頭
中
将
な
り

か
し
こ
ま
り
も
を
か
す
無
礼
の
事
也
品
定
の
序
分
也

ゆ
か
し
か
れ
は

殿
上
に
も
を
さ
ノ
ー
人
す
ぐ
な
に
今
夜
は
人
少
な
し
と
也

御
と
の
ゐ
所
き
り
つ
ぼ
也

例
よ
り
は
常
よ
り
は
な
り

お
ほ
と
な
あ
ふ
ら
藥
也

歯
⑥

唾
回

を
の
か
し
上
古
抄
二
委
シ
自
Ｉ
窓

え
ん
す
れ
は
怨
の
字
な
る
へ
し
怨
は
浅
き
う
ら
み
と
云
字
心
也

ノ

お
ほ
そ
ふ
を
し
わ
た
り
事
也
大
方
な
り

か
た
は
し
つ
上
み
る
に
是
よ
り
頭
中
将
の
詞
也

か
く
し
給
つ
給
ふ
っ
と
濱
給
り

女
の
是
は
し
も
と
な
ん
し
も
は
や
す
め
字
也
難

は
し
り
か
き
早
筆
の
事

お
や
な
と
立
そ
ひ
二
親
な
り

か
た
か
と
を
片
才

唾
ヲ
ダ
ヤ
カ

う
ち
お
ほ
と
き
穏
也

は
か
な
き
す
さ
ひ
を
も
手
す
さ
ひ
也
み
と
読
へ
し

」
（
過
オ
）

」
（
⑫
ウ
）

」
（
過
ウ
）
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ゆ
へ
つ
き
て

う
め
き
た
る
た
ん
そ
く
の
事
也
歎
息

い
と
な
へ
て
は
あ
ら
れ
と
Ｉ
源
し
の
御
詞
也

い
と
さ
は
か
り
な
ら
ん
Ｉ
頭
中
将
の
詞
也

と
る
か
た
な
く
く
ち
お
し
き
入
は
と
い
ふ
な
り
と
お
ほ
ゆ
は
か
り
す
ぐ
れ
た
る

と
は
数
ひ
と
し
く
こ
そ
侍
ら
め
と
る
か
た
な
く
Ｉ
是
は
最
下

也
い
う
な
り
と
ｌ
是
は
最
上
也
論
語
に
上
智
下
愚
不

此
語
を
引
給
へ
り

い
と
く
ま
な
け
な
る

其
品
ノ
ー
や
い
か
に
Ｉ
源
の
御
詞
な
り

ミ
ジ
カ
ク

く
ら
ゐ
み
し
か
く
卑
い
や
し
き
也

な
を
人

ケ
ヂ
メ

け
ち
め
結
目

藤
式
部
酌
函

た
つ
き

な
り
の
ほ
れ
と
も
Ｉ
問
答
ノ
時
二
学
ヲ
問
へ
〈
後
の
問
か
ら
答
ル

法
也
是
二
よ
り
て
後
ノ
間
か
ら
是
も
答
た
り

心
は
心
と
し
て
こ
と
た
ら
す
わ
る
ひ
た
る
ｌ
紀
有
常
ノ
事
を
伊

勢
物
語
に
心
う
つ
く
し
う
あ
て
は
か
な
る
事
を
こ
の
ゑ
て
ｌ
と
書
り

此
以
叶
へ
り

す
り
や
う
と
い
ひ
て
大
唐
ニ
ハ
高
官
也
日
本
に
て
は
さ
程
の
官
二
非
ス

人
の
国
の
事
に
人
の
と
国
と
の
間
二
句
を
切
て
よ
む
へ
し
其
故
は

っ
坐
け
て
よ
め
は
異
国
の
や
う
に
間
ゆ
る
と
也
但
さ
な
く
と
も
く

」
（
皿
ウ
）

（
皿
オ
）

ｌＬ

イハ甸
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る
し
か
る
ま
し
き
事
也
日
本
の
中
に
て
の
他
国
な
る
へ
し
と
被
仰

な
ま
，
ノ
、
の
か
む
た
ち
め
な
ま
な
り
な
る
か
ん
た
ち
め
也

上
サ
ン
キ

非
参
議
花
鳥
二
委

カ
ハ
ラ
カ

か
は
ら
か
底
き
れ
い
ニ
さ
は
や
か
な
る
心
也
諾
字
注
調
卜

素
然
御
説

ハ
ブ
ク
烏
ノ

は
ふ
く
省
し
あ
は
す
る
議
也
・
羽
を
ひ
ろ
け
て
お
ほ
ふ
心
な
り

す
へ
て
に
き
〈
は
し
き
に
よ
り
な
ん
や
と
て
Ｉ
源
ノ
御
詞
也
に
き

は
上
し
き
と
皀
邑
め
る
事
也

こ
と
人
の
い
は
ん
や
う
に
と
て
中
将
に
く
む
頭
中
将
の
詞
也
余
人
の
云

さ
う
な
る
事
を
源
氏
の
仰
ら
る
上
と
也
源
を
ひ
は
う
せ
ら
る

も
と
の
し
な
時
世
の
お
ほ
え
打
あ
ひ
１
位
種
姓
も
よ
く
又

冨
責
し
て
両
方
相
應
し
た
る
事
也

な
に
か
し
か
及
へ
き
程
な
ら
ね
は
右
馬
頭
か
詞
也

世
に
あ
り
と
人
に
し
ら
れ
す
ｉ
夕
か
ほ
の
上
な
と
の
類
也

た
か
へ
る
蕊
案
に
相
違
し
た
る
事
也
伊
せ
も
の
か
た
り
に
ふ
る

さ
と
に
い
と
は
し
た
な
く
て
有
け
れ
は
心
地
ま
と
ひ
に
け
り
な
と
あ
る

か
や
う
の
心
也
是
を
引
給
へ
り

父
の
年
お
い
物
む
つ
か
し
け
に
Ｉ
女
共
の
父
な
り
但
三
光
院
殿
の

御
説
ニ
ハ
父
は
式
部
か
父
せ
う
と
は
藤
式
部
な
る
へ
し
と
被
仰
と
そ

カ
ミ

い
て
や
上
の
し
な
と
思
ふ
に
た
に
Ｉ
源
ノ
御
心
中
を
察
て
紫
式
部
か

か
け
る
詞
也

よ

白
き
御
そ
の
な
ょ
や
か
な
る
に
な
を
し
は
か
り
を
ｌ

、
｛

キ
ヌ

源
の
御
衣
裳
な
り
な
を
し
は
か
り
と
は
重
ね
の
衣
を
略
し
た
る
物
也

」
（
過
オ
）

｜
（
過
ウ
）

下
一
一
リ
擦
消
シ
ノ
痕
有
。

一
部
虫
損
有
。
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ひ
も
な
と
も
打
す
て
上
物
二
付
た
る
を
は
紐
と
云
は
な
れ
た
る
を
は
帯
と
云
也

女
に
て
見
た
て
ま
つ
ら
ま
ほ
し
源
を
女
二
な
し
て
と
云
ニ
ハ
非
す
我
身

女
に
成
て
と
云
心
也

大
か
た
の
世
に
つ
け
て
Ｉ
五
段
日
也

ま
つ
り
こ
ち
し
る
へ
き
な
ら
ね
は
ま
つ
り
こ
と
也

ノ

佛
の
十
大
御
弟
子
孔
子
十
哲
も
各
そ
の
得
た
る
事
ｊ
、
あ
り
萬
事
二

よ
き
事
の
そ
な
は
る
は
な
き
も
の
也
曵
給
り

ケ

せ
は
き
家
の
う
ち
た
坐
せ
は
き
二
は
あ
ら
す
一
家
の
事
也
中
品
通
ス

あ
る
し
此
あ
る
し
女
あ
る
し
な
り

あ
ふ
さ
き
る
さ
往
さ
来
さ
と
す
る
も
か
う
す
る
も
と
云
心
也

此
段
花
鳥
二
誤
ル
そ
へ
に
と
て
と
す
れ
は
か
ユ
リ
か
く
す
れ
ば
あ
な

い
ひ
し
ら
す
あ
ふ
さ
き
る
さ
に
引
吾

さ
れ
と
も
な
に
か
こ
上
に
て
句
を
切
て
世
の
あ
り
さ
ま
を
と
讃
へ
し

な
に
が
と
は
な
に
が
し
が
と
云
事
也
下
暑
軟

世
の
あ
り
さ
ま
を
み
給
へ
あ
つ
む
る
ま
坐
に
心
に
及
す
Ｉ

世
間
に
あ
ま
り
の
事
も
な
き
物
と
い
へ
り

君
た
ち
も
源
氏
や
頭
中
将
や
な
と
な
る
へ
し

せ
は
く
也
下
署
な
り

と
こ
ろ
せ
く
此
詞
の
な
き
本
も
あ
り
河
内
本
二
は
多
分
あ
り
今
の

代
の
に
は
大
略
あ
り
と
素
然
仰
ら
る
如
何
馬
頭
か
身
上
し
て
云
義
も
あ
り

さ
れ
共
悪
し
花
鳥
一
一
誤
ル
高
人
ノ
上
〈
大
豆
也
結
句
所
せ
は
き
と
云
り
此
儀
よ
し

ち
り
も
つ
か
し
と
身
を
も
て
な
し
Ｉ
宗
祇
云
り
六
条
の
御
息
所

に
似
た
り
内
は
一
段
好
色
二
て
外
は
さ
も
見
え
す

一一

（
恥
ウ
）

一Ｌ

（
肥
オ
）

下
二
擦
り
消
シ
ノ
痕
有
。

コ
ノ
部
分
デ
紙
ヲ
継
グ
。
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こ
と
え
り
を
し
す
み
つ
き
ほ
の
か
に
Ｉ
文
章
以
下
吾
さ
ま
等

文
の
上
の
事
と
も
也
す
へ
な
く
ま
た
せ
み
な
文
の
せ
ん
さ
く
也

せ
ん
か
た
な
き
も
す
べ
な
く
と
云
便
り
な
き
也

是
を
は
し
め
の
な
ん
Ｉ
第
一
の
難
な
り

こ
と
か
中
に
あ
る
か
中
二
也

な
の
め
な
る
ま
し
き
人
の
Ｉ
を
し
な
を
し
な
る
人
に
て
は
な
き
也

う
し
ろ
み
の
か
た
は
Ｉ
世
邊
の
事
也
馬
頭
な
と
か
事
二
や

み
Ｌ
は
さ
糸
か
ち
に
髪
を
耳
一
一
は
さ
象
た
る
也
か
ひ
ノ
ー
し
き
躰
也
つ
く

る
は
い
躰

ひ
奮
う
な
き
貧
杣
な
き
也

さ
し
く
ゑ
く
も
し
清
ム

こ
め
き
て
Ｉ
大
や
う
也
巨

ヒ
タ
フ
ル
ヒ
タ
フ
ル

ひ
た
ふ
る
一
向
永

○
○

ら
う
た
き

“
“

そ
〈
ｊ
～
し
不
和
合
事
也
か
た
そ
ば
也

く
ま
な
き
Ｉ
残
る
所
も
な
き
物
い
ひ
也

今
は
品
に
も
ょ
ら
し
形
を
は
さ
ら
に
も
い
は
す
ｌ
三
界
唯
一
心

々
外
無
別
法
此
経
文
ヲ
曵
給
り
只
こ
上
ろ
か
本
と
也

ね
ち
け
か
ま
し
き
俵
人
也
虚
ヲ
云
て
表
裏
あ
る
人
也
訶
と
行
跡
と

相
違
す
る
心
也

あ
ま
り
の
ゆ
へ
よ
し
Ｉ
あ
ま
り
と
は
其
上
也
ゆ
へ
よ
し
二
也

二
亥
一
一

え
ん
に
物
は
ち
し
て
艶

象
さ
ほ
つ
く
り
つ
も
し
清
濁
い
つ
れ
に
て
も
夕
顔
上
な
と
の
類
也

（
Ⅳ
オ
）

一」

」
（
Ⅳ
ウ
）

下
二
擦
り
消
シ
ノ
痕
有
。

－170－



四十七一一常磐松文庫蔵「九条家本源氏物語間害』

ふ
か
き
山
里
の
世
は
な
れ
た
る
深
き
山
さ
と
の
と
云
詞
ノ
な
き
本

も
あ
り

わ
ら
は
に
侍
し
時
馬
頭
か
詞
也

こ
と
さ
ら
ひ
た
る
事
な
り
う
は
か
は
に
作
る
事
也

心
さ
し
ふ
か
具
ら
ん
男
を
典
き
て
Ｉ
此
あ
た
り
伊
勢
物
語

の
手
を
Ｌ
り
て
あ
ひ
ゑ
し
事
を
ｌ
の
段
二
似
た
り
と
被
仰
け
り

イ

世
に
か
へ
り
ぷ
す
へ
く
も
お
も
酷
ら
す
’
一
つ
き
ぜ
ん
の
心
也
心
浅
き
所
也

卸
函

つ
か
ふ
人
古
こ
た
ち
な
と
も
と
つ
か
ふ
た
る
人
と
も
也

君
の
御
心
は
あ
は
れ
な
り
け
る
物
を
Ｉ
君
と
は
夫
を
さ
し
て云
り

ひ
た
い
か
承
を
か
き
さ
く
り
て
本
ノ
髪
に
て
は
な
し
さ
け
尼
な
れ
は
ひ
たい

か
承
と
は
云
也

ひ
そ
象
ぬ
か
し
静
ま
る
心
な
り

濁
り
に
し
め
る
程
よ
り
も
Ｉ
荷
は
の
に
こ
り
に
し
ま
ぬ
Ｉ
此

吾
ニ
ハ
か
は
る
心
な
り

心
を
か
し
や
は

又
な
の
め
に
う
つ
る
ふ
か
た
男
の
う
つ
る
ふ
也

お
こ
が
ま
し
か
り
な
ん
を
か
し
き
心
也
戯
笑
ノ
義
也
祇
〈
前
ヲ
含
て

み
る
と
そ

み
る
人
か
ら
女
な
り

か
ろ
き
か
た
に
そ
Ｉ
男
を
大
事
二
お
も
は
い
也

つ
な
か
ぬ
舟
の
う
き
た
る
Ｉ
女
を
舟
に
た
と
へ
た
り

観
身
岸
額
離
根
草
論
命
江
頭
不
繋
舟
是
を
引
給
り

し
か
れ
と
も
意
は
少
し
替
れ
り

ノ

さ
し
あ
た
り
て
は
お
か
し
と
も
あ
は
れ
と
も
Ｉ
中
将
詞
也
花

｜Ｌ

（
咽
オ
）

（
肥
ウ
）

Ｌ一

イワ1
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鳥
に
あ
や
ま
る
也

わ
か
い
も
う
と
は
Ｉ
頭
中
将
の
詞
也
葵
上
の
事
を
お
も
ひ
給
ふ

君
の
う
ち
ね
ふ
り
源
氏
の
事
也

ひ
ひ
ら
き
ゐ
た
り
軽
粧
居
打
ひ
ろ
げ
て
ゐ
た
る
躰
也
是
レ

品
定
〆
の
以
上
也
髪
ま
て
－
日
の
講
尺
ト
弄
花
に
あ
り

木
の
み
ち
の
た
く
み
大
工
ノ
事
に
て
は
な
し
上
古
き
の
道
の
工
象と

云
物
あ
り
但
又
大
工
の
事
に
二
も
有
へ
し

ノ

墨
か
き
Ｉ
墨
繪
は
色
繪
よ
り
も
大
事
ノ
物
也
下
繪
事
に
て
も

あ
る
へ
し

お
と
る
ｊ
、
し
く

す
く
よ
か
な
ら
ぬ
ょ
は
き
心
也
健
ス
ク
ャ
ヵ

よ
は
な
れ
て
た
里
見
な
し
瞳
も
し
情

こ
ふ
ろ
し
ら
い
を
き
て
心
つ
か
ひ
な
り
心
ｌ
知
。
、
。
シ
ラ
ィ

て
ん
な
か
に
は
し
り
か
き
Ｉ
鮎
長
二
あ
ふ
坂
の
関
の
し
水
に

影
見
え
て
今
や
引
ら
ん
も
ち
月
の
駒
逢
さ
か
の
関
の
岩
か
と
ふ
み

な
ら
し
山
立
出
る
霧
は
ら
の
駒
此
二
首
を
公
任
卿
二
人
の
問
二
清
水

歌
ま
さ
る
と
云
と
引
給
へ
り

は
か
な
き
こ
と
た
に
Ｉ
馬
頭
か
こ
と
葉
也

い
と

は
や
う
ま
だ
・
け
ら
う
に
侍
し
時
過
に
し
事
也
一
九
段
め
也
一

ま
ほ
ま
む
き
な
る
事
也
舟
よ
り
始
る
詞
也
ま
ほ
と
は

書
共
ま
を
と
濱
給
へ
り

と
ま
り
に
と
も
思
ひ
侍
す
始
終
共
お
も
は
い
心
也

さ
う
ノ
ー
し
く
て
さ
ひ
し
き
心
そ
物
‐
足
は
い
也

」
（
岨
ウ
）

」
（
四
オ
）

押
紙
。

「
よ
」
’
一
「
は
」
ト
重
ネ
害
キ
。
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も
の
え
ん
し
を
Ｉ
物
怨
物
う
ら
象
也
し
っ
と
深
き
女
な
る
へ
し

お
い
ら
か
な
ら
ま
し
か
は
と
な
た
ら
か
な
ら
ま
し
か
は
也

此
人
の
た
め
に
馬
頭
か
女
ノ
身
二
成
て
我
と
我
を
此
人
と
云
り

す
上
め
る
か
た
と
お
も
ひ
し
か
と
ｌ
取
も
ち
過
た
る
か
た
也
さ
し
過
た
り

な
ょ
ひ
ゆ
き
和
ら
ぎ
随
ふ
也
花
鳥
ノ
説
は
あ
や
ま
る

う
と
き
人
に
別
人
二
な
り

こ
る
は
か
り
の
わ
さ
し
て
こ
る
入
ほ
と
の
態
也

お
も
ひ
給
へ
て

を
し
へ
た
つ
る
花
鳥
の
説
あ
や
ま
り

あ
ひ
な
た
の
承
か
ひ
な
き
頼
也

は
ら
た
坐
し
く
成
て
馬
頭
か
上
也

に
く
け
な
な
る
事
を
い
ぴ
は
け
ま
し
侍
る
に
Ｉ
猶
は
ら
を

た
て
ざ
す
る
也

．

お
ょ
ひ
小
指
な
り
河
海
ノ
説
誤

ソ
唖

ま
か
て
ぬ

的
韓

函
“

て
う
か
く
調
楽
は
当
日
二
日
前
試
楽
は
舟
日
前
二
あ
る
事
也

あ
か
る
上
所
に
て
各
立
わ
か
れ
た
り
か
も
し
濁
ル

か
た
く

家
ち
と
お
も
は
ん
・
ま
た
な
か
り
け
り
ま
た
を
又
と
害
本
も
あ
り

何
れ
に
て
も

な
へ
た
る
衣
の
あ
つ
こ
え
た
る
綿
の
あ
つ
き
夜
の
物
也

お
ほ
い
な
る
こ
に
打
か
け
て
大
き
な
る
伏
籠
也

か
た
ひ
ら
な
と
木
丁
の
事
也

さ
う
し
承
は
な
し
正
身
又
は
正
員

（
鋤
ウ
）

｜」

」
（
鋤
オ
）

－173－



ひ
た
や
こ
も
り
に
情
な
か
り
し
か
は
思
切
て
ゐ
た
る
躰
也

直
隠
ヒ
タ
ャ
ゴ
モ
‘

あ
り
し
な
か
ら
は
え
な
ん
見
す
ぐ
す
ま
し
き
Ｉ
も
と
の
や
う
ニ

な
ら
は
い
や
と
云
義
也

つ
な
ひ
き
て
ひ
も
し
濁
互
二
存
分
た
て
な
る
事
を
云
様
な
る
義
也

竜
田
姫
Ｉ
花
鳥
説
は
誤
也

十
一
段
目
也

さ
て
お
な
し
比
Ｉ
馬
頭
か
こ
と
葉
な
り
木
枯
の
女
の
事
也

ゆ
へ
あ
り
と
見
え
ぬ
へ
く
ぬ
へ
く
と
は
女
を
つ
み
し
て
害
り

は
し
り
か
き

み
る
め
も
こ
と
も
な
く
侍
し
か
は
承
め
よ
き
女
や
こ
と
も
な
く
は
無事

な
る
儀
也
諸
式
二
わ
た
る
へ
し
ほ
め
た
る
詞
也

さ
か
な
も
の

此
人
う
せ
て
後
ゆ
び
く
ふ
女
也

あ
る
う
へ
人
殿
上
人
な
り

大
納
言
の
家
に
此
大
納
言
は
誰
と
も
し
ら
す
若
は
馬
頭
の
父
飲

こ
の
人
の
い
ふ
や
う
是
は
同
車
の
人
な
り

此
女
の
家
は
た
よ
き
ぬ
道
の
は
た
に
あ
る
家
也

池
の
水
か
け
み
え
て
月
た
に
や
と
る
す
象
か
を
池
の
水
と
句
を
切
て
影

見
え
て
と
讃
へ
し

唾
四

ス
、
ロ

す
上
る
き
て
坐
う
き
そ
上
ろ
く
也

す
の
こ
た
つ
す
の
こ
の
や
う
な
る
物
也

一
一

あ
は
れ
と
け
に
見
え
た
り
馬
頭
か
心
な
り

』
ひ

つ
上
し
り
う
た
ふ
磯
シ
塾
ツ
ー

」
（
皿
ウ
）

」
（
虹
オ
）

－174－



四十七一一常磐松文庫蔵『九条家本源氏物語聞書』

ノ
ウ
メ
イ
デ
ウ

ノ

よ
く
な
る
わ
こ
ん
能
鳴
調
卜
云
和
琴
の
一
名
あ
り
左
様
義
二

見
た
る
も
よ
し
又
は
只
よ
く
な
る
琴
と
桑
た
る
も
よ
し
何
れ
も

今
め
き
た
る
物
の
聲
な
れ
は
大
和
琴
な
る
に
よ
り
て
今
め
く

と
い
へ
り
和
琴
は
日
本
に
て
弓
絃
を
井
へ
て
作
り
出
た
る
物
也
次
手
ニ

ユ
ヅ
ル

也
是
御
雑
談
た
上
手
二
な
ら
す
弓
絃
な
り
け
り
畜
曰
そ
の
か
み
の

し
ら
へ
を
お
も
ふ
や
ま
と
琴
也
足
玄
旨
御
感
と
也
妙
句
と
と

え
な
ら
ぬ
た
上
な
ら
ぬ
な
り

曵
や
と
め
け
る
引
屋
は
と
め
け
る
也

ソ

わ
る
か
め
り
吾
を
わ
る
く
云
也
又
は
云
過
た
る
と
云
心
也

あ
さ
れ
か
入
れ
は
さ
れ
か
入
る
也

聲
い
た
う
つ
く
る
ひ
て
好
色
人
の
躰

木
枯
に
吹
ぁ
は
す
め
る
笛
の
ね
を
ｌ
な
き
う
は
の
空
な
る
人
な

れ
は
と
上
め
ん
や
う
も
な
き
と
也
こ
と
の
葉
木
葉
と
琴
と
を
含

ま
せ
て
よ
め
り

こ
の
二
つ
の
事
を
思
ふ
給
へ
合
す
る
に
指
く
ひ
の
女
と
こ
か
ら
し
の
女
と
の事
也

御
心
の
ま
上
に
源
氏
頭
中
将
二
人
を
さ
し
て
申
也

あ
へ
か
な
る
う
つ
く
し
く
ひ
は
つ
な
る
事
也

す
ぎ
た
は
め
て
ん
た
は
む
は
ょ
は
き
事
也
好
色
也

あ
や
ま
ち
し
て
女
の
上
に
な
り

函
ソ

君
す
こ
し
か
た
ゑ
み
て
さ
る
事
と
は
お
ほ
す
へ
か
め
り
ｌ
お
は
さ
う
す

是
は
草
子
の
地
也
お
は
さ
う
す
は
お
は
し
ま
す
也

中
将
な
に
か
し
は
し
れ
も
の
聖
１
頭
中
将
の
詞
也
し
れ
物
と
は
お
ろ
か

シ
レ
モ
ノ

な
る
人
を
云
也
痴

L一一

グー、

22

ウ
、－〆

L－－

／－，

22

オ
、一ノ

可旬『一

一‐L/、－



玉
さ
か
な
る
人
と
も
お
も
ひ
た
ら
す

頼
わ
た
る
事
な
と
も
Ｉ
此
わ
た
り
花
鳥
一
あ
や
ま
る
心
を
付
て

ゑ
る
へ
し

侍
し
か

お
さ
な
き
も
の
な
と
も
あ
り
し
に
是
た
ま
か
つ
ら
の
う
へ
也

ノ

な
ゑ
た
く
み
た
り
頭
中
将
な
り

こ
と
な
る
事
も
な
か
り
き
や
云
残
し
た
る
所
一
段
お
も
し
る
し

山
か
つ
の
ｌ
女
わ
か
身
一
一
比
し
て
護
り
夕
顔
ノ
上
也

う
ら
も
な
き
物
か
ら
ｌ
夕
か
ほ
の
上
の
心
中

虫
の
音
に
き
ほ
へ
る
け
し
き
哀
さ
の
き
ほ
へ
る
也

咲
ま
し
る
Ｉ
夕
顔
を
慰
め
て
ょ
め
り

ち
り
を
た
に
な
と
Ｉ
ち
り
を
た
に
す
へ
し
と
そ
思
ふ
咲
し
よ
り

い
も
と
我
ぬ
る
床
な
つ
の
花
此
古
寄
の
心
也
次
二
被
仰
植
し
よ
り
共
あ
り

打
は
ら
ふ
１
頭
中
将
ノ
本
妻
か
ら
お
と
し
給
へ
る
を
上
に
は
い
は
す

下
二
含
め
る
な
り

や
く
な
き

無
益
な
り

し

さ
れ
ハ
か
の
さ
か
な
も
の
も
Ｉ
十
四
段
目
也

あ
き
た
き
事
も
Ｉ
あ
か
う
す
る
事
も
也

ト
リ
グ
シ
ナ
ソ
ス
ヘ
キ
ク
サ
ワ
イ

と
り
く
し
な
ん
す
へ
き
く
賀
は
ひ
ま
せ
ぬ
ｌ
利
具
可
難
種

く
さ
わ
い
と
蕾
へ
し
何
事
も
足
た
る
人
は
な
き
も
の
と
也

く
す
し
か
ら
ん
く
す
み
た
る
か
た
也

け
し
き
あ
る
事
け
う
か
侍
事
な
と
具
云
心
也

L一‐

〆、

23

オ
ーノ

（
記
ウ
）

Ｌ一

下
二
擦
り
消
シ
ノ
痕
有
。
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四十七一一常磐松文庫蔵『九条家本源氏物語間言』

さ
て
，
ｊ
、
お
か
し
か
り
け
る
女
か
な
頭
中
ノ
御
詞
也

つ

鼻
の
あ
た
り
お
こ
め
き
て
式
部
か
躰
也
お
か
し
ぎ
躰

つ
れ
の
う
ち
と
け
ゐ
た
る
か
た
に
は
侍
ら
て
い
つ
も
の
居
所
ニ

ふ
す
ふ
る
に
や
と
隔
心
に
や
と
な
り

さ
か
し
人

か
ろ
Ｉ
ｌ
ｌ
し
き
物
え
む
し
す
へ
ぎ
に
も
あ
ら
す
ま
れ
二
間
な

と
言
て
を
さ
な
か
ま
し
く
恨
る
や
う
な
る
人
に
て
は
な
し

は
や
り
か
に
て
い
ふ
や
う
つ
く
る
は
い
躰
也

ふ
ひ
や
う
腹
病
風
病

さ
う
や
く
草
薬

四
酌
き
う
し
ら
は
雑
事
等

函
ロ

モ
ン
シ
ヤ
ウ
ノ
シ
ヤ
ウ

文
章
生
博
士
の
官
也
此
段
狂
言
二
害
り
何
れ
の
物
語

に
も
あ
る
事
也

ノ

な
ま
，
Ｉ
、
の
博
士
ば
っ
か
し
く
せ
う
ノ
ー
＼
は
か
せ
也

ノ
メ

わ
か
ふ
た
つ
の
道
う
た
ふ
を
き
け
冨
貴
人
ノ
女
と
貧
家
ノ
人
の
女
メ

ア
ナ
ッ
ル
ヲ
ノ
ハ
ア
リ

と
の
得
失
ヲ
あ
け
た
り
冨
家
ノ
女
〈
怪
一
、
一
其
夫
一
貧
家
女
孝
一
電
一
終

シ
ウ
ト
メ

姑
「
吾
〈
貧
家
也
と
名
の
る
也
猶
河
海
花
鳥
二
委
し

き
こ
え
こ
ち
侍
し
か
と
こ
ち
は
言
也

御
う
し
ろ
ゑ

■
へ

侍
め
れ
は

を
の
こ
し
も
し
さ
い
な
き
も
の
は
侍
め
る
と
申
せ
は
男
は
進
退
の

も
ち
安
き
と
云
な
ｈ

は
『
ぬ
手
，

」
（
型
オ
）

■■

型
ウ
）

1辱庁
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こ
と
つ
け
そ
や
か
こ
つ
け
也

お
い
ら
か
に
ま
め
や
か
の
心
也

つ
ま
〈
し
き
を
し
て
い
や
な
る
心
な
り

す
へ
て
お
と
こ
も
Ｉ
十
八
段
め
也

三
史
五
経
三
史
〈
史
記
前
漢
書
後
漢
書
也
五
経
〈
易

礼
記
毛
詩
尚
書
春
秋
左
傅
ノ
事
以
上
是
也

か
ん
な
ふ
み
女
文
Ｉ
過
半
文
字
た
く
さ
ん
二
言
は
わ
る
し

と

こ
と
さ
ら
ひ
た
り
態
。
め
き
た
る
事
也

ふ
る
事
を
も
は
し
め
よ
り
と
り
こ
み
つ
奥
Ｉ
最
初
よ
り

古
事
だ
て
な
る
事
わ
る
し

す
さ
ま
し
ぎ
折
，
Ｉ
、
つ
き
も
な
き
折
也

萬
の
事
に
な
と
か
は
さ
て
も
と
お
ほ
ゆ
る
折
か
ら
時
ど
思
ひ
わ
か
ぬ
は
か
り
の

心
に
て
は
よ
し
は
糸
情
た
上
さ
ら
ん
な
ん
め
や
す
か
る
へ
き
畢
寛
止
ム
か

ま
し
そ
と
云
心
也
次
手
二
被
仰
つ
れ
ｌ
Ｉ
ｌ
草
二
云
せ
や
せ
ま
し
せ
て
や

有
ま
し
と
お
も
ふ
こ
と
を
は
せ
ぬ
か
よ
し
と
此
意
相
ｌ
叶
ヘ
リ

君
は
人
ひ
と
り
の
御
有
さ
ま
を
君
と
は
源
を
申
也
人
ひ
と
り
と
〈

藤
壺
御
事

こ
れ
に
た
ら
す
さ
し
過
た
る
事
も
な
く
物
し
絵
ひ
け
る
哉
と
’

一
一

藤
つ
ほ
は
さ
て
も
，
Ｊ
１
よ
き
程
な
る
人
と
ほ
め
た
る
詞
也

明
し
給
ふ
つ
是
ま
て
－
日
ノ
誰
尺

け
さ
や
か
に

み
た
れ
給
へ
る
御
あ
り
さ
ま
衣
裳
な
と
脱
ち
ら
し
給
フ
躰
也

御
木
丁
へ
た
て
坐

」
（
弱
オ
）

」
（
Ｔ
勾
占
／
）

下
二
擦
り
消
シ
ノ
痕
有
。
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四十七一一常磐松文庫蔵『九条家本源氏物語間書』

な
か
上
朶
河
海
に
く
は
し

さ
か
し
愛
鳥
を
切
て
れ
い
は
い
ゑ
給
事
ｌ
と
濱
也

ソ

い
と
よ
か
な
り

紀
守
伊
与
介
か
子
也

め
函

な
ま
け
け
な
る
事
無
礼
ノ
事
也

一
一
一
一

げ
に
よ
ろ
し
き
お
ま
し
と
こ
ろ
に
も
と
て
人
は
し
ら
せ
や
る
紀
守
か

傍
輩
と
も
取
も
ち
て
人
を
は
し
ら
せ
て
や
る
也

か
桑
俄
に
と
佗
れ
と
紀
守
め
い
惑
す
る
也

そ
こ
は
か
と
な
き
む
し
の
聲
Ｉ
六
月
な
れ
は
何
共
聞
わ
か
ぬ
虫
共
鳴
也

ゑ
わ
ら
ひ
ゑ
み
笑
ら
ふ
也

か
み
心
な
し
と
紀
守
な
り

む
つ
か
り
て
發
積
ム
ッ
ヵ
ル

や
を
ら
や
う
ノ
ー
也
そ
る
ｊ
、
也

さ
坐
め
く
さ
其
や
く
也
私
語
サ
、
メ
ク

ソ

や
む
こ
と
な
き
よ
す
か
定
り
給
へ
る
こ
そ
さ
う
ノ
イ
＼
か
め
れ

葵
上
の
御
事
を
柔
な
人
の
云
也

ホ
ウ
ユ
カ
ム

ほ
う
ゆ
か
め
て
方
曲

ト
ウ
ロ

と
う
る
か
け
そ
へ
火
あ
か
く
Ｉ
灯
籠

。

と
は
り
丁
も
い
か
に
そ
は
そ
も
し
清

サ
キ

あ
る
し
の
子
と
も
Ｉ
是
よ
り
先
の
事
を
云
り

ま
う
と
紀
守
を
さ
し
て
仰
ら
る
坐

ふ
い
に
不
意

い
よ
の
す
け
は
か
し
つ
く
や
ｌ
源
の
御
こ
と
は
也

」
（
妬
ウ
）

」
（
妬
オ
）

－179－
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三のかは“へきあというはかか将将ち“き“ろのりなか
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り長をいて成と侍の分房とり
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也て

た
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」
（
”
ウ
）

」
（
”
オ
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四十七一一常磐松文庫蔵『九条家本源氏物語聞書』

お
ほ
え
な
き
さ
ま
思
よ
ら
ぬ
事
也

あ
り
し
な
か
ら
の
身
に
て
Ｉ
元
の
わ
か
身
の
位
に
て
か
や
う
の

御
事
な
ら
は
嬉
し
か
ら
ん
と
也

さ
し
は
へ
て
さ
し
に
さ
し
て
な
り

す
ぐ
ｊ
ｆ
、
し
く
き
こ
つ
な
き
や
う
な
る
心
也

と
り
か
さ
ね
て
そ
Ｉ
吾
身
の
成
く
た
り
た
る
事
と
源
氏
の
今

夜
の
御
ふ
る
ま
ひ
と
を
云
る
也

こ
と
Ａ
あ
か
く
な
れ
は
悉
ク
明
る
也

引
奇

へ
た
つ
る
関
と
見
え
た
り
あ
ふ
坂
の
名
を
た
の
め
つ
上
こ
し
か
と
も
隔

つ
る
関
と
今
は
成
に
き

光
を
さ
ま
れ
る
Ｉ
夜
の
明
る
事
也

と
み
に
も
頓

つ
か
ふ
人
に
せ
ん

あ
そ
ん
の
お
と
上
や
も
た
る
紀
守
を
さ
し
て
朝
臣
と
仰
ら
る
真

人
よ
り
朝
臣
と
云
は
上
な
り
真
人
を
改
め
て
朝
臣
と
な
す
也

ノ

世
の
た
と
ひ
に
て
む
つ
れ
侍
す
と
申
世
間
な
ら
ひ
に
て
継
母
二
は

む
つ
れ
ぬ
と
申
ス

イ
シ
カ
ム
ユ
カ

五
日
六
日
か
や
う
に
讃
へ
し

ふ
か
く
し
も
た
と
ら
す
種
ミ
ニ
し
て
知
を
た
と
り
し
る
と
云
也

こ
入
は
や
か
て
知
と
云
心
な
る
へ
し
物
を
尋
を
た
と
る
と
云
り

色
ノ
ー
二
人
に
問
て
た
つ
ぬ
る
を
た
と
る
と
云
也
髪
は
そ
の
裏
な
り

此
段
の
事
三
光
院
殿
は
実
事
な
し
と
仰
ら
る
又
後
柏
原
院
ノ

御
寄
辞
二
再
會
一
云
題
二
此
段
の
事
ヲ
謡
ま
せ
給
り
然
は
実事

ｉ
’
（
記
ウ
）

」
（
鯛
オ
）

」
（
認
オ
）
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あ
る
欽
昔
よ
り
説
ど
也
実
事
あ
る
事
さ
も
有
へ
し
と
素

然
仰
ら
れ
け
り

め
も
き
り
て
目
も
霧
て

そ

心
え
ぬ
す
ぐ
せ
打
そ
へ
り
下
に
成
く
た
る
と
又
今
源
氏
に
お
も
ひ
か
け

ら
る
坐
と
を
か
く
お
も
へ
り

か
坐
る
御
文
ゑ
る
へ
き
Ｉ
空
せ
ゑ
の
詞
也

さ
は
な
ま
い
り
そ
さ
ら
は
也

し
か
ノ
ー
と
申
す
に
返
事
な
き
由
を
有
や
う
二
申

あ
こ
は
し
ら
し
な
そ
の
伊
与
介
の
お
き
な
よ
り
は
さ
き
に
み
し
人
そ
’

一
｛

ま
へ
あ
ひ
つ
る
人
そ
と
虚
言
を
仰
ら
る
上
也

わ
か
ぷ
く
し
け
と
の
に
の
給
て
Ｉ
御
厘
殿
別
当
也
装
束
調
す
る
役

め
て
た
き
こ
と
も
茸
か
ら
こ
そ
と
恩
ひ
て
ｌ
藍
も
似
會
憾
意

わ
る
し

ひ
ん
な
き
つ
き
な
き
事
也

め
い
ほ
く
面
目
也

君
は
い
か
に
君
と
は
小
き
桑
を
さ
し
て
源
の
仰
ら
る
源
ノ
御
心
中
也

ふ
よ
う
な
る
由
を
間
ゆ
れ
は
不
用

ノ
二

ふ
せ
や
に
生
る
ふ
せ
や
は
い
や
し
き
家
也
卑
下
心
云
る
也

れ
い
の
人
ノ
、
は
い
き
た
な
き
に
一
と
こ
ろ
す
上
る
に
ｌ

れ
い
の
人
ノ
ー
と
は
御
供
の
人
ノ
、
な
り
一
所
は
源
氏
の
御
事

さ
は
れ
と
お
ほ
せ
と
さ
ら
は
さ
て
あ
れ
と
也
源
氏
の
御
心
中

と
そ
此
書
留
も
式
部
吾
書
た
る
と
は
明
ら
か
に
象
せ
す
面
白
キ

害
さ
ま
也

」
（
鋤
オ
）

」
（
調
ウ
）
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（
白
紙
）

追

女
房
な
と
の
物
か
た
り
よ
み
し
何
に
て
も
古
き
物
語
の

草
子
な
る
へ
し

其
夜
の
事
に
こ
と
つ
け
て
か
こ
つ
け
て
也

と
ふ
て
給
ふ
こ
と
の
は
取
出
給
ふ
な
り

う
ひ
こ
と
そ
や
初
事
也

さ
け
す
不
し
避
也

さ
う
ノ
、
し
く
心
や
ま
し
と
お
も
ふ
心
く
る
し
い
な
り

ノ

い
ひ
そ
し
言
殺
也
つ
よ
く
言
事
也
酒
を
し
ゐ
そ
し
類
也

此
心
も
と
な
き
も
う
た
か
ひ
Ｉ
夕
か
ほ
の
上
の
事
な
り

こ
ゆ
る
き
の
い
そ
ぎ
あ
り
く
い
そ
の
枕
こ
と
葉
也

な
か
る
上
ま
て
あ
せ
に
な
り
て
流
る
上

を
ょ
す
け
た
る
事
は
い
は
い
Ｉ
を
と
な
か
ま
し
き
事
也

う
ち
わ
た
り
の
旅
ね
大
裏
あ
た
り
也
た
ひ
ね
と
は
只
か
り
ね

な
り
あ
た
り
な
れ
は
か
り
ね
也

も
と
の
し
な
時
代
の
お
ほ
え
打
合
Ｉ
種
姓
も
時
の
お
ほ
え
も

う
ち
合
て
よ
き
人
の
心
中
等
の
も
て
な
し
已
下
あ
し
き
を
は
世
間

に
沙
汰
も
せ
ぬ
者
也
そ
れ
は
何
し
ニ
か
く
生
出
た
る
そ
や
さ
は
有

ま
し
き
事
な
る
に
い
ふ
か
ひ
な
き
豆
そ
と
也

画
ソ

其
心
し
ら
ひ
を
き
て
な
と
を
な
ん
淀
ノ
字
二
《
非
ス

は
し
た
な
か
り
け
る
御
物
か
た
り
ｌ
源
の
御
詞
な
れ
は
有
ま
し
き

事
な
れ
と
も
当
座
の
あ
ひ
し
ら
ひ
な
る
二
よ
り
御
ノ
字
あ
り

（
釦
ウ
）

ｌＬ

」
（
鋤
ウ
）

（
副
オ
）

‐
」 一
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○
０
Ｏ
Ｏ

ま
雫

ま
う
と
た
ち
の
つ
き
ノ
、
し
く
い
さ
め
き
た
洲
中
和
に
－
１

皇
｛

伊
与
か

数
奇
心
二
付
ノ
、
し
き
人
を
は
。
よ
せ
も
つ
け
ま
し
と
仰
ら
る
些
也

御
文
を
お
も
か
く
し
に
ひ
ろ
け
た
り
い
と
お
ほ
く
て
文
の
詞
と
も
多
し

心
ち
な
や
ま
し
け
れ
は
人
ノ
＼
さ
け
す
煩
し
け
れ
は
あ
つ
か
ふ

人
に
て
も
と
き
な
と
に
て
も
有
へ
し
人
去
す
し
て
余
所
目
し
け
具
ノ

れ
は
そ
の
さ
は
り
に
依
て
御
返
事
は
な
ら
ぬ
と
申
せ
と
也
空
岬
君
詞
也

う
は
へ
の
な
さ
け
は
か
り
は
も
て
っ
け
つ
へ
ぎ
わ
さ
Ｉ

も
て
つ
く
る
と
は
も
て
な
す
事
也
心
中
さ
へ
よ
く
は
上
つ
ら
は
何
と
も
し

な
さ
う
す
る
と
云
心
な
り
く
た
し
を
く
た
し
と
濁
て
も
あ
る
へ
し

と
院
様
勅
定
と
水
中
御
物
か
た
り
也
惣
て
の
意
は
数
な
ら
ぬ
身

な
れ
と
か
く
思
し
く
た
し
給
御
心
を
深
ク
恨
ミ
申
也
下
臨
の
伊
与
か
は

妻
な
れ
は
と
て
か
く
理
不
壼
の
義
は
い
か
具
と
恨
申
也
き
は
を
き
は
と

一
一

こ
そ

侍
な
れ
と
て
と
は
上
隔
な
れ
共
今
下
臨
に
成
た
れ
は
と
て
理
不
尽
ノ
御
事

は
い
は
れ
さ
る
事
と
う
ら
む
る
也
引
寄

見
な
を
し
給
ふ
の
ち
せ
も
や
Ｉ
若
狭
な
る
後
せ
の
山
の
Ｌ
ち
に
ま
た

あ
は
ん
心
の
げ
ふ
な
ら
す
と
も

さ
る
心
地
し
て
人
と
く
し
つ
め
て
御
せ
う
そ
こ
’
さ
る
へ
き
心
つ
か
ひ

し
て
也
人
を
し
つ
め
て
の
心
つ
か
ひ
也

男
好
色
カ
マ
シ
イ
事

女
ノ
上
カ
ラ
見
テ

さ
し
あ
た
り
て
を
か
し
と
も
あ
は
れ
と
も
心
に
入
ん
人
の
た
の
も
し
け
な
き

女
ノ
眺
忍
せ
ハ

う
た
か
ひ
あ
ら
ん
こ
そ
大
事
な
る
へ
け
れ
我
心
あ
や
ま
ち
な
く
て
み
す
ぐ
さ
は

男
カ
ラ
其
ヤ
ウ
ナ
ル
事
ハ
有
マ
イ
也

さ
し
な
を
し
て
も
な
と
か
象
さ
ら
ん
と
お
ほ
え
た
れ
と
そ
れ
さ
し
も
あ
ら
し

Ｉ
此
段
見
に
く
し
曵
替
て
男
ノ
方
を
女
に
な
し
女
の
事
を
男
な
し

（
詑
オ
）

一Ｌ

｜
（
犯
ウ
）

「
ら
む
に
」
二
、
「
ｌ
」
ヲ
重
ネ

ー
レ
◎

ノ
「
ノ
」
二
「
会
心
」
ガ
ー
里
ナ
ル
。
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て
見
て
も
苦
か
る
ま
し
と
や

お
と
こ
も
女
も
わ
る
も
の
は
Ｉ
い
と
を
し
け
れ
三
史
五
経
の
ｌ

此
い
と
を
し
は
常
二
云
二
は
ち
と
心
か
は
れ
り
そ
と
知
た
る
事
を
至
極
卜

し
て
見
せ
壼
さ
ん
と
す
る
は
か
わ
い
や
な
と
奥
云
や
う
な
る
心
也

二
条
の
院
に
も
お
な
し
す
ち
に
て
Ｉ
此
院
源
氏
の
御
所
又
は
葵

上
ノ
御
所
も
同
し
す
ち
也

例
の
い
つ
く
よ
り
と
ふ
て
給
Ｉ
例
と
は
い
つ
も
な
と
些
云
心
也

女
な
と
の
御
か
た
た
か
へ
こ
そ
夜
ふ
か
く
い
そ
か
せ
給
へ
き
か
は
Ｉ

か
は
の
出
葉
ち
と
間
へ
に
く
し
院
様
仰
ら
る
女
な
と
の
御
か
た

た
か
へ
こ
そ
あ
ら
め
夜
ふ
か
く
急
か
せ
給
へ
き
か
は
と
み
れ
は
よ
し
と
也

あ
ら
め
と
云
詞
を
入
て
心
二
み
る
へ
し
水
中
此
物
語
ア
リ

親
の
を
き
て
に
た
か
へ
り
と
Ｉ
父
権
中
納
言
は
下
礪
の
伊

与
介
か
妻
な
と
に
は
成
す
へ
き
心
に
て
は
無
り
つ
る
も
の
を
と
お
も
ひ
て

伊
与
介
と
む
つ
，
Ｉ
、
と
心
と
け
ぬ
と
聞
也

む
け
に
世
を
お
も
ひ
し
ら
ぬ
や
う
に
ｌ
い
と
つ
ら
き
と
恨
ら
れ
て
ｌ

源
氏
二
空
蝉
の
う
ら
悪
ら
れ
て
な
り
○
Ｏ

さ
し
も
あ
た
め
き
め
な
れ
た
る
う
ち
つ
け
す
ぎ
ｊ
、

数
奇
ノ
、
也
あ
た
ｊ
、
し
く
初
よ
り
や
か
て
す
き
ノ
ー
し
き

を
は
好
み
給
は
い
也

カ
タ
カ
ト
カ
ト

か
た
か
と
片
才
角
ノ
字
の
心
も
あ
る
へ
し

す
か
さ
れ
よ
り
侍
ら
ん
た
ら
さ
れ
よ
る
也

ゆ
つ
る
ふ
ら
ん
ゆ
つ
る
也

こ
る
は
か
り
の
わ
さ
し
て
お
と
し
て
お
と
す
事
也

‐
’
（
認
オ
）

｜Ｌ

（
詔
ウ
）
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し
た
か
ひ
お
ち
た
る
お
つ
る
也

も
や
母
屋
中
ノ
殿
な
り

を
し
な
へ
た
る
大
か
た
の
は
数
な
ら
ね
と

尋
常
大
方
の
は
か
す
な
ら
さ
れ
共
ほ
と
ノ
ー
に
誰
身
ノ
上
二
も
そ

れ
は
ゆ
か
し
ぐ
も
な
き
と
中
将
の
の
給
ふ
也

朝
夕
に
ｌ
心
く
る
し
か
り
し
か
は
ｌ
夕
顔
の
上
の
あ
ま
り
恨
み
給

は
い
も
却
而
く
る
し
き
と
也

是
な
ん
え
た
も
つ
ま
し
く
Ｉ
始
終
本
妻
二
頼
へ
き
品
二
は
非

す
と
な
り
十
分
二
な
き
品
な
り

心
は
え
な
か
ら
鼻
の
あ
た
り
を
こ
め
き
Ｉ
心
え
な
か
ら
也

そ
上
き
あ
け
て
そ
具
き
と
は
そ
Ｌ
め
く
事
也

さ
り
ぬ
へ
き
す
こ
し
は
見
せ
ん
よ
き
文
を
は
少
し
象
せ
ん
と
也

韓
函

ほ
う
け
つ
ぎ
法

数
な
ら
ね
と
も
程
，
Ｉ
、
ニ
ー
な
ん
頭
／
君
の
わ
か
身
ノ
事
を
の
給
也

に
こ
り
に
し
め
る
ほ
と
よ
り
も
Ｉ
林
逸
二
云
蓮
葉
の
濁
に
し

ま
い
心
も
て
ｌ
此
吾
叶
た
る
と
も
み
え
す
さ
れ
共
見
様
あ
り
た
と
へ
は

蓮
は
濁
二
そ
み
て
し
か
も
そ
ま
い
物
也
尼
二
成
も
の
〈
に
こ
り
二
そ
ま
い

や
う
な
れ
共
心
は
濁
二
そ
ゑ
た
る
も
の
也
然
は
か
坐
る
人
は
蓮
ノ
濁
二
し

め
る
よ
り
も
な
ま
う
か
ひ
な
る
へ
し
と
の
心
也
さ
れ
は
悪
き
道
に
も
た
皇

よ
ひ
ぬ
へ
し
と
云
也
蓮
は
士
泥
よ
り
生
す
れ
と
も
そ
れ
に
も
そま
い

な
り
女
ノ
心
は
土
泥
の
こ
と
し
其
よ
り
一
蝿
塞
稚
生
し
か
た
き
と
な
り

な
ま
う
か
ひ
に
て
は
世
上
の
人
の
濁
二
し
む
よ
り
尼
二
な
り
て
な
ま

う
か
ひ
な
る
と
云
り

」
（
弘
ウ
）

」
（
誕
オ
）
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尼
に
も
な
さ
て
Ｉ
是
も
お
な
し
女
の
事
也
あ
る
は
尼
二
な
る
と

又
尼
ニ
な
さ
て
取
返
し
て
も
皆
よ
る
し
か
ら
ぬ
事
は
同
事
也
さ
る
に
よ
り

下
ノ
詞
に
と
あ
ら
ん
折
も
し
な
ら
め
と
云
る
也
契
の
宿
執
ふ
か
く
て

帰
り
あ
ふ
と
も
尼
に
成
て
な
と
上
思
は
上
恨
め
し
か
ら
ん
と
也
度

あ
し
き
道
に
も
た
上
よ
ひ
ぬ
へ
く
１
面
白
ク
書
た
り
一
段
云

一
一

合
せ
た
る
上
は
善
悪
す
ゑ
透
ら
ふ
か
夫
婦
の
本
意
そ

我
も
人
も
う
し
ろ
Ｉ
心
を
か
れ
し
や
は
心
を
置
也
さ
き
の
如
ク

縦
又
相
添
と
も
さ
や
う
な
ら
ん
女
は
う
し
ろ
め
た
く
て
心
を
か
れ
ぬ
事

は
有
ま
し
ひ
の
心
也
是
も
伊
物
に
業
平
の
を
捨
て
出
し
女
ノ
又
あ
ひ
か
は
し
」
（
調
オ
）

一
一

た
り
し
か
と
疑
し
く
覚
え
て
業
ひ
ら
の
わ
す
る
ら
ん
と
お
も
ふ
心
の
う
た

か
ひ
に
あ
り
し
Ｉ
と
蓋
し
類
也
そ
の
心
に
て
紫
式
部
か
書
た
る
と
見

え
た
り
う
し
ろ
め
た
く
と
は
心
も
と
な
ぎ
事
な
り

な
の
め
に
う
つ
る
ふ
ｌ
前
の
段
は
男
の
心
さ
し
あ
る
を
知
す
し
て
背
き

恨
ル
事
を
い
へ
り
是
は
又
男
あ
た
人
に
て
う
つ
る
は
ん
を
同
し
や
う
二
恨
承

背
か
は
お
と
こ
は
を
こ
か
ま
し
く
思
へ
し
さ
れ
は
男
ノ
心
は
頼
も
し
げ
な
く

共
見
初
し
ち
ぎ
り
を
力
な
し
と
お
も
ひ
て
堪
忍
す
へ
き
の
心
也

け
し
き
は
承
機
嫌
を
み
る
也

お
こ
か
ま
し
き
お
こ
な
る
事
也
悪
き
事
也
う
つ
け
た
る

か
た
也
い
や
と
思
ふ
心
也
を
か
し
や
か
な
る
事
そ

引
寄

た
は
ふ
れ
に
く
上
な
ん
あ
り
い
や
と
試
み
か
て
ら
あ
ひ
象
ね
は
た
は
ふ
れ
に
く
き
」
（
弱
ウ
）

ま
て
そ
恋
し
き
死
た
り
し
女
の
上
さ
也
恋
き
と
也

ひ
と
へ
に
打
た
の
み
た
ら
ん
か
た
は
Ｉ
是
も
な
く
成
し

女
を
こ
そ
ひ
と
ヘ
ニ
頼
た
れ
と
云
心
な
り
林
逸
ノ
説

－187－



立
田
姫
と
い
は
む
に
も
Ｉ
是
も
死
た
る
女
ノ
事
也

さ
る
に
よ
り
か
た
き
世
と
は
定
か
ね
た
る
そ
や
Ｉ
定
か
ね
た
る
と

あ
る
事
心
え
か
た
し
定
た
る
と
有
つ
へ
き
所
也
私
十
分
二
思
ふ

や
う
な
る
女
は
な
き
も
の
也
さ
れ
共
紫
上
な
と
の
様
二
足
ら
ひ
た
る
人

千
人
二
ひ
と
り
も
あ
れ
は
有
ま
し
き
と
斗
も
定
か
ね
た
る
と
云
儀
敦

山
の
こ
ふ
か
く
世
は
な
れ
て
木
深
二
あ
ら
す
墨
の
こ
き
事
な
り

如
何

ま
い
て
君
た
ち
の
御
た
め
Ｉ
を
の
こ
し
も
な
ん
し
さ
い
な
き
物
は

侍
め
る
女
は
我
ま
些
二
な
ら
ぬ
も
の
也
お
と
こ
は
機
二
合
ヌ
ー
も
の
に
は

添
す
添
た
き
物
二
は
そ
ふ
わ
か
ま
上
な
る
物
そ
と
云
事
也

（
以
下
九
行
分
空
白
）

井

空
蝉

井
と
云
事
其
代
の
豆
を
害
二
す
ぐ
に
そ
の
代
の
其
人
の
事
を

次
第
二
不
し
害
し
て
横
二
入
て
又
人
の
事
を
害
を
井
と
云
也
た
と
へ
は

セ
イ
ケ
レ
ツ
デ
ン

ヨ
、
ニ
ス

ス
グ

史
記
の
世
家
列
傳
の
こ
と
し
世
家
と
い
ふ
は
世
陸
家
ヲ
と
積
り
直
に

書
也
列
傳
と
云
は
横
二
其
代
の
人
の
事
を
害
り
如
此
類
也
又
こ
の

シ
ユ

ハ
ウ

物
語
に
限
て
竪
ノ
井
上
横
ノ
井
上
と
云
事
あ
り
此
巻
は
竪
ノ
井
也

は
上
き
木
二
つ
上
け
て
書
故
そ
此
事
ち
と
心
に
に
く
き
也
能
ど
思
慮

あ
る
へ
し
井
と
は
何
時
も
先
入
横
か
本
な
り
こ
の
巻
う
つ
せ
ゑ
の
列

傳
と
見
へ
し
列
傳
と
は
其
人
の
事
を
一
人
別
に
害
そ
空
せ
象
の
列

傳
と
見
よ
虚
蝉
と
も
吾
也
又
は
打
蝉
と
も
打
磐
蝉
と
云
磐
の

一
名
あ
り
是
二
よ
り
て
の
事
也
碧
の
音
艸
二
似
せ
た
り

（
釘
オ
）

一」

」
（
調
ウ
）

L一

〆一、

36

オ
、一〆

虫
損
。
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髪
の
い
と
な
か
具
ら
さ
り
し
Ｉ
う
つ
せ
み
の
髪
は
長
か
ら
ぬ
欽

似
か
ょ
ひ
た
る
Ｉ
小
君
空
蝉
相
似
た
り

な
み
ノ
ィ
、
な
ら
す
源
氏
の
御
事
也

心
つ
き
な
し
つ
も
し
濁

わ
か
車
に
て
小
君
か
車
な
り

ゐ
て
た
て
ま
つ
る
将
奉
る
也
ぬ

さ
り
け
な
き
姿
Ｉ
か
り
ぎ
姿
な
り

後
達
Ｉ
小
君
か
い
つ
く
を
も
あ
け
わ
た
し
た
る
に
よ
り
て
こ
た
ち

の
か
く
い
へ
る
な
り

こ
き
あ
や
の
Ｉ
紫
ノ
こ
ぎ
な
り

曳
か
く
し
た
ン
め
り

い
ま
一
人
は
ひ
か
し
む
き
に
‐
ｌ
は
う
そ
く
な
る
ｌ
西
の
御
か
た
也

碁
二
は
か
り
心
を
入
て
取
み
た
し
た
る
様
躰
な
り
空
蝉
は
さ
も

あ
ら
す
と
褒
給
へ
り

小
う
ち
た
つ
小
打
き
め
ぎ
た
る
も
の
也

○
、
寺
こ

そ
入
る
か
な
る
人
少
シ
せ
い
高
き
人
也

叩
図

さ
か
り
は
肩
の
ほ
と
さ
か
り
所
な
り

ね
ち
け
た
る
所
な
く
Ｉ
ほ
め
て
云
り

ふ
と
見
ゆ
る
や
か
て
染
ゆ
る
也

け
ち
さ
す
碁
の
た
め
を
さ
す
な
り

お
く
の
人
は
い
と
静
に
Ｉ
奥
ノ
人
と
あ
る
事
少
し
相
違
せ
り
と
も

あ
れ
奥
の
人
は
う
つ
せ
承
の
君
と
象
へ
し

司
引
可
可伊
与
の
湯
の
ゆ
け
た
は
い
く
つ
数
し
ら
す
か
そ
へ
す
し
ら
す
君
や
し
る
ら
ん

L~一

，〆へ

37

ウ
、~一

」
（
調
オ
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く
ち
お
ほ
ひ
て
袖
し
て
ロ
を
覆
ひ
た
る
也

め
す
こ
し
は
れ
た
る
空
蝉
の
事
也
晴
腫
目
も
と
晴
，
Ｉ
、

パ
レ

し
き
也
少
し
ま
踵
な
り
両
説
い
つ
れ
に
て
も

こ
の
ま
さ
れ
る
人
よ
り
は
心
あ
ら
ん
と
Ｉ
空
蝉
よ
り
は
ま
さ

れ
る
形
と
聞
ゆ
ま
さ
れ
る
人
と
云
は
西
の
御
方
也

あ
は
つ
け
し
軽
き
し
ぎ
な
り

若
き
承
は
い
つ
く
に
Ｉ
小
君
か
事
也

此
み
か
う
し
は
さ
し
て
ん
と
て
な
ら
す
也
な
ら
す
は
さ
す
事
也

さ
か
し
領
納
し
給
也

こ
た
承
此
度
也
今
度
ト
書
こ
の
た
ひ
と
あ
る
本
も
有
也

た
上
朶
ひ
ろ
け
て
屏
風
の
事
也

や
を
ら
い
れ
た
て
ま
つ
る
漸
也
そ
る
ノ
ー
と
也

ひ
る
は
な
か
め
夜
る
催
Ｉ
引
響
蕊
蜜
諾
総
諺
譲
魏
噴
て
春
に
毒
愈

二
人
は
か
り
そ
ふ
し
た
る
二
人
歪
”
何
れ
も
く
る
し
か
ら
す

あ
へ
か
物
ょ
は
き
か
た
な
り

我
た
め
に
は
こ
と
に
も
あ
ら
れ
と
源
し
の
わ
か
た
め
二
は
く
る
し

か
ら
ね
と
上
な
り

ゆ
る
さ
れ
し
か
し

な
を
ノ
！
、
し
う
直
，
ｊ
、
し
う
也

函
函

ぬ
き
す
へ
し
た
る
脱
す
へ
ら
か
し
た
る
な
り

的
“

お
と
ろ
７
Ｊ
、
し
く
と
ふ
つ
よ
く
間
な
り

あ
ら
す
ｌ

ス
ム

た
け
た
ち
た
文
字
清

」
（
銘
ウ
）

（
調
オ
）

一Ｌ

貼
り
継
イ
ダ
本
文
料
紙
一
一
記
サ
レ
タ

モ
ノ
。
本
行
卜
同
筆
。

コ
ノ
部
分
デ
紙
ヲ
継
グ
。
「
ひ
る
は

…
」
及
び
「
め
そ
い
と
…
」
ノ
行
、

糊
継
ギ
ノ
上
二
記
ス
。

「
清
」
。
「
濁
」
ノ
上
一
一
重
ネ
書
キ
。
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ノ

つ
ら
ね
て
つ
れ
て
也
小
君
か
お
も
と
を
つ
る
Ｌ
と
老
人
思
也

よ
ソ
へ

上
に
や
さ
ふ
ら
ひ
給
つ
う
へ
と
は
空
せ
み
を
さ
し
て
也

つ
ま
は
し
き
弾
指
也
腹
た
つ
心
こ
も
る

い
と
ふ
か
う
に
く
み
ｌ
は
て
ぬ
是
ま
て
小
君
か
心
也
又
は
源
氏
の

御
心
と
も
見
る
也

な
と
か
余
所
に
て
も
な
つ
か
し
き
Ｉ
源
の
御
詞
な
り

な
を
人
か
ら
の

か
の
人
も
い
か
に
思
ら
ん
軒
は
の
荻
の
事
也

さ
れ
た
る
心
に

う
っ
せ
ゑ
の
羽
に
を
く
Ｉ
木
か
く
れ
て
は
も
ぬ
け
て

逢
い
心
也
然
れ
共
ぬ
る
其
袖
哉
と
は
源
氏
を
思
ふ
と
ノ
心
也

是
は
古
歌
な
り
心
を
替
て
差
二
用
た
る
返
寄
也
伊
物
に

み
ち
の
く
の
古
寄
を
心
を
か
へ
て
用
ゆ
る
と
お
な
し
事
也

（
以
下
六
行
分
空
白
）

追

そ
ほ
る
れ
は
た
は
ふ
れ
た
る
躰
也
ほ
こ
り
た
る
体
也

（
以
下
九
行
分
空
白
）

夕
顔

此
巻
は
堅
ノ
井
な
り

（
以
下
一
行
分
空
白
）

六
条
わ
た
り
の
御
忍
ひ
あ
り
き
Ｉ

御
息
所
へ
御
か
よ
ひ

」
（
調
ウ
）

」
（
“
オ
）

‐
一
（
伽
ウ
）
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○
ｍ

の
豆
也
御
息
所
は
前
房
ノ
御
妻
な
り
前
房
か
く
れ
給
て
後
の

事
也
前
房
と
は
延
喜
ノ
御
子
也
然
と
も
御
弟
の
や
う
二
書
た
り

か
様
ノ
事
此
物
語
の
風
な
り
後
に
文
献
太
子
と
申
は
此
御
子
也

東
宮
二
立
給
へ
ぎ
人
の
位
二
即
給
ぬ
人
を
前
房
と
申
な
り

大
式
の
め
の
と
源
氏
の
御
乳
母
な
り
惟
光
か
母
五
条
二
居
ス

お
ほ
ち
五
条
ノ
お
ほ
ち
な
り

此
家
の
か
た
は
ら
に
惟
光
か
家
也

は
し
と
桑
半
蔀
し
文
字
に
こ
る
へ
し

を
か
し
ぎ
ひ
た
い
っ
き
Ｉ
汐
か
ほ
の
上
は
此
時
の
衆
に
て
は
な
Ｌ

た
け
た
か
き
Ｉ
物
を
ふ
ま
へ
な
と
し
て
の
そ
き
み
る
也

さ
き
も
お
は
せ
給
す
御
さ
き
は
ら
ひ
も
な
し

玉
の
基
も
お
な
し
事
な
り
源
ノ
御
心
に
観
念
也

き
り
か
け
た
つ
物
何
た
る
物
共
不
し
知
垣
な
と
の
や
う
な
る
も
の
欲

ゑ
ぷ
の
眉
ひ
ら
け
た
り
夕
顔
の
つ
ほ
桑
は
蚕
二
似
た
る
物
な
れ
は

か
く
云
り

ひ
と
り
ゑ
み
の
Ｉ
い
や
し
き
家
ゐ
な
れ
は
独
と
云
也

函
函

朶
す
い
身
聖
徳
太
子
か
ひ
の
黒
駒
に
乗
て
空
ヲ
か
け
り
守
屋
ヲ

御
退
治
ノ
時
泰
ノ
か
は
か
つ
一
人
随
身
シ
奉
る
是
す
い
し
ん
の
始
な
り

こ
の
も
か
の
も
こ
な
た
か
な
た
也
此
面
彼
面
也
筑
波
山
に
云
な
ら
は
し

た
る
詞
也
さ
れ
と
も
式
部
か
心
に
も
つ
く
は
山
二
非
す
と
も
有
へ
き
事
と

お
も
へ
る
飲

む
ね
Ｊ
、
し
か
ら
ぬ
棟
梁
也
棟
觜
し
か
ら
す
と
也

す
皇
し
の
ひ
と
へ
鑿
潰
産
か
童
な
か
く
Ｉ

」
（
虹
ウ
）

」
（
虹
オ
）

本
文
料
紙
ヲ
切
リ
ト
ッ
タ
後
一
一
裏
カ

ラ
紙
ヲ
貼
ル
。
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白
き
扇
の
い
た
う
こ
か
し
た
き
も
の
な
と
の
煙
に
こ
か
し
た
り

か
き
を
上
き
ま
と
は
し
ｌ
惟
光
か
詞
也

ふ
ひ
ん
ひ
ん
な
ぎ
也

ら
う
か
は
し
乱
り
か
は
し
き
也

ア
サ
リ

阿
闇
梨
比
叡
山
の
あ
さ
り
也

捨
か
た
く
思
給
へ
つ
る
事
は
尼
二
な
る
豆
を
捨
か
た
く
思
つ
る
也

た
ゆ
た
ひ
し
か
と
や
す
ら
ひ
し
か
と
坐
い
ふ
事
也

あ
ゑ
た
ほ
と
け
の
Ｉ
来
迎
を
待
と
な
り

日
こ
ろ
Ｉ
源
の
御
詞
な
り

。
、
Ｄ
Ｊ

上
生

九
し
な
の
か
糸
九
品
の
浄
土
の
上
品
上
し
や
う
な
り

此
世
に
恨
の
こ
る
は
Ｉ
執
心
の
残
る
也

か
た
ほ
か
た
ち
く
の
事
也
ほ
を
を
と
読
へ
し

ひ
そ
み
顔
に
か
ひ
を
作
る
や
う
な
る
儀
也

な
つ
さ
ふ
實
泥
ト
書
也

お
も
ひ
む
つ
ふ
る
ｌ

心
あ
て
に
Ｉ
夕
顔
上
ノ
頭
中
将
と
お
も
ひ
て
よ
め
る
欲
如
何
夕
か
ほ
の

上
の
必
読
る
に
て
は
有
ま
し
き
欲
官
女
と
も
の
中
二
誰
に
て
も
よ
め
る
欲

源
氏
と
見
定
て
夕
か
ほ
の
上
の
吾
二
す
れ
は
今
少
し
卒
爾
な
り

ゆ
へ
つ
き
た
れ
は

函
函

病
者
は
う
さ
と
読
給
へ
り

や
と
も
り
留
守
居
ノ
事
な
り

ヤ
ウ
メ
・
イ

揚
名
の
す
け
此
事
源
氏
三
ヶ
の
大
事
の
一
シ
也
ま
づ
は
國
ミ
ノ

守
の
儀
也
猶
奥
義
は
達
者
二
尋
へ
し

」
（
妃
ウ
）

」
（
蛇
オ
）
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あ
ら
ぬ
さ
ま
に
書
か
へ
給
て
手
跡
の
模
様
を
害
替
給
り

を
イよ
れ
て
こ
そ
ｌ
な
れ
て
こ
そ
と
云
心
也
上
ノ
句
は
そ
な
た
よ
り
の

ノ

心
な
り
下
句
は
源
の
御
心
也
折
て
こ
そ
も
苦
し
か
ら
す

ま
た
み
ぬ
御
さ
ま
な
れ
と
い
と
し
る
く
お
も
ひ
あ
て
ら
れ
給
る
Ｉ

女
共
の
穿
鑿
な
り

随
身
は
ま
い
り
ぬ
退
く
也

染
さ
き
の
松
せ
う
め
い
也

惟
光
日
比
あ
り
て
ま
い
れ
り
程
へ
て
参
れ
り

さ
月
の
こ
ろ
よ
り
物
し
給
ふ
人
な
ん
頭
中
将
の
事
也

瞬
函

此
字
也

し
ひ
ら
た
つ
摺
う
は
も
ノ
事
な
り
上
に
き
る
物
也

此
人
夕
顔
也

人
の
う
け
ひ
か
ぬ
程
に
て
た
に
Ｉ
惟
光
か
心
中
也

お
い
ら
か
大
や
う
な
る
心
也

う
ら
も
な
く
ま
ち
き
こ
え
か
ほ
な
る
か
た
つ
か
た
の
人
を

軒
は
の
荻
の
豆
也

ね
ひ
た
れ
と
年
す
こ
し
ふ
け
た
る
也

御
心
の
中
に
う
つ
せ
翠
や
軒
は
の
荻
や
な
と
也

つ
れ
な
き
こ
上
ろ
は
ね
た
け
れ
と
空
蝉
の
事
な
り

人
の
た
め
は
Ｉ
伊
与
介
事
也

ざ
る
へ
ぎ
人
に
あ
つ
け
て
Ｉ
聟
二
と
る
事
也

さ
す
か
に
た
え
て
Ｉ
う
つ
せ
み
の
心
中
な
り

な
け
し
Ｉ
け
も
し
清
な
を
さ
り
也

お
も
む
け
聞
え
給
て
云
趣
け
た
る
也
い
ひ
な
ひ
か
し
た
る
心
也

」
（
蝿
オ
）

」
（
妃
ウ
）
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御
息
所
の
御
夏
也
源
し
の
御
お
ち
よ
め
也

齢
の
ほ
と
も
に
げ
な
く
朶
息
所
は
源
氏
よ
り
は
勿
論
御
年

ふ
け
給
り

ね
ふ
た
け
な
る
源
氏
の
御
事

咲
花
に
う
つ
る
て
ふ
Ｉ
中
将
の
豆
を
読
給
也

お
ぼ
や
け
事
に
そ
聞
え
な
す
御
息
所
の
事
二
云
成
ス
中
将
ノ
返
吾
也

さ
ふ
ら
い
わ
ら
は
童
子
ノ
事
也
花
鳥
の
説
は
誤
な
り

大
か
た
二
打
見
た
て
ま
つ
る
Ｉ
髪
は
草
子
の
地
也

ま
こ
と
や
Ｉ
前
二
云
た
る
事
を
中
絶
し
て
又
害
処
一
一
書
詞
也

あ
な
か
ま
と
て
か
く
あ
は
く
事
そ
手
か
く
欲

中
将
と
の
こ
そ
わ
た
り
給
へ
頭
中
将
殿
也

さ
か
し
う
し
を
き
た
れ
か
も
し
洞
ル

む
つ
か
り
て
し
か
る
事
な
り

小
と
ね
り
わ
ら
は

あ
な
い
案
内

我
と
ち
と
し
ら
せ
て
誰
と
も
し
れ
ぬ
や
う
二
紛
ら
は
し
た
る
也

あ
ま
君
の
と
ふ
ら
ひ
に
大
弐
の
尼

御
け
し
ぎ

も
ら
し
つ
通
は
し
め
給
て
よ
り
さ
ま
ｊ
、
の
事
共
あ
れ
と
も
書
も
ら

す
と
な
り

ゲ

へ
ん
く
ゑ
あ
き
て
へ
ん
け
と
読
へ
し
此
仮
名
つ
か
ひ
い
さ
上
か

ヘ
ン
ケ

ロ
伝
ア
リ
変
化

1－－

〆へ

44

ウ
､､一

一Ｌ

（
“
オ
）

。
「
く
ゑ
」
ノ
字
ヲ
途
中
マ
デ
擦
り
消

ス
。
「
ん
」
ノ
ー
部
「
く
」
ノ
上
ニ

カ
カ
ル
。

「
清
」
’
一
「
濁
」
ト
重
ネ
害
キ
。
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大
輔
民
部
大
夫
惟
光
な
り

や
う
た
か
ひ
た
る
Ｉ
源
氏
の
様
躰
た
か
ふ
な
り

お
も
ほ
し
よ
る
二
条
院
へ
む
か
へ
ん
と
思
し
よ
る
也

Ｏ

は
か
ら
れ
給
へ
か
し
Ｉ
は
か
さ
れ
給
へ
か
し
と
な
り

ハ
チ
グ
ハ
ッ

八
月
十
五
日
三
光
院
殿
は
は
月
と
読
給
り
八
月
と
よ
ぶ
て
も
苦
し
か
ら
す

な
り
わ
い
家
業
ナ
リ
ワ
ィ

“
⑥こ
ほ
，
Ｉ
＼
と
な
る
か
象
も
清
濁
い
つ
れ
に
て
も

回
酌

引
寄

白
た
へ
の
こ
ろ
も
Ｉ
む
か
し
よ
り
し
ろ
き
衣
を
う
つ
な
れ
と

聲
に
は
色
の
有
け
る
も
の
を
京
極
殿

心
は
み
た
る
か
た
を
す
こ
し
添
た
ら
は
と
見
給
Ｉ
よ
く
ほ
り一員

か
様
に
お
ほ
せ
り
夕
顔
十
九
の
御
事
な
れ
は
道
理
也

み
た
け
さ
う
し
に
や
あ
ら
ん
金
峯
山
の
金
剛
蔵
王
は

弥
勒
の
出
世
を
守
護
な
り

こ
ち
た
し
事
の
外
也

さ
き
の
世
の
Ｉ
前
因
ノ
事
也
三
世
を
か
け
て
よ
め
り

ざ
る
は
心
も
と
な
か
ソ
め
り
は
か
な
く
成
へ
き
前
表
也

◎

ゆ
く
り
な
く
取
あ
へ
ぬ
な
り
不
意
ユ
ク
リ
ナ
シ

雲
か
く
れ
是
は
今
よ
ま
ぬ
詞
也
不
吉
の
故
也

私

な
に
か
し
の
院
な
に
か
し
の
と
は
そ
の
名
を
云
事
也
何
の
院
か
の

院
と
名
を
云
事
欽

山
の
は
の
心
も
し
ら
て
Ｉ
山
の
は
其
源
氏
に
た
と
へ
月
は
わ
か
身
二
た

と
へ
て
よ
め
り

よ
そ
ふ
ほ
と
間
也

（
妬
オ
）

一Ｌ｜Ｌ

（
妬
ウ
）
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け
い
め
い
し
あ
り
く
驚
て
馳
走
奔
走
す
る
体
な
り

ふ
ひ
ん
な
る
わ
さ
か
な
ひ
ん
な
き
也

お
き
中
河
名
所
二
あ
れ
共
髪
は
名
処
の
心
二
あ
ら
す
海
中
ニ
な
か
れ

河
也
絶
ぬ
も
の
也
鳰
烏
の
沖
中
河
と
云
事
は
又
各
別
也
鳰
は
と
を
る

イ
キ

一
段
息
の
長
き
烏
也
水
中
二
ゐ
る
吏
久
し
此
ゆ
へ
に
鴫
烏
の
沖

中
河
と
つ
上
く
る
詞
な
り
沖
を
息
二
ま
き
ら
か
す
お
き
の

お
と
い
き
の
い
と
五
音
相
通
也
中
河
ノ
中
を
長
ノ
字
に
ま
き
ら
か
し

た
る
も
の
也

へ
ち
な
う
の
方
に
世
諦
の
道
具
を
入
ル
処
也
別
納

夕
露
に
ひ
も
と
く
花
は
玉
ほ
こ
の
ｌ
玉
鉾
と
は
か
り
し
て
道
一
一
成

豆
は
是
か
始
か
と
三
光
院
仰
ら
る

光
あ
り
と
み
し
Ｉ
前
の
事
を
云
也
心
あ
て
に
そ
れ
か
と
そ
ゑ
る
し
ら

露
の
光
そ
へ
た
る
夕
か
ほ
の
花
と
前
二
読
り
か
く
読
懸
つ
る
が

其
人
に
て
は
を
は
せ
ぬ
と
な
り

是
は
河
海
の
説
也
こ
れ
に
随
へ
と
三
光
院
殿
仰
ら
る
上
と
也

あ
い
た
れ
た
り
や
は
ら
か
に
あ
ま
へ
た
る
心
な
り

我
か
ら
な
上
り
吾
か
ら
な
ん
也
さ
れ
共
な
ん
と
は
読
す

右
近
か
い
は
む
事
ｌ
ち
か
く
も
え
さ
ふ
ら
ひ
よ
ら
す
右
近
か
恨
ん

と
て
惟
光
ち
か
つ
き
よ
ら
す

閑
な
る
夕
の
空
を
な
か
め
給
て
空
を
み
る
事
は
愁
の
躰
也

又
源
の
詞
に
も
ひ
る
も
雲
を
の
み
見
つ
る
物
を
雌
と
お
し
と
お
ほ
し

て
と
あ
り

な
こ
り
な
く
成
に
た
る
Ｉ
互
二
隔
心
な
き
様
躰
な
り

」
（
妬
ウ
）

」
（
妬
オ
）

「
Ｌ
」
」
二
「
い
」
ト
ー
里
ネ
奎
冒
キ
。
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此
院
の
あ
つ
か
り
の
子
瀧
口
に
て
あ
り
け
り

こ
は
つ
く
れ
と
お
ほ
せ
よ
か
ろ
ノ
、
し
く
直
ニ
ハ
仰
ら
れ
ぬ
な
り

な
た
い
め
ん

い
と
う
た
て
象
た
り
心
地
Ｉ
右
近
か
詞
な
り

け
と
ら
れ
ぬ
る
気
を
取
ら
る
具
な
り

例
な
ら
ぬ
事
に
て
参
つ
け
ぬ
事
也

な
け
し
敷
居
を
も
な
け
し
と
云
也

こ
の
お
と
こ
瀧
口
又
は
火
を
と
も
し
つ
る
人
な
と
な
る
へ
し

ふ
く
ろ
ふ
は
是
に
や
と
お
ほ
ゆ
ふ
く
ろ
ふ
か
と
お
ほ
す
也

お
ぼ
け
な
く
浅
ま
し
き
心
の
む
く
ひ
に
Ｉ
藤
壺
二
こ
些
ろ
を
懸

給
事
也

う
ち
に
き
こ
し
め
さ
ん
Ｉ
葵
上
の
事
也

か
ね
て
れ
い
な
ら
ぬ
御
心
ち
ｌ
ら
ん
始
よ
り
御
煩
の
心
あ
りつ
る

か
と
問
申
也

よ
Ｌ
と
な
き
ぬ
つ
よ
く
泣
事
也

し
ほ
し
象
ぬ
る
人
世
間
に
功
の
入
た
る
人
の
事
を
か
く
云
也

く
え
ん
そ
く
け
ん
そ
く
と
読
へ
し
少
シ
口
伝
あ
り

山
寺
こ
そ
猶
か
や
う
の
事
を
の
つ
か
ら
行
ま
し
り
も
の
ま
き
る
上

事
侍
ら
め
と
思
ま
は
し
て
か
様
の
死
人
な
と
何
す
る
事
の
類
あ
ま
た
也

か
こ
か
に
か
こ
や
か
な
り
囲
ム
な
り

御
帳
サ
ツ
キ

五
月

L一ｰ

〆、

47
オ
ー〆

」
（
釘
ウ
）
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よ
ン
へ
も
よ
ん
へ
と
よ
む
へ
し

か
く
こ
ま
ゃ
か
に
は
あ
ら
て
Ｉ
大
方
二
仰
ら
れ
ょ
と
也

た
い
ｊ
、
し
く
退
ノ
、
し
く
也

つ
れ
な
く
の
給
へ
と
虚
言
を
つ
れ
な
く
仰
ら
る
上
な
り

蔵
人
の
弁
頭
中
将
殿
の
御
弟
也

か
の
古
さ
と
の
人
古
郷
と
は
五
条
な
り

お
も
ほ
し
物
せ
さ
せ
給
ふ

少
将
の
命
婦
惟
光
か
妹
と
也

か
上
り
給
へ
る
せ
め
て
是
が
か
上
り
と
云
心
也

さ
ら
に
こ
と
な
く
し
な
せ
と

こ
と
ノ
ー
く
す
へ
ぎ
に
も
侍
ら
す
と
て
た
つ
か

わ
さ
と
の
聲
た
て
ぬ
念
佛
そ
す
る
葬
せ
ぬ
先
二
は
無
言
念
佛な
る
物
也

寺
ｊ
、
の
そ
や
初
夜
也

大
と
こ
な
る
大
徳
也

誰
と
は
知
ぬ
に
源
氏
を
も
夕
顔
上
を
も
し
ら
す

我
く
れ
な
ゐ
の
御
そ
き
ら
れ
Ｉ
源
し
の
を
其
ま
些
夕

か
ほ
の
著
給
る
也

す
へ
な
く
便
な
き
也

候
は
せ
給
さ
ふ
ら
は
せ
給
ふ
と
読
り

た
つ
き
な
し
ｎ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
｜

さ
ふ
ら
は
す
す
も
し
渭

ふ
く
い
と
上
ろ
う
し
て
夕
顔
の
う
へ
の
衣
を
黒
ク
し
て
き
る
也
大
昔
は

神
事
かか

んゑ

わわ

さ“さ｡。

とと

も読
剖、

1．

（
蛤
オ
）

｜」

」
（
妃
ウ
）

本
文
料
紙
ヲ
切
リ
ト
ヅ
タ
上
カ
ラ
新

シ
ク
紙
ヲ
継
グ
・
但
シ
白
紙
。
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服
の
定
ま
り
な
し
右
近
か
享
共
也
又
説
あ
り
古
抄
二
委
卜
ノ

雨
の
あ
し
よ
り
も
け
に
し
け
し
し
け
き
事
を
は
如
二
雨
脚
一
と

云
本
語
あ
り

け
い
め
い
し
給
て
営
ム
心
也
馳
走
の
心
也
驚
ク
心
も
あ
り

を
こ
た
り
さ
ま

う
ち
の
御
と
の
ゐ
所
に
Ｉ
桐
壺
な
り

函
西

九
月
な
か
つ
き
と
読
給
り

ヲ
ン
函

御
名
か
く
し

あ
い
な
か
り
け
る
心
く
ら
へ
と
も
か
な
詮
も
な
き
也
互
に
名
の
ら
さ
り

し
を
心
く
ら
へ
と
云
り

う
ち
に
い
さ
め
の
た
ま
は
す
る
を
内
は
大
裏
也

又
う
ち
返
し
つ
ら
う
お
ほ
ゆ
る
Ｉ
か
く
有
な
ら
は
と
却
而
つ
ら
き
也

ナ
ヌ
カ
七
日
１
１
１
佛
か
く
せ
Ｉ
十
三
仏
を
薬
師
如
来
ま
て
七
日
こ
と
に

か
く
も
の
也

に
し
の
京
二
御
め
の
と
す
承
侍
所
に
な
む
Ｉ
揚
名
介
か
妻
也

し
か
合
鮎
を
し
た
る
心
也

さ
と
は
し
ら
せ
て
さ
う
と
は
し
ら
せ
す
し
て

か
の
夕
か
ほ
の
宿
り
を
Ｉ
右
近
か
心
中
也

と
り
は
つ
し
て

此
か
た
の
御
こ
の
承
の
に
は
も
て
は
な
れ
給
ふ
ま
し
き
’

一
一

源
し
の
思
召
す
や
う
な
ら
む
と
右
近
か
云
也

見
し
人
の
Ｉ
曳
葺
み
し
人
の
煙
を
雲
と
な
か
む
れ
は
名
も

む
つ
ま
し
き
し
ほ
か
ま
の
浦

」
（
蛸
オ
）

」
（
別
オ
）

」
（
⑱
ウ
）
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ま
さ
に
な
か
き
夜
と
Ｉ
八
月
九
日
正
長
夜
千
聲
萬
聲

無
了
時
朗
白
楽
天
此
古
詩
の
意
也

う
け
給
り
な
や
む
を
Ｉ
是
か
ら
空
蝉
の
文
の
こ
と
葉
也

と
は
い
を
も
Ｉ
花
鳥
の
説
あ
や
ま
る
也

タ
卸誰
か
い
は
ま
し
事
に
か
源
氏
の
吾
こ
そ
と
の
儀
也

イ
ケ

又
こ
と
の
葉
に
か
上
る
命
よ
今
二
生
る
命
面
目
な
い
と
の
給
り

か
の
か
た
つ
か
た
は
蔵
人
の
少
将
を
Ｉ
聟
二
取
也

ほ
の
か
に
も
Ｉ
軒
は
の
荻
の
方
へ
つ
か
は
し
給
牙
也

た
か
や
か
な
る
荻
に
付
て
あ
ま
り
忍
ぬ
心
也

と
り
あ
や
ま
ち
て
ｌ
か
り
け
る
草
子
の
地
也
心
は
源
氏
の
我
そ
と

し
ら
は
少
将
も
ゆ
る
さ
ん
と
の
御
心
お
こ
り
な
り

御
返
く
ち
と
き
は
か
り
を
Ｉ
口
は
や
な
る
事
也

“
、
さ
れ
は
み
て
さ
れ
た
る
心
也

四
十
九
日
な
上
な
い
か
と
読
給
り

さ
う
そ
く
よ
り
は
し
め
て
Ｉ
女
ノ
さ
う
そ
く
な
と
布
施
二
引

願
文
つ
く
ら
せ
給
ふ
御
自
作
な
り

ケ

あ
み
た
佛
に
ゆ
つ
り
聞
ゆ
る
Ｉ
自
心
悟
り
の
旨
に
非
す

祢
陀
は
名
号
を
唱
へ
は
た
す
け
給
ん
の
御
願
也

た
些
か
く
な
か
ら
加
へ
き
事
侍
ら
さ
ン
め
り
と
申
添
削
す
へ
き

事
御
座
な
し
と
申
也

何
人
な
ら
ん
其
人
と
聞
え
も
な
く
て
か
う
お
ほ
し
歎
か
す
は
か
り
也
け
ん

す
く
せ
の
高
さ
ょ
と
い
ひ
け
り
皆
人
の
申
は
何
人
そ
や
か
ほ
と
に
歎
か
せ

給
は
と
不
審
す
る
也

L一一

，〆、

50

ウ
、一

｜Ｌ

（
団
オ
）
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は
か
ま
を
と
り
よ
せ
給
ひ
て
是
も
布
施
二
引
給
り

な
く
ｊ
＼
も
ｌ
と
け
て
ゑ
る
へ
き
と
け
て
と
は
い
つ
解
脱
の
門
に

入
ん
と
云
心
也

こ
の
程
ま
て
は
た
生
よ
ふ
な
る
を
い
つ
れ
の
道
に
定
り
て
趣
ら
ん
と

お
ほ
し
や
り
つ
上
四
十
九
日
の
間
は
中
有
に
ま
よ
ふ
な
り

此
家
あ
る
し
そ
に
し
の
京
の
め
の
と
の
む
す
め
な
り
け
る
右
近
か
母
な
ら

て
又
め
の
と
有
也
揚
名
介
か
し
う
と
め
也
大
誠
の
妻
也
西
の
京
二
あ
る
め
の
と

也
高
人
に
は
い
く
た
り
も
め
の
と
あ
る
も
の
な
り

ゆ
上
し
く
な
ん
い
ま
ノ
、
し
く
也

手
向
は
な
む
け
也

う
ち
ｊ
、
に
も
う
つ
せ
み
の
事
也

追

て
さ
く
り
手
あ
た
り
也

誰
は
か
り
に
か
は
あ
ら
ん
猶
こ
の
す
き
も
の
Ｌ
ｌ
す
ぎ
も
の
と
は

大
夫
を
さ
し
て
云
也
大
夫
と
は
惟
光
也
心
は
手
さ
ぐ
り
に
も
大
方
源

し
そ
と
は
知
れ
り
さ
あ
れ
は
大
夫
の
し
わ
さ
と
お
も
へ
と
も
此
大
夫
知
ら

ぬ
顔
に
て
猶
好
色
め
け
は
籾
は
又
い
か
な
る
事
そ
と
女
か
た
に
思
也

せ
め
て
切
に
な
り

ま
け
て
や
み
な
ん
負
て
欲
つ
れ
な
き
心
二
ま
く
る
也

く
ち
と
き
は
か
り
を
か
こ
と
に
て
と
ら
す
小
君
二
文
の
返
事
を
下
さ
る
坐

也
と
ら
す
る
也

又
な
く
ら
う
か
は
し
き
’
又
な
く
は
程
な
き
事
也
近
き

林
逸
云
な
り
ノ

た
ぃ
ノ
、
し
き
事
と
は
お
も
へ
と
ｌ
不
し
可
レ
然
ノ
心
也
断
字
也

」
（
砲
オ
）

」
（
副
ウ
）
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若
む
ら
さ
き

此
巻
は
歌
を
以
て
名
と
せ
り
手
に
つ
ゑ
て

い
つ
し
か
も
み
む
紫
の
ね
に
か
よ
ひ
け
る
野
へ
の
わ
か
草
末
二
見

引
事

ま
し
な
ひ
Ｉ
夜
深
経
戦
場
寒
月
照
白
骨
此
杜
子
美
か
句

キ
ヤ
ヘ
イ

に
て
も
濾
病
お
つ
る
な
と
云
り
兇
マ
シ
ナ
ィ

こ
そ
の
夏
も
ょ
に
Ｉ
人
な
ミ
の
や
う
な
る
事
也

し
坐
こ
ら
か
し
し
そ
ひ
や
か
し
た
る
也
也
足
は
し
入
る
か
し
と
あ
そ

は
し
け
り
萬
一
御
失
念
か
不
審

ヤ
ヨ
イ
三
月
の
つ
こ
も
り
な
れ
は

山
の
櫻
は
ま
た
さ
か
り
に
て
曳
寄
古
郷
の
花
は
ち
り
つ
入
み
吉
野
奥

山
の
さ
く
ら
は
ま
だ
さ
か
り
也

す
か
せ
た
て
ま
つ
る
食
す
る
事
也

や
ら
う
な
と
屋
と
廊
と
な
り

こ
た
ち
木
立
也

ソ
ノ

な
に
か
し
の
僧
都
な
に
か
し
と
は
其
と
云
事
也

き
よ
け
な
る
わ
ら
は
女
童
也

な
に
か
し
の
た
け
そ
こ
ノ
ー
の
嶽
と
云
こ
と
な
り

ゆ
を
ひ
か
な
る
廣
き
心
也
寛
↓
｜
ヲ
ピ
ヵ

あ
や
し
く
こ
と
所
に
に
す
別
の
豆
も
な
く
し
て
奇
特
二
お
も
し
ろ

き
な
り

又
は
退
母
一
葉
二
云
こ
‐
坐
に
て
は
恐
た
る
と
い
ふ
心
な
り

（
以
下
九
行
分
空
白
）

」
（
記
オ
）

」
（
艶
ウ
）
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ム
メ
ノ

新
ほ
ち
の
む
す
め
新
發
也
明
石
ノ
入
道
の
事
也
女
は
明
石
上
也

い
た
し
か
し
事
過
た
る
や
う
な
る
豆
也

お
く
ま
り
た
る
奥
ふ
か
う
也

ヲ
卜
、
イ
ノ
サ
イ
ッ
コ
巨

さ
い
つ
こ
ろ
近
曽
と
よ
め
る
文
あ
り
然
と
も
一
昨
日
二
限
る
へ
か
ら

す
世
話
二
ひ
と
ひ
は
な
と
坐
い
ふ
こ
と
し

代
ｊ
ｉ
ｌ
に
た
い
ｊ
く
＼
に
と
濱
給
ふ
也
国
司
は
四
か
年
つ
坐
に
て
か
は
る
五
か

年
め
に
帰
る
な
り

播
麻
の
守
の
子
の
蔵
人
Ｉ
当
受
領
の
子
よ
し
清
也

さ
い
ふ
と
も
い
な
か
ひ
た
ら
ん
入
道
の
む
す
め
の
事
也

か
や
う
一
一
て
も
な
へ
て
な
ら
す
Ｉ
良
清
か
心
に
お
も
ふ
事
也

函
画ち
ふ
つ
す
へ
奉
て
持
佛

ヨ
ソ
ヂ四
十
か
く
濱
給
へ
り

か
ほ
は
い
と
あ
か
く
す
り
な
し
て
目
を
す
る
也
泣
給
へ
る
顔
な
り

お
ほ
え
た
る
と
こ
ろ
尼
二
に
た
る
事
也

い
ぬ
き
童
君
也
女
童
也

少
納
言
御
乳
の
人
な
り

さ
い
な
ま
る
入
し
か
る
豆
也

を
の
か
か
く
け
ふ
あ
す
に
身
上
を
尼
ノ
自
言
す
る
也ネピ
『
一
ク

ね
ひ
ゆ
か
ん
う
つ
く
し
く
と
入
の
を
り
行
事
也
調
行

こ
姫
君
は
Ｉ
尼
／
息
女
紫
上
の
母
儀
な
り
と
の
に
を
く
れ

殿
と
は
尼
公
ノ
男
也
是
按
察
の
大
納
言
也

つ
や
Ｊ
１
い
か
に
も
う
つ
く
し
き
事
也

を
く
ら
す
を
く
ら
か
す
也

」
（
副
オ
）

（
認
ウ
）

Ｌ’
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消
ん
と
す
ら
ん
消
し
と
の
儀
な
り

惟
光
を
ょ
ひ
出
さ
す
す
も
し
情

し
る
し
あ
ら
は
さ
ぬ
時
験
者
の
し
る
し
也

ま
た
み
ぬ
人
Ｉ
尼
な
と
の
源
氏
を
ま
た
見
ぬ
也

ト
ウ
戸
燈
籠
な
と
も
ま
い
り
庭
二
あ
る
や
う
二
聞
え
た
れ
と
も
是
は
さ
様

に
て
は
な
し
紹
巴
追
善
ノ
千
句
二
歴
ど
の
者
共
か
卿
の
と
う
る
と
い
ふ

句
を
し
け
り
此
段
の
こ
上
を
兄
あ
や
ま
り
て
し
け
る
と
也
足
被
仰
候

象
や
う
か
う
名
香
也
此
字

我
御
つ
ゑ
の
ほ
と
Ｉ
源
の
御
詞
也
女
院
一
一
心
を
か
け
給
ふ
事
を

お
ほ
し
召
也

夢
を
み
給
し
作
て
虚
を
仰
ら
る
土
也
み
ぬ
夢
也

す
ぎ
ノ
、
し
き
か
た
に
は
あ
ら
て
ま
め
や
か
に
Ｉ
風
流
か
ま
し
ぎ

人
に
は
あ
ら
す
と
間
と
也

兵
部
卿
の
宮
な
ん
紫
上
の
御
父
也
紫
上
の
御
母
は
兵
部
卿
の
別
妻
也

行
か
奥
つ
ら
ふ
か
た
も
侍
り
な
か
ら
葵
上
の
御
事
を
の
給
ふ
也

・
か
孕
む
〈

を
は
祖
母
の
事
な
り

そ
や
い
ま
た
つ
と
め
侍
ら
す
そ
や
と
〈
初
夜
の
事
也

ヒ
ヤ
、

雨
す
こ
し
打
そ
ふ
き
山
か
せ
冷
か
に
吹
た
る
に
瀧
の
よ
と
み
も
音
ま
さ
り
て

一
一

音
た
か
う
間
ゆ
雨
に
瀧
の
水
ま
さ
る
也

す
坐
ろ
な
る
人
も
Ｉ
す
皇
ろ
く
所
に
よ
り
て
心
か
は
れ
り
髪
に
て
〈
何
心
ノ

な
き
人
も
と
い
ふ
心
也

叩
いす
坐
の
脇
息
に
Ｉ
尼
の
念
珠
也

ょ
つ
ゐ
た
る
似
合
た
る
也

（
弱
ウ
）

Ｌ’

」
（
弘
ウ
）

'一一

へ
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枕
ゆ
ふ
Ｉ
源
氏
の
御
袖
い
つ
も
は
ぬ
れ
ま
し
き
と
也

う
た
て
も
あ
ら
め
う
た
て
は
へ
た
て
也
隔

い
ふ
か
ひ
な
き
ほ
と
の
よ
は
ひ
に
て
Ｉ
源
の
御
詞
也
む
つ
ま
し

か
る
へ
き
人
と
は
桐
壺
の
更
衣
の
御
事
也

さ
し
く
糸
に
さ
し
よ
り
也

コ
シ
ソ

こ
し
ん
ま
い
ら
せ
給
ふ
こ
ふ
う
の
豆
也
護
身

ぐ
う
つ
き
て
功

か
れ
た
る
聲
の
い
と
い
た
う
す
き
ひ
か
め
る
聲
を
す
か
す
と
云
に
お
な
し

僧
都
み
え
ぬ
さ
ま
の
御
く
た
も
の
種
為
の
馳
走
な
り

か
し
こ
げ
れ
は
黍
け
れ
は
な
り

う
と
ん
け
の
花
ま
ち
え
た
る
Ｉ
僧
都
の
吾
也
源
し
を
う
とん

花
に
比
せ
り
ソ

カ
タ
イ

開
な
る
は
か
た
か
な
る
Ｉ
難
な
り

と
シ
こ
た
て
ま
つ
る
濁
鈷

ふ
た
ら
く
よ
り
く
た
ら
よ
り
と
あ
る
本
も
あ
り
と
也

こ
ん
か
う
し
本
ノ
実
二
こ
ん
か
う
し
と
云
物
あ
り

ひ
し
り
そ
う
つ
両
人
也

す
ぎ
た
る
ふ
く
ろ
何
た
る
も
の
と
も
し
ら
す
只
結
構
な
る
す
き
袋
欲

御
す
き
や
う
な
と
し
て

ま
ね
ひ
き
こ
え
給
へ
と
源
の
仰
ら
る
坐
や
う
に
尼
君
二
僧
都
ノ
傳
え
給
へ
也

と
も
か
う
も
Ｉ
尼
の
詞
也

さ
う
の
笛
箏
の
豆
也

一
日
二
日
ひ
と
ひ
ふ
つ
か
と
讃
へ
し

L一

へ

56
1

オ
…

｜
宗
幻
ウ
）

Ｌ
一
〆
ｒ
庁
込
、
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か
ら
う
し
て
と
は
い
は
Ｉ
葵
上
の
御
詞
な
り

ま
れ
ノ
、
稀
也

ょ
と
上
も
に
平
生
の
事
也

ヒ
ト
酌一
そ
う
一
類
の
事
を
云
り
薄
雲
ノ
ー
類
也

と
め
て
こ
し
か
と
留

サ
ダ

さ
た
す
き
た
る
半
↑
〈
過
た
る
事
也
央

ゆ
く
て
次
ｌ
手
の
事
也

嵐
吹
ｌ
一
向
一
一
取
合
ヌ
返
吾
也
花
の
上
の
豆
は
か
り
の
返
吾
也

ン
麺

少
納
言
の
め
の
と
坐
い
ふ
人
あ
へ
し
有
へ
し
也

詞
お
ほ
か
る
人
に
て
よ
く
物
い
ふ
人
な
り

は
な
ち
か
ぎ
一
宇
つ
上
い
ろ
は
の
や
う
二
言
事
也

笄
の
一

山
の
か
け
ば
な
る
ら
ん
影
な
れ
共
け
と
蓋
也

ン

藤
つ
ほ
の
宮
な
や
み
給
ふ
事
あ
り
て
ま
か
て
給
へ
り
御
里
は
三

条
あ
り
此
御
さ
と
へ
ま
か
て
給
也

い
か
上
た
は
か
り
け
ん
源
氏
を
道
ひ
け
り

見
て
も
又
Ｉ
定
な
し
其
中
消
た
き
と
也

殿
に
お
は
し
て
二
条
院
な
り

宮
も
猶
い
と
心
う
き
身
Ｉ
藤
壷
の
御
事
也

わ
か
御
心
に
は
し
る
う
お
ほ
し
わ
く
事
も
有
け
り
源
の
我
御

子
と
知
ｌ
給
也

あ
り
し
に
ま
さ
る
も
の
思
ひ
に
藤
つ
ぼ
の
御
事
を
也

か
し
こ
ま
り
を
た
に
と
て
恭
を
也

齢
す
ぎ
侍
て
紫
上
の
事
也

」
（
師
オ
）

」
今
切
ウ
）

本
文
料
紙
ヲ
切
り
取
ツ
タ
後
、
裏
カ

ラ
紙
ヲ
貼
継
イ
ダ
上
一
一
記
ス
。
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え
な
ら
ぬ
自
由
な
ら
ぬ
な
り
又
は
た
Ｌ
な
ら
ぬ
也

見
ぱ
を
と
り
や
せ
む
藤
壺
紫
上
と
の
事
也

十
月
契
誇
》
い
つ
れ
に
て
も

こ
み
や
す
所
桐
壺
の
更
衣
ノ
御
事
也

れ
い
の
と
こ
ろ
に
入
た
て
ま
つ
り
て
擦
察
ノ
大
納
言
の
家
也

こ
姫
君
の
い
と
な
さ
け
な
く
紫
上
の
御
母
也

過
給
ぬ
る
も
尼
君
な
り

わ
か
ひ
て
お
さ
な
い
事
也
紫
上
の
御
豆

あ
し
わ
か
の
浦
名
所
な
り

め
さ
ま
し
か
ら
ん
而
目
な
か
ら
ん
也

よ
る
な
み
の
源
し
の
よ
り
給
也

因
函

あ
そ
ひ
か
た
き
あ
そ
ひ
の
相
手
な
り

宮
の
お
は
し
ま
す
な
ソ
め
り
と
ｌ
父
の
兵
部
卿
／
宮
か
と
お
ほ
し
召
也

こ
の
ひ
き
の
上
に
Ｉ
源
し
の
ひ
さ
の
上
に
と
仰
ら
る
些
也

す
へ
り
入
て
木
丁
ノ
中
へ
な
り
そ
の
夜
は
源
し
と
ま
り
給
り

ひ
と
へ
は
か
り
を
坐
し
く
ょ
象
て
を
し
く
塁
み
て
と
は
き
る
事
也

さ
は
り
し
も
せ
し
と
ま
り
し
も
せ
し
の
心
也

あ
ち
き
な
う
も
有
か
な
Ｉ
少
納
言
の
云
る
也

あ
り
へ
て
有
経
て
也

此
人
も
事
あ
り
か
ほ
に
や
ｌ
惟
光
一
一
對
し
て
い
へ
り
密
義
の

な
き
を
知
せ
ん
と
て
云
也

大
夫
は
准
光
也

を
さ
ノ
ー
あ
へ
し
ら
は
す
を
ざ
ノ
ー
は
懇
と
云
心
也
髪
は
念
比
二
あ
へ
し

」
（
記
オ
）

（
記
ウ
）

一Ｌ ’
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ら
は
ぬ
と
也

し
か
，
ｊ
＼
な
ソ
と
間
ゆ
れ
は
而
ミ
云
ミ

車
の
さ
う
そ
く
さ
な
か
ら
’
取
つ
く
る
は
い
其
ま
坐
の
躰
也

女
君
れ
い
の
し
ふ
ｊ
ｒ
１
葵
上
也

せ
ち
に
急
二
な
り

物
の
た
よ
り
と
お
も
ひ
て
い
ふ
御
忍
ひ
あ
り
き
の
便
り
歌

や
と
も
え
聞
え
す
や
あ
と
も
え
申
さ
ぬ
也

朝
霧
を
Ｉ
ま
た
夜
の
ふ
か
き
を
朝
霧
と
虚
言
を
い
ひ
て
驚
か
し給
り

あ
ら
さ
り
け
り
と
Ｉ
そ
て
は
な
き
也
父
に
て
は
お
は
せ
さ
り
け
り

大
夫
少
納
言
な
と
大
夫
は
少
納
言
か
傍
輩
な
り

さ
ソ
へ
ぎ
に
お
は
し
ま
さ
は

御
そ
と
も
引
さ
け
て

ソ

そ
は
心
な
坐
り
そ
れ
〈
は
心
次
第
と
也

ミ
ヲ
、
ソ

御
丁
御
屏
風

う
と
き
ま
ら
ゥ
人

に
ひ
色
の
こ
ま
や
か
な
る
こ
ま
や
か
と
は
こ
き
色
也

ひ
ん
か
し
の
對
に
Ｉ
今
御
座
あ
る
は
西
の
對
な
れ
は
か
く
云
り

ノ

お
い
ら
か
に
わ
た
さ
ん
を
ひ
ん
な
し
と
〈
い
は
て
Ｉ
有
ま
皇
に
は
い
は
て
也

は
ふ
ら
か
し

ぎ
た
の
か
た
も
Ｉ
兵
部
卿
ノ
宮
の
北
ノ
か
た
也
紫
ノ
為
二
御
ま
些
母

や
う
ｊ
１
１
人
ま
い
り
ぬ
二
条
院
な
り

（
以
下
九
行
分
空
白
）

一
、
、
１
Ｊ
●
／

（
α
オ
）

Ｌ’

」
（
弱
ウ
）

L－．
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追

心

み
つ
か
ら
聞
え
さ
せ
ぬ
こ
と
の
す
ち
Ｉ
心
得
か
た
き
な
と
入
云
欽
是
は

む
ら
さ
き
の
上
に
御
好
色
の
事
也

何
か
浅
お
も
ひ
給
へ
ら
ん
事
ゆ
へ
ら
ん
に
て
句
を
切
へ
か
ら
す

今
よ
り
見
た
て
ま
つ
れ
と
浅
か
ら
ぬ
Ｉ
幼
少
な
れ
は
未
好
色
の
心
な
と

は
な
げ
れ
共
志
は
ふ
か
し
と
也

唖
閏

ま
た
お
と
る
ひ
給
は
し
な
驚
な
り
ま
た
起
給
ぬ
る
な
と
入
云
心
也

（
以
下
四
行
分
空
白
）

瀬

末
摘
慶
長
九
閏
八
月
二
日
於
水
無
殿
素
然

此
巻
す
ゑ
つ
む
の
君
の
列
傳
と
見
る
へ
し
後
の
巻
二
も
先
の
巻

に
も
害
り
又
空
蝉
の
巻
も
此
の
こ
と
し

お
も
へ
と
も
猶
Ｉ
思
へ
と
も
ｊ
、
と
み
る
へ
し

こ
上
も
か
し
こ
も
打
と
け
ぬ
ｌ
御
息
所
や
葵
上
や
な
と
の
事
也

心
ふ
か
う

い
と
ま
し
さ
に
あ
ら
そ
ふ
事
也

こ
と
ｊ
、
し
き
お
ほ
え
Ｉ
種
姓
は
よ
く
な
く
と
も
と
也
夕
顔
上
の

様
な
る
人
を
と
尋
給
也

承
つ
け
て
し
か
な
と
願
哉
也

一
く
た
り
を
も
文
の
事
な
り

つ
れ
な
う
心
つ
よ
き
Ｉ
是
は
草
子
ノ
地
也

な
を
ｊ
、
し
成
く
た
り
た
る
心
也

荻
の
葉
も
Ｉ
前
二
あ
ひ
給
し
軒
は
の
荻
の
事
な
り

」
（
田
オ
）

（
帥
ウ
）

」’

－210－



四十七一一常磐松文庫蔵『九条家本源氏物語聞耆』

わ
か
ん
と
を
り
色
ノ
、
説
あ
れ
と
も
畢
寛
王
孫
と
い
ふ
事
也

大
輔
の
命
婦
兵
部
大
輔
か
む
す
め
な
る
に
依
て
父
の
名
を
か
り

大
輔
ノ
命
婦
と
云
り
女
は
何
れ
も
名
な
き
に
よ
り
か
く
の
如
な
る
事

マ
、

多
し
命
婦
か
為
に
左
衛
門
の
め
の
と
は
本
の
母
也
今
の
兵
部
大
川
か

妻
は
ま
些
母
也
左
衛
門
の
め
の
と
は
筑
前
守
妻
二
な
る
通

わ
か
と
わ
か
う
と
聖
よ
め
り

ち
上
君

い
み
し
う

心
は
へ
か
た
ち
な
と
ふ
か
き
か
た
は
え
り
し
侍
ら
す
細
入
参
れ
共
上
１
Ｊ
、

の
事
は
恥
余
に
近
つ
か
ぬ
事
な
れ
は
え
見
ぬ
と
云
り
し
ら
ぬ
と
云
り

さ
ソ
る
へ
ぎ
さ
る
へ
き
也

一
一
函

か
た
ら
ひ
人

よ
し
つ
き
て

い
ま
一
く
さ
や
う
た
て
あ
ら
ん
是
酒
ノ
豆
也
河
海
弄
花
二
く
は
し

さ
や
う
に
Ｉ
源
氏
な
と
の
間
せ
ら
る
上
様
二
《
有
ま
し
と
也
命
婦
か

こ
と
葉
也

ま
か
ソ
て
ぬ
い
つ
く
に
て
も
か
く
讃
へ
し
テ
ソ

打
と
け
た
る
す
柔
か
に
す
へ
奉
て
傍
な
る
殿
二
源
を
置
申
也

も
の
Ｌ
ね
す
む
へ
き
Ｉ
今
夜
は
物
の
音
も
澄
ま
し
き
夜
と

云
也
命
婦
か
心
に
御
琴
不
出
来
に
て
聞
を
と
り
せ
は
如
何
上
と
心
も
と

な
く
お
も
へ
り

百
し
ぎ
に
ｌ
す
ゑ
つ
む
の
詞
也
大
内
へ
出
入
の
命
婦
か
間

く
は
趾
し
き
と
也

」
（
舵
オ
）

（
田
ウ
）

一’ 一

「
也
」
薄
墨
筆
、
補
筆
力
。
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あ
い
旗
ぅ
ｌ
鴬
の
聞
鴬
筆
い
ぞ
と
：
侭
景
る
ぜ

物
の
音
か
く
の
す
ち
こ
と
な
る
も
の
な
れ
は
き
ん
の
琴
は
生
得

お
も
し
ろ
き
物
な
れ
は
と
の
心
地

む
か
し
も
の
か
た
り
に
も
Ｉ
花
鳥
二
委
シ
然
と
も
そ
れ
ま
て
も

な
し
何
に
て
も
た
ょ
夢
物
か
た
り
な
る
へ
し
花
鳥
の
も
よ
し

命
婦
か
と
あ
る
も
の
に
て
分
別
あ
る
人
也

御
か
う
し
ま
い
り
な
ん
格
子
を
上
ろ
す
事
也

に
ば
か
に
我
も
人
も
Ｉ
何
た
る
事
な
と
は
有
ま
し
人
二
こ
そ

よ
れ
と
の
心
也

ち
き
り
給
へ
る
か
た
や
あ
ら
ん
い
と
し
の
ひ
て
帰
り
給
ふ
源
氏
余
所
へ
の

御
契
や
あ
り
け
ん
帰
り
給
ふ

う
へ
の
ま
め
に
Ｉ
上
と
は
桐
壺
の
象
か
と
な
り
源
し
を
あ
ま
り

実
上
し
き
と
常
ノ
ー
帝
ノ
お
ほ
し
召
二
か
や
う
の
姿
を
み
せ
ま
い
ら

せ
い
て
と
命
婦
い
へ
り

是
を
あ
た
ノ
ー
し
き
Ｉ
こ
れ
を
あ
た
ｌ
、
し
と
い
は
上
女
の
上
は

何
と
あ
ら
ん
と
の
給
ふ
也
女
と
は
命
婦
を
さ
し
て
仰
ら
る
入
也

あ
ま
り
色
め
い
た
り
と
Ｉ
い
つ
も
か
様
な
る
事
な
と
仰
ら
る
上
を

ば
つ
か
し
く
思
て
命
婦
も
の
も
い
は
す

す
い
か
い
す
い
垣
也

心
か
け
た
る
け
も
し
濁

大
と
の
に
も
よ
ら
す
二
条
ノ
院
に
も
Ｉ
源
の
御
事

な
い
か
し
ろ
に
て
取
つ
く
る
は
い
躰
な
り

下
ま
つ
な
り
け
り
頭
中
将
の
待
給
也

」
（
銘
オ
）

」
（
蛇
ウ
）

－ワ1ワー
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此
君
を
見
給
ふ
に
Ｉ
頭
の
君
と
見
て
源
の
安
堵
し
給
也

か
う
し
た
ひ
あ
り
か
は
い
か
上
せ
さ
せ
給
は
ん
と
聞
え
給
ふ
是
は
頭
中

将
の
御
諫
也

を
く
ら
か
さ
せ
給
は
て
ｌ
頭
の
君
の
我
等
を
め
し
連
ら
れ
よ
と
也
軽
々

敷
御
あ
る
き
は
勿
躰
な
ぎ
儀
と
也

の
↑
・
、

か
う
見
付
ら
る
上
Ｉ
源
の
御
心
也

あ
ま
え
て
た
は
ふ
れ
て
な
り
キ
ヌ

御
な
を
し
と
も
め
し
て
か
り
衣
姿
二
あ
ら
さ
る
也
な
う
し
と
讃
ム

れ
い
の
間
過
し
た
ま
は
て
お
と
上
や
か
て
出
給
ふ
事
を
い
ふ
也

中
務
あ
ふ
ひ
の
上
の
官
女
な
り

大
宮
は
葵
上
の
御
母
義
也

君
た
ち
は
源
し
や
頭
の
君
や
な
と
也

こ
の
君
の
か
う
け
し
き
は
み
Ｉ
頭
ノ
君
の
心
中
也

す
ぐ
し
給
て
ん
Ｉ
源
へ
は
返
事
あ
る
を
姉
ム
也

ヱ

こ
な
た
か
な
た
よ
り
文
な
と
や
り
給
へ
し
い
つ
れ
も
返
事
見
え
す

牙
も
手
も
叶
い
故
也

お
も
し
と
て
も
心
を
も
き
也

：
に
か
す
麹
た
り
し
こ
そ
Ｉ
箕
っ
む
を
そ
と
曳
て
き
る
也

い
ひ
よ
り
に
け
る
や
と
す
ゑ
つ
む
へ
云
よ
る
や
と
な
り

し
た
り
か
ほ
に
も
と
の
事
を
Ｉ
我
を
た
つ
る
心
い
て
き
た
り

。
唾

ら
う
た
か
る
へ
き

ら
う
ノ
、
し
う
か
と
め
き
た
る
心
は
な
き
な
ン
め
り
才
覚
は
な
き
也

人
し
れ
ぬ
御
物
お
も
ひ
の
Ｉ
藤
つ
ほ
の
御
事
な
り

」
（
“
オ
）

」
（
閉
ウ
）
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ま
け
て
は
や
ま
し
の
御
心
さ
へ
そ
ひ
て
空
し
く
て
は
や
ま
し
と
也

よ
つ
か
ぬ
世
な
れ
ぬ
也

そ
こ
は
か
と
な
く
つ
れ
ｊ
、
に
心
ほ
そ
う
の
象
Ｉ
源
の
御
心
な
り

さ
う
Ｊ
１
、
し

中
ｊ
、
な
る
道
ひ
き
に
Ｉ
命
婦
後
悔
の
心
也

い
ま
は
浅
茅
わ
く
る
人
も
Ｉ
ょ
も
き
ふ
の
巻
書
ん
と
て
の
序
を

こ
上
に
言
出
し
た
り

屯
●
、
函御
心
清
濁
い
つ
れ
に
て
も
く
る
し
か
ら
す

ち
上
君
に
も
か
上
る
事
な
と
も
い
は
さ
り
け
り
命
婦
か
父
也

〈
ツ
キ
〈
ツ
カ
ア
マ
リ

八
月
廿
薮
白
か
や
う
二
濱
給
へ
り

御
せ
う
そ
こ
や
き
こ
え
つ
ら
ん
源
氏
へ
命
婦
か
申
や
る
か
と
也

限
な
き
人
位
か
き
り
な
き
高
人
の
事
也

い
な
ひ
ぬ
ゑ
ぬ
と
涜
也

を
し
た
ち
て
あ
は
Ｉ
、
し
き
理
不
尽
な
る
事
な
と
は
よ
も
あ
ら
し

と
也

ふ
た
ま
寝
殿
つ
く
り
に
二
は
必
ふ
た
ま
と
云
所
あ
る
も
の
也
四
畳
半
也

ス
。
．
、

う
し
と
ら
の
角
二
あ
り
よ
ひ
の
僧
な
と
の
居
す
る
所
也
寝
殿
作
り
は

定
た
る
物
也

夢
二
し
り
給
は
さ
り
け
れ
は
努
し
り
給
ぬ
也

さ
う
し
み
あ
る
し
ノ
豆
也
こ
上
に
て
は
末
つ
む
の
君
な
り

心
け
さ
う
も
な
く
て
お
は
す
此
き
ぷ
は
引
つ
く
ろ
ふ
す
へ
も
し
り
給
す
衣
裳

な
と
も
人
の
さ
せ
た
る
ま
坐
一
一
し
て
比
ま
坐
ゐ
給
也

さ
し
過
た
る
事
は
見
え
奉
り
給
し
と
お
も
ひ
け
る
お
ほ
と
か
に
し
て
さ
し
過

」
（
訴
的
、
オ
）

」
（
“
ウ
）

「
日
」
ヲ
擦
り
消
シ
テ
「
よ
」
ト
書

〃
／
◎

－214－
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た
る
こ
と
の
有
ま
し
い
斗
は
心
安
し
と
命
婦
か
思
ふ
也

吾
つ
ね
に
せ
め
ら
れ
た
て
ま
つ
る
つ
桑
さ
り
こ
と
に
Ｉ
命
婦
か
心
一

わ
か
せ
め
ら
る
些
事
は
止
へ
け
れ
共
す
ゑ
と
を
る
ま
し
き
事
な
る
程
二
末

つ
む
の
御
も
の
お
も
ひ
出
来
ん
と
お
も
ふ
也

さ
れ
く
つ
か
へ
る
し
と
け
な
き
也

ゑ
ひ
の
か
説
多
し
然
れ
共
ゑ
ひ
か
う
と
い
う
蕪
物
の
一
名
と
心
得

へ
し

い
く
そ
た
ひ
君
か
し
坐
ま
に
ま
け
ぬ
ら
ん
Ｉ
天
文
八
年
五
月

十
二
日
議
定
所
二
於
テ
講
尺
の
時
し
坐
ま
は
河
海
に
日
本
記
を
引
て
進

マ
ケ

退
の
字
尤
ト
モ
可
然
と
云
坐
わ
か
幾
度
も
そ
な
た
の
進
退
二
負
て

堪
忍
す
る
也
物
な
い
ひ
そ
と
承
は
ら
は
又
そ
れ
に
従
へ
し
今
ま
て
〈

物
な
い
ひ
そ
と
は
承
さ
る
程
に
也
当
時
み
な
し
上
ま
を
無
言
ノ
や
う
二

心
え
て
用
る
は
僻
事
に
や
進
退
の
字
の
心
也
し
か
る
を
し
上
ま
に
鐘

つ
く
か
た
に
取
な
し
て
よ
そ
へ
云
る
な
る
へ
し
人
の
我
ま
上
に
物
を

す
る
を
し
ま
い
に
す
る
と
云
は
此
道
理
也
進
退
の
字
を
し
上
ま
い
て
と

よ
め
る
一
一
通
へ
る
に
や
と
お
ほ
え
た
り
然
ら
は
し
上
ま
い
と
声
を
讃
へ
き

に
や
先
公
此
声
を
用
給
り
私
云
先
公
卜
〈
道
遥
院
也
此
抄
は
称
名

灸

院
ノ
也
又
某
蕊
云
此
事
講
尺
過
て
也
足
様
之
御
本
を
申
う
け
て

其
ま
上
写
置
所
也
私
ト
こ
坐
に
あ
る
は
也
足
之
御
豆
也

人
っ
て
の
や
う
に
は
あ
ら
ぬ
御
事
や
う
に
聞
え
な
せ
は
Ｉ
末
摘
／
吾
の

へ
』
一
一

や
う
ニ
漬
り
添
こ
ゑ
の
や
う
な
る
事
也

い
と
か
上
る
も
さ
ま
か
へ
て
Ｉ
別
に
な
ひ
く
方
あ
る
か
と
也

唖
毎

お
と
ろ
り
ｊ
、
し
う
も

」
（
髄
ウ
）

」
（
髄
オ
）

争
理
イ
ハ
コ
チ
」
力
。
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イ

ゆ
る
ひ
に
け
り
と
ゆ
る
い
と
積
り

か
る
ら
か
な
ら
ぬ
人
常
陸
宮
の
御
女
〆
な
れ
《
也

朱
雀
院
の
行
幸
寛
平
た
る
へ
き
軟
昔
は
何
れ
の
帝
も
御
位
を

去
給
へ
は
此
院
二
お
は
す
な
り
一
人
の
御
名
ニ
ハ
あ
ら
す
御
隠
居
ノ
王
の
御

座
あ
り
処
な
り
冷
泉
院
も
む
か
し
〈
か
く
の
こ
と
し
今
は
院
の
御

所
か
や
う
に
も
な
し

舞
人
ま
ひ
う
と
か
く
よ
み
給
り

ま
つ
ほ
と
過
て
文
を
待
ほ
と
也
後
朝
の
文
を
末
摘
の
方
二
待
也

い
ふ
せ
さ
不
審
の
心
な
り

は
ひ
を
く
れ
Ｉ
紫
は
あ
く
を
さ
す
も
の
な
れ
〈
其
は
ひ
け
の
ぬ
け

た
る
古
き
需
也

文
字
つ
よ
く
を
し
付
て
筆
ふ
と
に
害
た
り

中
さ
た
の
す
ち
に
て
中
古
の
様
子
也

君
た
ち
あ
つ
ま
り
て
大
殿
に
て
の
事
也
子
達
集
り
給
也

其
比
の
事
に
て
わ
さ
に
て
と
云
心
也
事
の
字
を
〈
態
と
よ
め
り

大
ひ
ち
り
き
尺
八
の
笛
大
尺
八
と
云
も
の
長
サ
ー
尺
八
寸

大
鼓
を
さ
へ
Ｉ
大
鼓
は
上
へ
は
あ
か
ら
ぬ
物
也
同
し
く
鐘
も
あ
か
ら
す

花
鳥
一
一
見
え
た
り

い
す
ま
は
れ
Ｉ
我
と
我
ひ
ま
を
ぬ
す
む
也

命
婦
は
ま
い
れ
る
此
時
分
ま
て
ひ
と
い
よ
り
す
ゑ
摘
ノ
も
と
に
命
婦
ノ
ゐ
る
也

此
人
の
お
も
ふ
ら
ん
命
婦
を
さ
し
て
也

物
お
も
ひ
し
ら
ぬ
や
う
な
る
心
さ
ま
を
こ
ら
さ
ん
と
Ｉ
源
氏
の
了
簡

し
て
仰
ら
る
坐
な
り

」
（
師
オ
）

」
（
髄
ウ
）

、lハ
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御
よ
は
ひ
や
思
ひ
や
り
す
ぐ
な
う
Ｉ
御
ょ
は
ひ
と
一
説
あ
り
是
は

わ
る
し
不
可
用

此
御
い
そ
ぎ
行
幸
ノ
事
也

タ
チ
函立
と
か
は
ら
す
木
帳
は
立
所
定
ま
り
た
る
物
也

ひ
そ
く
や
う
の
も
ろ
こ
し
の
物
な
れ
と
ひ
そ
く
と
〈
青
地
ノ
茶
碗
の
物
ノ

豆
也
上
古
く
一
段
秘
蔵
し
た
る
も
の
也

ク
サ

何
の
く
さ
は
ひ
も
な
く
く
さ
わ
ひ
と
讃
へ
り
和
御
朏
の
い
か

に
も
そ
さ
う
な
る
事
也

し
ひ
ら
ひ
き
ゆ
ひ
つ
け
た
る
Ｉ
衣
類
也
そ
さ
う
な
る
も
の
也
其

時
さ
へ
稀
な
る
も
の
也
ま
し
て
今
時
は
何
た
る
も
の
欲
不
知
也

な
い
け
う
は
う
Ｉ
内
教
坊
〈
女
の
学
文
す
る
所
也
お
か
し
ぎ
女

と
も
そ
こ
に
あ
り

あ
る
ば
や
は
や
は
出
葉
な
り

斎
院
に
ま
い
り
か
よ
ふ
此
斎
院
は
誰
共
し
ら
す

い
さ
と
き
さ
も
し
清
む

か
う
し
手
つ
か
ら
あ
け
て
Ｉ

・
給

は
や
出
さ
せ
給
へ
す
ゑ
つ
む
へ
申
な
り

打
と
け
ま
さ
り
の
い
さ
上
か
も
あ
ら
は
Ｉ
草
子
の
地
な
り

普
賢
ほ
さ
つ
の
上
り
も
の
と
お
ほ
ゆ
此
物
ｌ
語
の
狂
言
に
書
た
り

さ
ら
ほ
ふ
痩
つ
ま
り
た
る
躰
也

か
み
の
か
入
り
は
髪
は
一
段
よ
し
と
聞
え
た
り
髪
ノ
懸
場

き
給
へ
る
物
と
も
を
さ
へ
い
ひ
た
つ
る
も
Ｉ
是
は
草
子
の
地
也

ゆ
る
し
色
こ
き
紅
二
あ
ら
す
ち
と
薄
き
を
云
也
禁
色
に
て
は
な
し

」
（
師
ウ
）

｜
（
錦
オ
）
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さ
れ
ば
ゆ
る
し
色
と
云
也

い
と
も
て
は
や
さ
れ
た
り
見
め
の
あ
し
き
に
又
衣
裳
あ
し
く
し
て

猶
々
見
く
る
し
と
也

き
し
き
ぐ
は
ん
の
ね
り
出
た
る
ひ
ち
も
ち
Ｉ
威
儀
高
し
て

女
二
似
合
さ
る
也

こ
と
つ
け
て
か
こ
つ
け
て
也

朝
日
さ
す
Ｉ
た
る
ひ
つ
ら
上
同
し
事
也
当
代
は
か
様
の
事
は

讃
ま
し

松
の
雪
の
桑
あ
た
上
げ
に
三
光
院
殿
御
説
は
あ
つ
く
降
た
る

雪
ま
て
也
別
の
説
不
入

橘
の
木
の
埋
れ
た
る
雪
二

名
に
た
つ
末
の
と
Ｉ
す
ゑ
の
松
山
な
と
上
よ
き
あ
へ
し
ら
ひ

な
る
を
何
共
あ
へ
し
ら
ひ
の
な
き
を
の
給
一
ふ
な
り

い
み
し
き
心
あ
ま
た
あ
り
髪
は
あ
し
き
心
也

吾

ゑ
る
人
も
お
と
ら
す
ぬ
ら
す
Ｉ
源
の
御
袖
も
ぬ
る
具
や
御
憐
の
心
也

若
き
も
の
は
か
た
ち
か
く
れ
す
と
Ｉ
秦
中
吟
ノ
ー
首
を
も
て
此
段

は
害
り
秦
中
吟
を
思
召
出
し
て
吟
し
給
へ
り

頭
中
将
に
是
を
見
せ
た
ら
ん
時
口
わ
る
口
を
い
は
ん
と
お
ほ
す
也

ま
け
て
け
も
し
情
負

と
し
も
暮
ぬ
さ
り
な
か
ら
此
年
の
事
又
末
に
も
あ
り

か
し
こ
ぐ
恐
か
ま
し
也

こ
と
こ
め
た
れ
は
言
籠

に
函
シ
、
ミ
コ
向
モ
ハ
一
一

つ
些
象
・
衣
は
こ
裏
綾
衣
筥
蒔
繪
河
海
二
見
え
た
り

一
私
口
打
を
き
て
は
入
て
と
云
事
炊
一

｜
（
鮨
ウ
）

ＬI
ー

へ

69

ウ
謎一

L一

へ

69

オ
ン

「
お
と
ら
」
ノ
下
二
擦
り
消
シ
ノ
痕

押
紙
。
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ひ
と
り
引
こ
め
侍
ら
ん
も
Ｉ
命
婦
か
詞
也
ひ
と
り
と
は
命
婦
わ
か

豆
を
云
り

あ
さ
ま
し
の
く
ち
つ
き
や
Ｉ
是
は
一
定
の
自
作
と
覚
た
り
前

の
奇
よ
り
も
わ
る
し

今
や
う
色
の
Ｉ
花
鳥
一
一
委
し
こ
き
紅
よ
り
は
薄
し
中
紅
よ
り

は
又
こ
き
色
也
当
代
出
来
た
る
に
よ
り
て
今
や
う
と
云
也キヌ

な
を
し
の
う
ら
う
へ
ひ
と
し
く
こ
ま
や
か
な
る
此
事
衣
と
な
を
し
と

ツ
ニ
ニ
見
へ
し
花
鳥
二
云
上
§
に
云
る
い
ま
や
う
色
は
き
ぬ
を
云
也

こ
の
直
衣
も
今
や
う
色
の
う
ら
お
も
て
同
色
な
る
を
云
也

な
を
ｊ
、
し
う
無
調
法
な
る
事
を
云
り

花
の
と
か
め
を
Ｉ
命
婦
か
心
也

く
れ
な
ゐ
の
一
花
衣
Ｉ
命
か
歌
な
り
名
を
し
た
て
す
は

と
は
縦
ち
ぎ
り
は
薄
く
と
も
名
を
は
し
立
給
ふ
な
と
蕾
り

。
◎
画

一
く
た
ま
た
も
し
清
ム

か
い
な
て
を
し
な
へ
也
三
光
と
の
Ｌ
御
説
は
琴
を
引
二
ま
た
初

命
″
へ

心
の
時
は
手
そ
の
緒
ノ
、
｜
｜
当
ら
す
引
と
上
か
す
し
て
上
斗
は
し
る

心
な
り
を
し
な
へ
と
云
も
凡
ソ
お
な
し
儀
也

な
に
些
御
ら
ん
せ
さ
せ
つ
ら
ん
Ｉ
命
婦
か
心
也

た
い
ば
ん
所
女
の
居
と
こ
ろ
也

く
ば
や
と
て
は
文
字
清
ム
く
ば
や
と
は
さ
あ
と
云
事
也

た
上
梅
の
花
の
色
の
こ
と
鼻
の
事
也
末
む
つ
の
鼻
赤
キ
也

三
笠
の
山
の
を
と
め
Ｉ
承
か
さ
の
山
と
う
た
ひ
給
ふ
心
は
三
笠

の
神
は
常
陸
の
鹿
島
よ
り
来
り
給
ふ
也
末
つ
む
は
常
陸
ノ
宮
ノ

」
（
、
ウ
）

」
（
ｍ
オ
）

’

下
字
ヲ
擦
り
消
シ
ダ
上
一
一
書
ク
。
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御
女
〆
な
る
に
よ
り
て
か
く
う
た
ひ
給
也

か
い
ね
り
あ
か
き
衣
な
り

匂
へ
る
花
鼻
の
あ
か
き
也

左
近
の
命
婦
肥
後
の
釆
女
二
人
也
此
人
ノ
、
／
鼻
赤
き
欲

心
も
え
す
い
ひ
し
ろ
ふ
女
と
も
源
の
御
心
中
を
は
知
ら
て
不
審
す
る
也

を
も
ｊ
、
し
か
り
し
ね
ん
を
入
し
た
る
也

お
ぼ
ろ
け
な
ら
て
し
い
て
給
へ
る
わ
さ
な
れ
は
少
上
な
ら
て
と
云
心
也
精
を

入
て
讃
給
る
歌
と
な
り

七
日
の
日
の
せ
ち
會
元
日
七
日
十
六
日
是
を
三
節
會
と
云

う
ち
の
御
と
の
ゐ
所
桐
壺
な
り

よ
つ
い
た
り
よ
の
つ
れ
也
よ
な
れ
た
り

け
さ
や
か
に

か
し
ら
つ
き
こ
ほ
れ
出
た
る
Ｉ
す
ゑ
つ
む
の
事
也

さ
れ
て
さ
も
し
濁
ル

さ
へ
つ
る
春
は
と
か
ら
う
し
て
Ｉ
末
摘
の
卑
下
の
詞
也

も
坐
千
鳥
さ
へ
つ
る
春
は
物
こ
と
に
改
れ
と
も
吾
そ
ふ
り
行
の
心
也

か
た
お
い
に
て
ま
た
を
さ
な
き
心
也

紅
は
か
う
な
つ
か
し
き
是
は
衣
の
事
也
又
説
ミ
あ
り

か
く
心
く
る
し
き
も
の
を
も
染
て
い
た
ら
て
是
は
末
つ
む
の
事
也
三
光
ノ
御
説
也

花
鳥
の
説
は
あ
や
ま
り
也

わ
か
御
か
け
の
源
氏
の
か
け
也

ヲ
、
ソ

ま
ろ
か
Ｉ
我
と
源
氏
の
上
給
也

か
坐
る
人
Ｊ
、
紫
上
と
す
ゑ
つ
む
と
の
事
也
草
子
の
地
也

一Ｌ

（
ｎ
オ
）

」
（
伽
ウ
）

「
濁
」
ノ
下
擦
り
消
シ
ノ
痕
ア
リ
。
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（
以
下
九
行
分
空
白
）

追

櫛
を
し
た
れ
て
女
は
櫛
を
髪
に
さ
し
て
ゐ
る
物
也
女
の

威
儀
也

か
け
て
も
源
は
知
給
ぬ
也

い
と
よ
う
害
お
ほ
せ
た
り
１
つ
ふ
，
Ｉ
、
と
一
宇
っ
上
書
た
る
也

山
吹
か
何
そ
ｌ

女
の
き
ぬ
は
雪
に
あ
ひ
て
雪
に
は
へ
て
也

な
そ
御
ひ
と
り
ゑ
ゑ
Ｉ
源
の
御
事
は
勿
論
の
説
也
又
の
説
は
命

婦
か
独
ゑ
み
を
余
の
女
房
の
と
か
む
る
と
な
り

い
象
し
う
つ
よ
う
と
云
心
也
し
ゐ
て
な
り
善
悪
二
付
て
云
詞
也

但
所
に
よ
り
て
心
が
は
る
へ
し

筆
の
し
り
と
る
は
か
せ
Ｉ
吾
や
手
跡
な
と
の
後
見
也

な
か
ソ
へ
き
と
讃
り

た

い
か
に
そ
改
め
て
曳
た
か
へ
。
ら
ん
時
に
と
そ
お
ほ
し
つ
典
け
ら
る
奥

一
一

お
ひ
な
を
り
を
見
出
た
ら
ん
時
と
お
ほ
さ
れ
て
か
う
し
引
あ
け
給
り

此
詞
下
に
あ
り
是
二
こ
た
へ
て
象
れ
は
よ
く
聞
え
た
る
也

ま
け
て
や
象
に
し
か
な
と
て
も
し
濁
へ
し
林
逸

女
の
さ
う
そ
く
今
日
は
ょ
つ
き
た
り
と
み
ゆ
る
は
Ｉ
末
つ
む
の
今
日
の

出
立
の
尋
常
な
る
は
源
氏
の
送
り
給
し
衣
裳
を
さ
な
が
ら
着
し
給
故
也

さ
も
お
ほ
し
よ
ら
す
ｌ
林
逸
二
云
此
一
段
の
詞
説
多
し
一
一
一
《
源
の
を
く
り

ウ
〈
キ

給
へ
る
衣
共
の
中
二
か
坐
る
上
着
も
有
け
る
を
今
見
出
給
へ
る
也
た
些

上
き
の
紋
の
し
る
き
斗
そ
れ
か
と
思
し
召
た
る
也
是
大
や
う
に
て
面
白
し

」
（
池
ウ
）

（
沼
オ
）

一Ｌ

（
泥
オ
）

Ｌ一
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一
一
一
く
う
は
き
斗
す
ゑ
摘
の
方
二
し
た
て
ら
れ
た
る
を
め
つ
ら
し
く
思
し

め
す
也
源
氏
ノ
つ
か
は
し
給
を
見
給
な
り
又
何
と
な
く
お
ほ
し
た
る
也
た
上

上
着
は
か
り
は
み
る
に
よ
き
と
也

赤
か
ら
ん
は
あ
え
な
ん
さ
て
あ
り
な
ん
と
い
ふ
心
也
又
あ
や
か
ら
ん
と
云
心
也

是
も
お
も
し
ろ
し
異
本
あ
へ
な
ん
此
時
は
あ
ン
へ
な
ん
と
讃
へ
し

あ
な
い
と
を
し
か
上
る
人
の
御
行
す
ゑ
Ｉ
是
は
物
語
の
作
者
ノ

こ
と
葉
也
末
つ
む
の
事
な
り

（
以
下
四
行
分
空
白
）

紅
葉
賀

此
御
賀
誰
と
も
よ
く
聞
え
す

ノ

朱
雀
院
是
を
後
の
院
と
云
ど
何
れ
の
帝
も
是
院
二
御
隠

居
あ
る
事
也
延
喜
ノ
次
ノ
帝
よ
り
朱
雀
院
卜
申
一
人
の
御
名
二

な
る
也
冷
泉
院
も
同
之
上
古
は
左
も
な
し
先
二
も
此
事
註
之

お
も
し
る
か
る
へ
き
た
ひ
の
事
な
り
け
れ
は
度
也

御
か
た
ｊ
、
女
御
更
衣
た
ち
な
る
へ
し

あ
か
す
満
足
せ
す
也

か
た
ち
よ
う
い
人
に
は
こ
と
な
る
を
立
な
ら
ひ
て
は
花
の
か
た
原
の
承

山
木
な
り
両
方
共
二
ほ
め
て
書
た
り
深
山
木
も
一
か
と
有
て
而
白
し

入
か
た
の
日
影
Ｉ
入
日
を
返
す
と
云
舞
の
手
あ
り
よ
せ
お
も
し
ろ
く書
た
り

侍
と
り
た
る
楽
舞
い
て
上
や
か
て
吹
い
た
す
楽
也

け
ふ
の
試
楽
は
Ｉ
御
門
の
御
詞
也

か
た
て
も
Ｉ
是
も
お
な
し
御
詞
也

L一

〆~、

74

オー
エー〆

」
（
だ
ウ
）
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家
の
子
公
家
た
ち
の
豆
也

舞
の
し
伶
人
と
も
也

つ
と
め
て
巽
朝
の
事
な
り

み
た
り
心
地
な
か
ら
こ
そ
こ
そ
と
云
二
昨
日
ノ
舞
の
心
ど
も
る

あ
な
か
し
こ
愛
に
て
は
文
な
り
恐
れ
か
ま
し
と
云
心
也

御
返
地
何
れ
も
く
る
し
か
ら
す

大
か
た
に
は
と
ｌ
舞
か
大
か
た
二
〈
な
き
と
也

后
こ
と
は
い
ま
た
后
に
て
は
お
は
せ
ね
と
后
二
成
給
へ
き
人
な
れ
は
か
く
云
り
」
（
私
ウ
）

”
函
ケ
イ

東
宮
も
お
は
し
ま
す
東
宮
の
を
は
行
啓
と
云
也
行
幸
と
は
申

さ
す
后
の
を
も
か
く
い
ふ
な
り

■
ミ
歯御
す
経
御
祈
祷
な
り

い
う
そ
く
す
く
れ
た
る
輩
と
云
事
也

宰
相
ふ
た
り
左
衛
門
督
か
け
た
る
宰
相
右
衛
門
督
か
け
た
る

宰
相
已
上
二
人

カ
イ
シ
ロ

垣
代
青
海
波
に
か
ぎ
る
也

。

ち
り
す
ぎ
て
き
も
し
清
ム

空
の
け
し
き
ざ
へ
象
し
り
か
ほ
Ｉ
天
も
此
奥
を
知
た
る

承
香
殿
の
御
は
ら
の
四
の
御
子
誰
共
見
え
す
や
ぅ
也

さ
し
つ
ぎ
の
Ｉ
源
氏
に
さ
し
つ
き
て
也
」
（
お
オ
）

輔
函

函
酌

源
氏
中
将
正
三
位
し
給
ふ
頭
中
将
正
下
の
か
上
い
し
給

位
あ
か
り
給
事
也

む
か
し
の
世
ゆ
か
し
げ
也
源
氏
ノ
前
生
也

こ
と
に
て
態
に
し
て
な
り

下
二
擦
り
消
シ
ノ
痕
有
。

下
字
ノ
上
一
一
重
ネ
害
キ
。

「
し
」
’
一
「
氏
」
卜
重
ネ
書
キ
。
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巻
ノ

ー
条
院
に
は
Ｉ
若
紫
の
事
又
髪
二
あ
り

あ
か
ぬ
と
お
ほ
ゆ
る
き
す
も
な
し
足
ら
い
た
る
也

○

ま
と
は
し

ぎ
こ
え
給
て
本
か
き
て
Ｉ
三
光
は
本
書
て
と
あ
そ
は
す
紹
巴
は

手
本
か
き
て
と
讃
ム
三
光
の
御
説
の
如
ク
な
れ
は
て
も
し
上
へ
付
て
讃
へ
し

く
し
屈
し
苦
し
何
れ
に
て
も

閏
八
三
日
心
ぐ
る
し
う
て

か
の
御
法
事
む
は
君
の
法
事
也

御
あ
り
さ
ま

三
条
の
宮
藤
つ
ぼ
の
御
里
也

命
婦
中
納
言
中
務
藤
つ
ほ
の
女
房
達
也

御
物
か
た
り

シ
ハ
、
Ｊ
Ｊ
、
‐

し
は
ｊ
、
細
觜
也
数

西
酌

す
ぐ
ノ
、
し
う
て

お
ぼ
え
す
を
か
し
ぎ
世
を
も
ぷ
る
哉
Ｉ
思
は
す
に
源
氏
の

御
か
け
に
か
上
る
と
也

大
と
の
お
ほ
い
殿
同
人
也

つ
こ
も
り
是
は
大
晦
日
也

ま
は
ゆ
き
色
か
上
は
ゆ
き
心
也

地
の
か
き
り
を
れ
る
巴
説
は
地
の
見
え
ぬ
ほ
と
紋
を
織
を
云
と

な
り
師
説
は
無
紋
を
い
ふ
と
也
師
説
と
〈
三
光
院
殿
也

あ
い
ぎ
や
う
っ
き

朝
拝
に
Ｉ
是
は
す
ゑ
つ
む
の
巻
に
云
る
と
同
豆
な
り

（
汚
行

一」

｜
（
拓
オ
）
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い
つ
し
か
Ｉ
元
日
よ
り
と
云
心
也

一
よ
る
ひ
一
双
な
り

な
や
ら
ふ
と
て
物
の
声
を
高
ク
し
て
悪
鬼
を
止
事
也
節
分
の

夜
の
所
作
也

こ
と
し
た
に
す
こ
し
Ｉ
少
納
言
か
詞
也

あ
そ
ひ
に
の
象
Ｉ
草
子
の
地
な
り

み
し
ら
ぬ
や
う
に
源
氏
の
方
か
ら
也

乱
れ
た
る
Ｉ
源
し
の
く
つ
ろ
ぎ
か
け
給
り

こ
の
か
み
あ
れ
の
夏
を
こ
の
か
詮
と
云

ナ
ラ
パ
イ

い
と
さ
し
も
と
な
ら
は
ひ
給
井
は
も
し
濁
ル
あ
ら
そ
ひ
給
ふ

心
也
何
二
我
を
と
Ｌ
む
と
我
を
た
て
給
ふ
也
一
私
玉
篇
一

コ
〃
〆

名
た
か
き
御
帯
玉
の
帯
に
は
名
物
の
帯
共
あ
り

タ
マ

こ
れ
は
内
宴
な
と
源
氏
の
御
詞
也
内
宴
ト
云
は
一
段
晴

か
ま
し
き
事
也
平
家
の
代
に
信
西
か
行
な
ひ
し
後
は
今
二
な
し

さ
ん
さ
し
正
月
の
礼
な
と
の
様
な
る
事
也

ウ
チ内
東
宮
一
院
一
ｌ
院
は
朱
雀
院
也
此
時
の
朱
雀
院
は
寛

平
か
陽
成
院
か
の
内
な
る
へ
し
是
二
な
す
ら
へ
て
ゑ
へ
し

ね
ひ
給
ま
上
に
さ
か
り
た
つ
事
也

宮
は
木
丁
の
Ｉ
藤
壺
の
御
事
也

こ
の
御
事
の
懐
任
の
豆
也

寺
こ
》御
す
法
祈
祷
の
御
事
也

世
中
定
な
き
Ｉ
源
氏
の
御
心
中
也
又
は
藤
つ
ほ
の
御
心
と

見
て
も
よ
し

」
（
祁
ウ
）

」
（
万
オ
）

押
紙
。
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弘
徽
殿
な
と
の
う
げ
ば
し
け
に
Ｉ
藤
つ
ほ
の
心
二
ち
と
我

あ
る
也
さ
は
や
い
と
は
ざ
は
や
く
也
験
二
な
り
給
ふ
心
也

ひ
と
ま
人
間

人
の
み
た
て
ま
つ
る
も
あ
や
し
か
り
つ
る
ほ
と
の
Ｉ
王
子
を
人
の

見
た
て
ま
つ
る
事
を
也

と
か
め
し
や
し
文
字
濁
レ
リ

ヲ

さ
ほ
を
と
請
給
り

奇
見
て
も
お
も
ふ
Ｉ
命
婦
か
見
て
も
お
も
ふ
と
云
心
也
此
義
前
，
Ｊ
１
よ
り

の
説
な
り
師
の
今
案
は
藤
つ
ほ
の
御
心
を
命
婦
か
云
る
に

桑
て
面
白
し
み
ぬ
は
た
は
源
氏
の
御
心
也
此
義
に
落
居
せ
り

こ
や
は
子
を
兼
た
り

命
婦
を
も
む
か
し
お
ほ
い
た
り
し
Ｉ
命
は
御
隔
を
も
しる

へ
し
世
間
は
し
ら
ぬ
や
う
な
り

い
と
佗
し
く
Ｉ
地
也

四
月
に
う
づ
き
と
よ
象
給

な
ら
ひ
な
き
と
ち
は
Ｉ
無
双
の
形
最
上
と
ノ
ー
と
は
異
な
る
事

な
き
も
の
な
る
に
依
て
似
ル
物
と
お
ほ
し
け
る
也

い
た
き
出
た
て
ま
つ
ら
せ
給
て
Ｉ
御
門
御
手
っ
か
ら
に
て
は
有
ま
し

め
の
と
な
と
い
た
き
出
奉
る
へ
し

中
将
の
君
源
氏
な
り

我
御
か
た
に
ふ
し
給
て
’
二
条
院
た
る
へ
し

な
て
し
こ
と
こ
な
つ
の
お
な
し
物
也

に

寄
花
に
さ
か
な
ん
と
お
も
ひ
給
し
も
Ｉ
わ
か
宿
の
ま
き
し
撫

（
沼
オ
）

ｌＬ 」
（
記
″
方
／
）

下
一
一
擦
り
消
シ
ノ
痕
有
。
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ｌ
力

子
い
つ
の
間
も
花
に
さ
か
な
ん
よ
そ
へ
て
も
拳
ん
河
海
ノ
引
吾
也

へ
一
一
一

よ
そ
へ
つ
上
恐
れ
と
露
た
に
な
く
さ
ま
す
い
か
に
か
す
へ
き
床

夏
の
花
花
鳥
ノ
引
寄
也
さ
れ
は
引
歌
二
品
二
也
心
の
か
な
い
た
る

も
あ
り
心
は
不
し
合
し
て
詞
は
か
り
の
も
あ
り
い
つ
れ
の
引
寄
も

か
く
の
こ
と
し
素
然
被
仰
此
吾
も
心
を
付
て
ぷ
よ
花
鳥
の
は

心
か
な
ふ
欲

う
と
ま
れ
ぬ
不
ノ
ぬ
也

例
の
更
な
れ
は
い
つ
も
の
事
な
れ
は
な
り

し
る
し
あ
ら
し
か
し
と
Ｉ
返
事
は
あ
ら
し
と
お
ほ
し
め
し

た
れ
は
な
り

し
ど
け
な
く
Ｉ
源
の
御
姿
な
り

お
は
し
な
か
ら
と
く
も
わ
た
り
Ｉ
内
か
ら
す
ぐ
に
も
御
出
な
き

を
恨
桑
給
也

い
み
し
う
さ
れ
て
ｌ

あ
な
に
く
’
い
つ
の
間
に
か
上
る
口
す
さ
ひ
を
し
習
給
ふ

そ
と
也

入
ぬ
る
磯
と
云
二
付
て
み
る
め
に
あ
く
は
と
の
給
也
い
つ
も
み
て
あ
く
は

ア
シ悪
い
事
そ
と
な
り

え
Ｌ
む
し
も
は
て
す

さ
し
や
り
て
ゆ
し
給
ふ
及
上
こ
し
二
ゆ
し
給
ふ
と
云
心
也

出
給
へ
し
と
Ｉ
何
ク
ヘ
や
ら
ん
御
出
あ
ら
ん
と
な
り

め
さ
ま
し
き
事
目
ノ
覚
る
事
也
驚
く
や
う
の
心
也

い
は
げ
て
間
る
は
Ｉ
お
さ
な
か
ま
し
く
間
ゆ
る
と
也

げ
に
も
の
け
な
か
り
し

（
ね
オ
）

一」

（
沼
ウ
）

」 ’
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内
に
も
か
上
る
人
Ｉ
是
よ
り
直
の
勅
也

心
ゆ
か
ぬ
合
鮎
の
な
き
事
也

采
女
蔵
人
何
れ
も
女
官
な
り
采
女
昔
は
国
ミ
よ
り
一
人

つ
上
奉
公
申
也

は
か
な
き
事
を
も
Ｉ
源
氏
に
心
つ
よ
き
は
誰
も
な
し

試
に
Ｉ
源
内
侍
の
更
を
書
ん
と
て
の
序
也

内
侍
一
段
の
好
色
人
な
り
内
裏
に
て
の
役
人
也

そ
な
た
そ
の
か
た
也

御
け
つ
り
く
し
御
か
象
を
け
つ
れ
る
欲

御
う
ち
き
の
人
是
は
男
の
役
也

か
は
ほ
り
常
の
扇
也
さ
し
一
扇
と
云
は
又
女
の
顔
さ
し
か
く
す
扇
也

我
も
た
ま
へ
る
Ｉ
女
は
扇
を
は
な
た
ぬ
も
の
な
れ
は
源
氏

の
と
取
か
へ
給
也

こ
と
し
も
あ
れ
事
し
も
也

い
つ
と
な
く
Ｉ
い
つ
と
も
な
く
人
か
よ
る
と
也

ひ
か
へ
て
源
氏
を
ひ
か
へ
て

い
ま
さ
ら
な
る
身
の
恥
に
Ｉ
今
ま
て
に
好
色
の
名
を
え
て
か
く

て
は
わ
か
恥
と
い
ふ
心
な
り

せ
め
て
い
と
せ
め
て
の
類
也

を
よ
ひ
て
及
か
入
り
て
な
り

つ
ぎ
せ
ぬ
こ
の
み
心
ｌ

此
君
も
人
よ
り
は
こ
と
な
る
を
頭
中
将
也

う
た
て
の
こ
の
み
や
頭
中
将
に
も
な
ひ
く
は
余
り
の
好
色
な
り

う
た
て
や
と
也

」
（
”
ウ
）

」
（
帥
オ
）
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忍
よ
れ
は
頭
の
君
な
り

ウ
ン
メ
イ
テ
ン

内
侍
所
を
昔
ハ
か
し
こ
所
共
云
け
る
也

温
明
殿
の
あ
た
り
を
昔
は
内
侍
所
愛
二
あ
り
今
は
別
処
二
あ
り

壷
函
コ
セ
ン

御
前
な
と
に
て
も
ｌ

瓜
つ
く
り
に
な
り
や
し
な
ま
し
ｌ
此
口
さ
ひ
琵
琶
の
上
手
な
れ
共

何
共
似
合
さ
る
に
よ
り
て
心
つ
き
な
し
と
な
り
な
り
や
し

な
ま
し
と
あ
る
に
付
て
此
く
ち
す
さ
ひ
を
云
飲

酌
。
か
く
し
う
に
有
け
ん
む
か
し
の
人
も
Ｉ
こ
上
は
た
上
女
ノ
う

た
を
間
て
の
事
斗
と
心
え
へ
し
小
六
か
し
き
説
共
あ
り

例
に
た
か
ひ
た
る
常
の
女
二
〈
た
か
ふ
也

我
ひ
と
り
し
も
Ｉ
吾
は
か
り
に
て
は
有
ま
し
と
源
の
仰
ら
る
上
也

奇
人
妻
は
あ
な
わ
っ
ら
は
し
Ｉ
修
理
か
妻
二
し
て
通
ふ

と
聞
給
也
人
つ
ま
な
れ
は
此
ま
や
の
あ
た
り
へ
は
よ
ら
し
と
ノ
心
也

頭
中
将
は
此
君
の
い
た
う
実
目
た
ち
過
し
て
Ｉ
此
君
と
は
源の

御
事
也
頭
の
君
を
常
二
も
と
き
て
吾
は
実
目
ノ
顔
あ
る
を
ね
た
き
と也

す
り
の
か
象
に
こ
そ
あ
ら
め
と
此
職
の
か
し
ら
な
れ
は
頭
と
云
也
大
夫
と
も

頭
と
も
云
也

お
と
な
Ｊ
、
し
き
人
に
年
た
け
た
る
人
の
事
也
す
り
の
か
糸
の

こ
と
な
り

す
か
し
給
け
る
ょ
と
て
す
か
す
と
は
た
ら
す
吏
也

ね
ん
し
て
こ
ら
へ
て
也

こ
ほ
，
ｊ
、
と

ね
ひ
た
れ
と
と
し
よ
り
た
れ
と
な
り

（
別
オ
）

一」

」
（
帥
ウ
）
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な
よ
び
た
る
ひ
も
し
清
り

あ
か
君
，
Ｊ
１
我
君
ノ
！
、
也

ハ
タ
チ

ニ
十
の
わ
か
人
た
ち
の

か
う
あ
ら
ぬ
さ
ま
に
Ｉ
あ
ま
り
お
と
し
過
し
給
ふ
二
よ
り
て

さ
て
は
お
と
し
そ
と
源
氏
の
心
え
給
へ
る
也

お
こ
に
な
り
ぬ
あ
な
つ
ら
は
し
く
成
れ
り

ウ
二

ま
こ
と
は
う
つ
し
心
か
と
よ
現
心
ま
こ
と
か
と
也

吾

つ
型
む
め
る
名
や
も
り
Ｉ
右
二
実
目
た
ち
過
し
て
と
あ
る

詞
二
か
上
る
頭
の
君
の
う
た
也

う
ら
や
み
な
き
Ｉ
互
二
う
ら
や
ま
ぬ
姿
也

寄

あ
ら
た
ち
し
Ｉ
磯
を
内
侍
ゞ
｜
よ
そ
へ
波
を
頭
の
君
一
一
よ
そ
へ
た
り

頭
の
き
ゑ
を
よ
せ
付
た
れ
は
磯
に
恨
あ
る
と
濱
給
也

を
ひ
は
中
将
の
な
り
け
り
と
わ
か
御
な
を
し
よ
り
は
色
ふ
か
し
と
象
給
ふ
に

へ
』

高
位
の
ほ
と
色
浅
し
い
つ
れ
の
色
も
同
吏
也

は
た
や
す
め
字
二
し
て
も
く
る
し
か
ら
す

殿
ゐ
所
よ
り
是
ま
つ
と
ち
付
さ
せ
給
へ
Ｉ
袖
の
事
な
り

た
ち
か
へ
り
吾
君
に
か
く
ｌ
内
侍
を
わ
か
も
の
に
し
て
君
に

と
ら
れ
ぬ
る
と
頭
の
君
の
よ
み
給
也カミ

シ
モ

そ
う
し
く
た
す
奏
し
下
す
也
上
へ
申
あ
け
下
へ
云
付
る
也

句
を
切
て
よ
し

な
と
て
か
。
さ
し
も
あ
ら
ん
な
と
て
か
と
句
を
切
て
讃
へ
し

い
ひ
向
る
く
さ
は
ひ
な
り
對
す
る
心
也
木
と
い
へ
は
竹
と
云
と
世
俗
ノ

云
や
う
な
る
事
也

や
ん
こ
と
な
ぎ
Ｉ
草
子
の
地
な
り
頭
の
君
の
御
心
中
を
云
也

」
（
艶
オ
）

」
（
別
ウ
）
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こ
と
に
さ
り
き
こ
え
給
へ
る
を
所
を
堅
く
心
也

此
君
ひ
と
り
そ
姫
君
の
御
ひ
と
つ
は
ら
な
り
け
る
頭
君
葵
ノ

上
一
腹
也

御
か
と
の
御
子
と
い
ふ
は
か
り
に
こ
そ
あ
れ
源
の
御
事
な
り

御
な
か
の
い
と
象
こ
そ
あ
や
し
か
り
し
か
源
氏
と
頭
君
の
御

い
と
象
也
か
も
し
清

さ
れ
と
う
る
さ
く
て
な
ん
云
心
は
色
上
の
事
あ
れ
と
事
多

け
れ
は
う
る
さ
く
て
書
も
ら
し
た
る
と
筆
者
の
詞
也

フ
ン
ヅ
キ

七
月
ふ
ん
つ
き
と
誠

御
門
を
り
ゐ
さ
せ
給
は
ん
の
Ｉ
桐
つ
ほ
の
御
か
と
也

う
た
か
ひ
な
き
御
位
な
り
弘
徽
殿
の
皇
太
后
宮
二
成
給
ん

は
疑
な
き
と
也
王
子
御
位
二
即
給
へ
は
母
は
や
か
て
皇
太
后
宮
二
成

給
ふ
事
也

廿
ょ
年
に
な
り
給
へ
る
は
た
と
せ
あ
ま
り
と
請
給
へ
り

ま
い
り
給
ふ
夜
藤
壷
の
始
て
中
宮
二
成
て
参
り
給
也

宰
相
の
君
も
つ
か
う
ま
つ
り
給
ふ
源
氏
な
り
い
ま
た
宰
相
也

そ
上
ろ
は
し
き
ま
て
な
ん
飛
た
つ
ま
て
と
云
心
也

つ
き
も
せ
ぬ
Ｉ
不
謡
な
り

（
以
下
五
行
分
空
白
）

追

す
ぎ
ノ
ー
し
う
三
条
殿
は
す
き
／
、
し
う
也
足
は
す
ぎ

ノ
、
し
う
也
渭
濁
少
し
か
は
る

女
房
に
ま
れ
女
房
に
も
あ
れ
也

」
（
艶
ウ
）

」
（
銘
ウ
）
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も
の
け
な
か
り
し
ほ
と
を
源
氏
一
向
微
若
な
り
し
程
と
云

伝

事
也

う
ち
過
な
ま
。
し
け
れ
と
過
た
け
れ
と
也

０
Ｏ
ほ
け
ｊ
Ｉ
、
し
う
清
め
り

胃

い
か
さ
ま
に
む
か
し
結
へ
る
ち
ぎ
り
に
て
Ｉ
前
世
／
真
也

物
か
た
り
な
と
し
て
打
ゑ
み
給
る
緑
子
ノ
わ
け
も
な
く
聞
え
す

、
一
一
一

打
う
め
く
事
な
り

い
た
き
出
た
て
ま
つ
ら
せ
給
て
ぷ
子
た
ち
Ｉ
冷
泉
を
桐
壷

朶
か
と
の
抱
出
給
也

そ
こ
を
の
み
な
ん
か
上
る
ほ
と
よ
り
Ｉ
そ
こ
を
の
ぷ
と
は
源
の

御
事
也
御
門
の
御
心
也
か
奥
る
程
と
は
冷
泉
の
御
ほ
と
く
ら
い
よ
り
と

い
ふ
心
也

さ
れ
は
思
ひ
わ
た
さ
る
坐
に
や
Ｉ
御
兄
弟
の
事
な
れ
は
似
給
へ
る
と

御
門
の
お
も
ひ
わ
た
し
給
也

つ
れ
な
き
人
の
Ｉ
源
氏
の
御
事
也
内
侍
か
心
中
二
頭
君
を
源

氏
の
か
は
り
二
と
思
へ
と
其
頭
の
君
を
見
た
き
心
は
限
あ
り
源
し

を
見
ま
ほ
し
き
心
は
か
ぎ
り
な
き
と
の
心
こ
も
る
也

あ
さ
れ
た
る
掛
す
か
た
大
掛
は
か
り
着
て
直
衣
を
着
給
ぬ

姿
な
り
掛
は
直
衣
の
下
に
き
る
物
也
あ
さ
れ
た
る
と
は
し
と
け
な
き
也
同
事

（
白
紙
）

（
白
紙
）

花
の
宴

也
足
御
説

此
え
ん
も
清
涼
殿
に
て
あ
り
此
巻
異
二
面
白
と
古
人
も
申
傳
え
た
り

L一L一L一

」
（
鯉
オ
）
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御
つ
ほ
ね

も
し
給
れ
り
も
ん
し
と
あ
そ
は
せ
り
是
は
源
氏
の
御
豆
也
各

分
一
宇

は
な
し
ろ
め
る
お
ほ
か
り
鼻
白
ク
な
る
也
花
鳥
二
委
し

御
も
桑
ち
の
賀
の
お
り
Ｉ
紅
葉
の
か
と
云
事
却
而
此
巻
に
は
あ
り

先
の
巻
に
は
な
し

け
し
き
は
か
り
Ｉ
春
鶯
嘩
の
末
を
そ
と
舞
給
ふ

か
坐
る
事
も
や
と
心
つ
か
ひ
や
Ｉ
兼
て
用
意
や
有
け
ん
也

源
氏
の
君
の
御
を
は
御
詩
を
は
と
云
事
也

わ
か
か
う
お
も
ふ
も
藤
壷
ノ
御
心
中
也
源
氏
を
思
ふ
も
也

寄
大
方
に
Ｉ
大
后
ノ
此
よ
き
人
の
形
を
に
く
ぷ
給
ふ
も
如
何
と
云
心
こ
も
る
也

御
心
の
中
な
り
け
ん
事
Ｉ
地
な
り

か
た
ら
ふ
へ
き
戸
口
も
さ
し
て
Ｉ
命
婦
の
ゐ
る
所
の
戸
く
ち
也

く
る
も
の
か
欲
に
は
あ
ら
す
く
る
も
の
し
や
と
云
心
な
り

吾
お
ほ
ろ
け
な
ら
ぬ
少
ｊ
、
な
ら
ぬ
也
な
を
さ
り
な
ら
ぬ
也

猶
名
の
り
し
給
へ
Ｉ
源
の
御
詞
也

い
か
て
か
ぎ
こ
ゆ
へ
き
Ｉ
い
か
て
か
文
申
承
ん
と
云
心
也

寄
う
き
身
世
に
Ｉ
朧
月
夜
の
君
の
吾
也
此
も
の
語
の
中
に
て
も
読

手
也
此
歌
も
一
段
と
面
白
し

し
か
な
と
て
い
つ
れ
そ
と
の
吾
を
さ
し
て
云
り
こ
な
た
も
又
申
し

分
あ
り
な
ん
と
云
心
也

す
か
ゐ
給
ふ
か
Ｉ
す
か
し
給
ふ
か
也
た
坐
し
給
ふ
か
と
也

う
へ
の
御
局
弘
徽
殿
の
つ
ぼ
ね
な
る
へ
し

」
（
師
オ
）

」
（
師
ウ
）
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つ
き
し
ろ
ひ
Ｉ
我
レ
ど
う
し
つ
き
ほ
せ
る
也

ヲ
ロ
ト
上

女
御
の
御
お
と
う
と
た
ち
Ｉ
女
を
も
弟
と
云
な
り

か
や
う
な
る
に
付
て
も
Ｉ
草
子
の
地
也

Ｏ

お
く
ま
り
た
る
は
や
と
Ｉ
は
も
し
清
む

か
の
あ
り
あ
け
Ｉ
朧
月
夜
の
豆
也

か
く
れ
た
ち
て
見
物
な
ん
と
に
忍
て
立
る

Ｏ

い
か
に
そ
や
そ
も
し
清
む

く
ル

承
へ
か
さ
ね
上
三
枚
を
帯
に
て
張
抄
二
委
し
花
鳥
二

野
よ
に
し
ら
ぬ
Ｉ
秀
逸
な
り
必
ス
世
の
字
二
非
す
只
名
の
り
を

間
ぬ
ゆ
へ
花
然
た
る
心
な
り

こ
し
ら
へ
む
と
機
嫌
を
取
ん
の
心
也

あ
か
ぬ
所
な
く
足
は
い
所
な
く
也
悉
く
足
た
る
也

ま
さ
ぐ
り
く
も
し
湖

め
い
わ
う
の
御
よ
’
め
い
王
と
は
よ
き
王
ノ
御
事
也

ユ
ヘ

委
ク
し
る
し
め
し
と
奥
の
へ
き
せ
給
へ
る
け
や
け
や
と
は
故
也
と
云
心
也

源
氏
の
御
念
入
た
る
故
と
也

そ
し
う
な
る
物
の
し
と
も
Ｉ
源
の
御
詞
也
そ
し
う
と
は
軒
む

儀
也
公
界
を
六
か
し
か
り
て
隠
れ
居
た
る
上
手
共
を
尋
出
し
た
る
斗
也

別
二
こ
と
に
行
な
ふ
事
も
な
し
と
也
こ
と
に
は
異
二
な
り

男
も
た
つ
ね
Ｉ
源
し
也

い
つ
れ
と
も
し
ら
て
五
の
君
共
六
の
君
共
し
ら
て
也

御
も
き
き
文
字
濁
れ
り

ト
ノ

作
り
給
へ
る
殿
を
と
の
と
読
給
也

（
研
オ
）
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」
（
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ウ
）
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御
子
の
四
位
少
将
を
象
こ
と
よ
ゑ
給
り
如
何

奇
わ
か
宿
の
花
し
Ｉ
是
は
鮪
た
る
嵜
也
随
分
の
花
そ
と
也

ま
た
れ
て
そ
わ
た
り
給
を
そ
く
御
出
也

あ
さ
れ
た
る
お
ほ
き
み
姿
Ｉ
大
様
な
り
し
と
け
な
き
也

い
つ
か
れ
入
給
へ
る
１
つ
も
し
洲
て
読
給
り

女
一
ノ
宮
女
三
ノ
宮
の
お
ば
し
ま
す
Ｉ
也
足
の
御
誰
に
は
女
み
こ

た
ち
の
お
ば
し
ま
す
ｌ
と
あ
そ
は
し
た
り
如
何

ふ
さ
は
し
か
ら
す
御
心
に
不
し
合
な
り

空
た
き
も
の
い
と
け
ふ
た
う
く
ゆ
り
て
Ｉ
今
め
か
し
き
事
を
こ
の
象た
る
ｌ

皆
ｊ
、
ほ
め
ぬ
詞
也

ゴ
／
函

お
ほ
と
け
た
る

手
を
と
ら
へ
て
お
ほ
ろ
月
夜
の
君
の
手
也
は
し
近
く
ゐ
給
へ
る
二
よ
り
て

な
り
心
か
ろ
く
ち
と
し
つ
や
か
な
ら
ぬ
が
た
な
り

歌
あ
つ
さ
弓
入
さ
の
山
に
Ｉ
か
け
や
ゑ
ゆ
る
と
お
も
へ
は
又
誰
共

し
ら
ぬ
な
り

忍
は
ぬ
な
る
へ
し
浅
心
に
よ
り
て
え
堪
忍
せ
ぬ
な
り

い
と
う
れ
し
き
も
の
か
ら
お
も
し
ろ
き
害
留
也
花
鳥
二
く
は
し

六
君
と
も
慥
に
は
し
り
給
ぬ
な
り

追

廿
ょ
ひ
は
つ
か
あ
ま
り
と
読
給
也

日
こ
ろ
に
な
れ
は
く
し
て
や
あ
ら
ん
く
し
て
く
っ
し
て
何
も

よ
し
同
事
也
苦
ノ
字
の
心
な
り
假
名
の
上
に
は
此
等
ほ
と
の
事
は
多
ク

あ
り
と
素
然
被
仰
候

L一ー

グーー、

88
ウ
、～ノ

」
（
錦
オ
）
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葵
巻
名
寄
を
以
て
号
せ
り
人
の
か
さ
せ
る
あ
ふ
ひ
ゆ
へ
と
源
内

侍
か
よ
め
る
也
賀
茂
の
ま
つ
り
の
事
を
詮
と
す
る
故
也
弄
花
二

く
は
し

世
中
か
は
り
て
Ｉ
桐
壺
御
門
御
位
を
去
給
也
源
し
か
た
す
さ
ふ
也

今
き
さ
ぎ
は
弘
徽
殿
な
り
王
子
御
位
二
即
給
へ
は
母
后
必
皇
太

后
に
成
給
な
り

内
に
の
ゑ
Ｉ
大
后
の
御
事
也

立
な
ら
ふ
人
な
う
Ｉ
藤
つ
ほ
の
御
事

折
ふ
し
に
し
た
か
ひ
て
は
Ｉ
院
の
御
事
也

春
宮
を
そ
Ｉ
東
宮
は
常
に
内
に
御
座
あ
る
も
の
な
れ
は
細
き

見
給
す
是
は
か
り
御
お
も
ひ
ご
と
也

御
う
し
ろ
象

か
た
は
ら
い
た
き
物
か
ら
藤
つ
ほ
の
御
心
中
也

ま
こ
と
や
か
の
六
条
の
Ｉ
記
者
の
詞
也
式
部
也

こ
と
つ
け
て
か
こ
つ
け
て
也

院
に
も
か
Ｌ
る
こ
と
な
と
Ｉ
桐
つ
ほ
の
承
か
と
也

世
の
も
と
き
Ｉ
と
堂
か
ぬ
事
ぞ
と
御
教
訓
あ
り

か
し
こ
ま
り
て
ま
か
て
給
ぬ
恐
灌
の
か
ほ
な
り

そ
れ
に
つ
坐
ゑ
た
る
さ
ま
に
も
て
な
し
て
Ｉ
そ
れ
ニ
そ
の
ま
聖

（
以
下
六
行
分
空
白
）

（
白
紙
）

LーL一
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随
ふ
也
源
氏
の
心
を
い
ふ
御
息
所
の
け
し
き
ニ
し
た
か
ふ
や
う
に

こ
と
懸
て
ふ
か
入
ら
ぬ
を
御
息
所
は
う
ら
め
し
く
思
ひ
給
也

ふ
か
う
も
え
ん
じ
き
こ
え
給
ず
葵
上
の
御
心
也

大
将
の
君
源
し
也

と
こ
ろ
ノ
、
の
さ
し
き
院
の
御
さ
し
き
な
と
い
ふ
事
あ
り

大
殿
に
は
Ｉ
葵
上
は
お
も
ノ
、
し
く
て
常
二
物
見
な
と
あ
ま
り

こ
の
象
給
す

お
ほ
よ
そ
人
公
界
の
者
の
事
也

大
宮
葵
上
の
御
母
也

よ
そ
を
し
う
よ
そ
を
ひ
し
う
也

叩
”
さ
う
ノ
ノ
、
の
人
雑
人
な
り

な
れ
た
る
な
え
た
る
也
下
簾
也
わ
さ
と
忍
給
ふ
様
子
也

引
入
り
て
乗
や
ら
曳
い
り
て
奥
二
め
す
也

か
さ
象
衣
裳
二
か
さ
ぷ
と
云
物
あ
り

え
し
た
上
め
あ
へ
ず
制
し
か
ね
た
り

そ
の
御
か
た
の
人
葵
上
の
御
車
な
れ
は
源
し
の
内
ノ
者
も
添
奉
ル

よ
う
い
せ
ん
も
Ｉ
用
捨
し
か
ね
た
り

ひ
と
た
ま
ひ
て
ん
馬
な
と
の
類
也
人
を
乗
せ
ん
と
て
云
付
ら
る
上

シ
ユ
ッ
シ
ヤ

車
の
事
也
又
出
車
と
は
同
し
夏
な
れ
と
そ
れ
は
仰
付
ら
れ

て
出
す
者
の
方
か
ら
云
る
名
也
い
さ
上
か
心
も
ち
か
は
る
也

事
な
り
ぬ
も
は
や
と
云
事
也

つ
ら
ぎ
人
の
御
前
わ
た
り
源
し
を
さ
し
て
云
る
也

御
と
も
の
人
ｊ
、
う
ち
か
し
こ
ま
り
Ｉ
葵
う
へ
の
御
前
を
は

（
虹
オ
）

ｌＬ

」
（
卯
ウ
）

馴
丁
折
山
付
近
デ
紙
ヲ
継
グ
。

「
ル
」
ノ
字
虫
損
。
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礼
を
し
て
と
を
る
也

苛
影
を
た
に
見
た
ら
し
川
の
つ
れ
な
き
に
Ｉ
御
息
所
ノ
吾
也
源
氏
は

御
知
あ
る
ま
し
と
也
そ
れ
を
つ
れ
な
き
に
と
よ
め
る
也

人
の
染
る
も
は
し
た
な
け
れ
と
此
人
と
あ
る
は
同
車
ノ
人
な
る
へ
し
四
人
ほ
と

は
乗
も
の
也

一
と
こ
ろ
の
御
ひ
か
り
に
は
Ｉ
源
の
御
事
也

殿
上
の
そ
う
な
と
の
Ｉ
行
幸
に
も
殿
上
の
そ
う
の
随
身

な
と
す
る
事
は
な
け
れ
と
源
の
御
威
を
い
は
む
と
て
か
く
書

な
し
た
る
也

例
は
あ
な
か
ち
な
り
や
Ｉ
常
に
は
に
く
け
れ
と
今
日
は
道
理
也

口
打
す
げ
染
て
す
げ
ん
で
と
読
給
り
歯
の
す
ぎ
た
る
也
見

に
く
き
口
も
と
な
る
へ
し

手
を
つ
く
り
て
此
引
事
は
温
公
を
相
如
卜
花
鳥
に
誤
れ
り

式
部
卿
の
宮
あ
さ
か
ほ
の
父
宮
也

姫
君
は
と
し
比
Ｉ
橦
の
ひ
め
君
な
り

わ
か
き
人
ｊ
＼
は
Ｉ
官
女
共
な
る
へ
し

ま
ね
ぴ
間
ゆ
る
’
告
ヶ
か
た
る
也

つ
き
ノ
ー
よ
か
ら
ぬ
人
の
Ｉ
下
些
の
人
と
も
也

ま
う
て
給
り
け
れ
と
御
息
所
へ
源
氏
の
御
出
也

さ
い
宮
の
ま
た
も
と
の
宮
に
お
は
し
ま
せ
は
御
や
す
所
欽
又
神
事
処
欲

花
鳥
二
委
し

副
は
か
な
し
や
Ｉ
誰
哉
ら
ん
御
同
車
あ
る
ほ
と
に
君
を
待
た
れ
共
は
か

な
ひ
と
也

」
（
例
ウ
）

」
（
蛇
ウ
）

｜
（
蛇
オ
）
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し
め
の
内
Ｉ
人
の
領
し
た
る
源
し
と
い
ふ
也
し
め
の
中
を
あ
る
詞
ノ

引
寄
木
枯
も
心
し
て
吹
し
め
の
う
ち
は
ち
ら
ぬ
梢
そ
大
原
の
山
周
防
内

侍
寄
也
此
吾
冬
ノ
祭
を
ょ
め
り

ヲ
イ

研
な
へ
て
あ
ふ
ひ
を
あ
ふ
ひ
を
と
云
下
心
な
れ
と
も
あ
ふ
ひ
と
読
へ
し

奇
く
や
し
く
も
か
さ
し
け
る
哉
Ｉ
実
事
な
き
ほ
と
に
女
も
く
や

し
と
云
也

ヒ
ト
イ
ー一
日
の
御
あ
り
さ
ま
の
う
る
は
し
か
り
し
に
ｌ
か
も
の
御
樮
ノ
日
は
魏
ど

た
り
し
二
け
ふ
は
引
か
へ
て
く
つ
ろ
ぎ
給
躰
也

つ
上
ま
れ
て
隔
心
な
り

い
ふ
か
ひ
な
き
に
て
も
御
ら
ん
し
は
て
ん
や
Ｉ
数
な
ら
ぬ
身
を
と
あ
る
よ
り

御
息
所
へ
の
文
の
こ
と
は
也
前
房
ノ
御
息
所
な
と
を
か
や
う
二
な
と
は

有
ま
し
き
事
な
れ
と
其
も
取
返
さ
れ
ぬ
事
と
也

『
己
○
御
す
法
す
も
し
清
給
へ
り

二
条
院
に
も
時
些
そ
わ
た
り
給
ふ
さ
は
い
へ
と
Ｉ
御
中
あ
ま
り

よ
く
な
し
と
は
い
へ
と
も
也

巳
西

い
き
す
た
ま
三
光
院
殿
は
す
も
し
を
清
給
り
紹
巴
は
湖
て
よ
め
り
い
か
上
く

む
ね
ノ
ー
し
か
ら
す
そ
Ｉ
彼
是
ノ
も
の
上
け
ど
も
也

か
の
殿
に
は
さ
ま
て
も
お
ほ
し
Ｉ
さ
ほ
と
の
し
過
と
も
思
給
ぬ
也

う
ち
と
け
ぬ
朝
朗
ま
だ
明
は
な
れ
ぬ
空
也

日
比
す
こ
し
Ｉ
文
章
也

奇
袖
ぬ
る
坐
恋
ち
と
Ｉ
こ
ひ
ぢ
と
は
泥
の
心
を
か
ね
た
り
御

息
所
の
御
嵜
也
源
氏
一
部
の
中
二
一
の
お
も
し
ろ
き
歌
と
申
伝
た
り

い
か
に
そ
や
も
Ｉ
源
の
御
心
也

」
（
兜
オ
）

（
兜
ウ
）

Ｌ一

「
濁
」
ノ
上
二
「
清
」
ト
重
ネ
書
キ
。
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タ
ケ
ク
イ
カ
キ
ヒ
タ
フ
ル

た
け
く
い
か
き
ひ
た
ふ
る
心
Ｉ
猛
辛
永
い
か
き
と
は

サ
マ

い
か
る
事
也
ひ
た
ふ
る
心
と
は
ひ
た
や
ふ
り
と
云
て
打
ふ
て
た
る
様
也

御
夢
に
は
か
の
Ｉ
御
息
所
の
夢
也

ミ
ヤ
ウ
ド

宮
人
か
や
う
二
ょ
む
へ
し

い
み
し
き
た
い
し
に
て
大
事

白
き
御
そ
産
所
の
衣
裳
ノ
色
也

御
手
を
と
ら
へ
て
Ｉ
葵
上
の
御
手
也

な
み
た
の
こ
ほ
る
聖
さ
ま
を
Ｉ
葵
ノ
御
涙
な
り

何
事
も
い
と
か
う
な
Ｉ
源
の
御
詞
な
り

い
て
あ
ら
す
や
Ｉ
い
の
り
ふ
せ
か
れ
て
苦
し
む
也
延
は

物
の
け
の
云
る
也

お
と
上
官
両
人
也
葵
ノ
御
父
母
な
り

そ
の
人
に
も
あ
ら
す
葵
上
常
ノ
躰
に
も
な
き
也

か
く
の
給
へ
と
Ｉ
源
の
御
詞
也

宮
御
ゆ
も
て
よ
せ
給
へ
る
に
葵
ノ
御
母
宮

後
の
事
Ｉ
ゑ
な
Ｌ
と
の
事
な
る
へ
し

御
す
ほ
う
ヲ
、
ソ
ト
読
給
り
此
御
ノ
事
前
二
も
被
仰
し
い
つ
れ

も
く
る
し
か
ら
す

ウ
イ

う
ふ
や
し
な
ひ
と
も
の
接
左
伝
第
二

函
酌

つ
ふ
ノ
ー
と
の
給
し
こ
と

い
さ
や
き
こ
え
ま
ほ
し
ぎ
ｌ
こ
そ
と
て
源
ノ
御
こ
と
ば
也
色
ｊ
、
申

度
れ
と
も
申
残
す
と
な
り

御
ゆ
ま
い
れ
お
な
し
御
訶
也

」
（
“
オ
）

L~一

，へ

94
－，

rフ

、弓〆

「
一
コ
デ
紙
ヲ
繩
グ
。
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ゐ
ん
な
と
に
ま
い
り
て
い
と
上
う
ま
か
て
な
ん
源
氏
葵
上
に
御
い
と

ま
乞
の
詞
也

宮
の
つ
と
お
は
す
る
に
葵
ノ
御
母
染
や

あ
ま
り
わ
か
く
て
も
て
な
し
給
へ
は
Ｉ
余
り
大
事
か
り
給
也

花
烏
二
猶
あ
り

秋
の
っ
か
さ
め
し
Ｉ
秋
の
っ
か
さ
め
し
と
は
お
ろ
か
な
る
事
な
れ
共

ホ
ン

か
く
書
り
本
に
い
は
く
春
ノ
司
め
し
秋
の
司
召
卜
云
へ
き
事
也
毒
池
蜀
招
歎
事
也

象
な
引
つ
生
き
出
給
ぬ
車
ノ
事

。
函
さ
う
し
あ
へ
給
す
請
し
あ
つ
め
給
ぬ
也

フ
ッ
カ
．
．
、
力

さ
な
か
ら
二
日
三
日
Ｉ
さ
な
か
ら
と
は
其
ま
些
也

た
坐
な
ら
ぬ
御
あ
た
り
の
Ｉ
御
忍
ひ
あ
り
き
の
か
た
ノ
ー
也

人
の
申
一
一
随
て
ｌ
さ
し
な
ら
ぬ
事
を
も
人
の
申
一
し
た
か
ひ

て
せ
さ
せ
給
へ
り

か
つ
そ
こ
な
は
れ
給
ふ
こ
と
坐
も
の
あ
る
を
Ｉ
死
は
十
四
日
葬
は

廿
あ
ま
り
也
あ
る
上
手
ノ
連
寄
に
け
ふ
り
と
も
な
さ
て
し
は
し
は
頼

世
に
此
心
な
り

も
こ
よ
ふ
た
上
よ
ふ
な
り

ハ
ッ
キ
ハ
ッ
カ
ア
マ
リ

八
月
廿
よ
め
は
つ
き
は
つ
か
あ
ま
り
と
読
給
り

舟
の
ほ
り
ぬ
る
け
ふ
り
Ｉ
源
の
御
寄
を
し
な
へ
て
の
雲
迄
哀
也
と
な
り

ょ
を
へ
て
う
と
く
は
っ
か
し
き
ｌ
一
生
涯
の
事
也

お
ほ
す
さ
へ
下
の
歌
二
か
け
て
云
り
さ
へ
限
あ
れ
は
也

か
た
ほ
な
る
を
た
に
事
の
足
は
い
事
を
か
た
ほ
と
云
上

袖
の
上
の
玉
本
語
な
し
た
Ｌ
手
中
の
玉
を
う
し
な
ふ
心
欽

L~一

ﾉ〆～

95

ウ
､～ノ

」
（
妬
オ
）

一

擦
り
消
シ
ノ
上
二
「
よ
」
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う
し
と
お
も
ひ
し
み
に
し
ｌ
源
し
ノ
御
心
な
り

と
の
ゐ
の
人
ｊ
、
葵
上
の
官
女
共
也

菊
の
け
し
ぎ
は
め
る
Ｉ
開
か
上
り
た
る
菊
也

聞
え
ぬ
ほ
と
は
Ｉ
問
い
ぼ
と
は
人
の
愁
か
ま
さ
ら
ぬ
物
な
れ
は
也
問
二

つ
ら
さ
の
ま
さ
る
な
り
又
潔
斎
二
よ
り
て
の
説
も
あ
り

奇
あ
は
れ
と
き
く
も
Ｉ
菊
と
云
こ
と
を
か
り
て
読
給
り

歯
酌

さ
た
ｊ
～
と
さ
た
か
に
也

見
き
生
け
ん
物
の
け
の
事
也

わ
か
心
な
か
ら
猶
ｌ
え
お
も
ひ
な
を
す
ま
し
い
と
也

に
は
め
る
色
に
ひ
色
な
り

こ
よ
な
く
程
へ
に
け
る
を
文
ノ
こ
と
は

さ
ら
に
お
ほ
し
坐
る
ら
ん
と
て
な
ん
潔
斎
ノ
事
よ
く
あ
た
る

是
に
も
と
き
こ
え
給
り
潔
斎
な
れ
は
こ
な
た
も
用
捨
に
存
し

て
と
也

そ
の
御
か
は
り
に
も
Ｉ
前
房
ノ
御
か
は
り
一
一
也

朝
夕
の
露
わ
け
Ｉ
の
皇
宮
の
躰
と
も
也

其
比
の
や
く
に
Ｉ
役

三
位
ノ
中
将
頭
ノ
中
将
を
此
二
は
し
め
て
三
位
中
将
と
書

を
は
お
と
坐
源
内
侍
か
事
を
異
名
に
し
て
か
く
の
給
也

く
ま
な
く
い
ひ
あ
ら
は
し
Ｉ
残
な
く
也

イ
ー
ツ

し
ぐ
れ
打
し
て
Ｉ
何
の
日
に
て
も
あ
る
へ
し

う
す
ら
か
に
服
衣
の
色
の
事
也

女
に
て
は
Ｉ
三
位
中
将
の
心
中

L~ー

’〆、

96
Iq

ワ
、一一’

」
（
妬
オ
）
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い
と
あ
は
れ
な
る
ま
桑
に
Ｉ
涙
ぐ
み
た
る
躰
也

寄
雨
と
な
り
時
雨
る
’
三
位
中
将
の
寄
也

ゑ
し
人
の
雨
と
Ｉ
雨
と
有
て
又
時
雨
と
あ
り
む
か
し
は
ざ
も

こ
そ
当
代
か
や
う
に
は
読
ま
し
ぎ
と
素
然
被
仰
候

ゐ
た
ち
て
居
立

大
宮
源
し
の
御
を
は
也

い
と
を
し
う
見
ゆ
る
ｌ
い
た
か
り
け
り
是
は
頭
の
君
ノ
心
也

草
か
れ
の
雛
に
Ｉ
草
枯
は
大
宮
な
て
し
こ
は
夕
霧
別
し

秋
は
葵
上
二
た
と
へ
て
よ
桑
給
り

野
か
き
ほ
荒
に
し
Ｉ
あ
ふ
ひ
の
上
に
比
す

た
え
ま
遠
け
れ
と
久
し
く
音
信
な
き
事
也

さ
の
物
さ
う
の
も
の
也

御
手
な
と
Ｉ
橦
や
御
息
所
へ
は
源
氏
御
手
を
も
た
し
な
み
て
あ

そ
は
せ
り
恥
給
ふ
也

寄
秋
霧
に
立
を
く
れ
Ｉ
葵
上
の
事
を
そ
の
ま
上
読
給
り

見
ま
さ
り
は
か
た
き
世
な
め
る
を
つ
れ
な
き
故
か
み
ま
さ
る
と
也

た
い
の
姫
ぎ
み
紫
上
の
事

め
お
や
母
義
也

あ
は
れ
な
る
御
心
哉
と
見
た
て
ま
つ
る
中
納
言
ノ
心
也

名
残
な
く
は
Ｉ
後
一
一
御
出
あ
る
ま
し
い
也

ち
い
さ
き
わ
ら
は
葵
上
殊
二
御
め
を
懸
ら
れ
し
あ
て
き
と
い
ふ
小

女
也

ほ
と
な
ぎ
あ
こ
め
あ
こ
め
は
衣
類
也
ほ
と
な
ぎ
と
は
小
サ
キ
事
也

L一ー

〆、

97

オ
ー〆

一
（
師
ウ
）
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ち
い
さ
き
衣
也

き
は
ｊ
、
差
別

君
は
か
く
て
も

ひ
ま
あ
り
つ
る
袖
少
し
干
た
る
袖
也

か
し
こ
に
て
待
き
こ
え
ん
Ｉ
か
し
こ
と
は
二
条
院
也

け
ふ
に
し
も
と
ち
む
ま
し
き
Ｉ
今
日
二
限
ま
し
い
也

聞
え
さ
せ
ん
も
中
，
Ｉ
、
に
Ｉ
聞
え
さ
せ
ん
と
も
云
上
に
さ
あ
るに

付
て
も
と
い
ふ
事
を
心
中
二
を
き
て
ゑ
る
へ
し

御
袖
も
ひ
き
は
な
ち
給
は
す
お
と
上
ノ
御
目
に
袖
を
は
な
ち
給
ぬ
也

又
一
説
は
源
氏
の
御
袖
を
お
と
上
の
引
え
て
は
な
ち
給
は
ぬ
な
り

齢
の
つ
も
り
に
は
Ｉ
お
と
入
の
詞
也

せ
め
て
〈
強
て
な
と
呉
云
心
一
一
通
欲

せ
め
て
お
も
ひ
し
つ
め
て
Ｉ
随
分
，
１
１
思
し
つ
め
て
申
給
也

世
の
さ
か
髪
に
て
は
世
の
な
ら
ひ
と
云
心
な
り

思
し
す
つ
ま
し
き
人
夕
き
り
の
御
事
也

御
目
か
る
皇
か
も
し
清
ム

い
ま
御
ら
ん
し
て
ん
今
に
と
み
る
へ
し

や
う
な
る

う
つ
せ
み
の
む
な
し
き
心
ち
そ
し
給
ふ
か
た
は
か
り
の
。
古
跡
也

か
し
こ
の
御
手
や
Ｉ
お
と
入
の
こ
と
は
也

餘
所
人
に
Ｉ
草
子
の
地
な
り

か
れ
て
ま
し
れ
り
手
な
ら
ひ
の
帝
の
中
二
あ
り

そ
上
ろ
さ
む
き
夕
の
Ｉ
身
の
毛
だ
つ
也

命
婦
の
君
し
て
藤
つ
ほ
よ
り

御ヲ
前冥

差
別
也
ほ
と
‐

源
し
也

’
二

也

L一

〆～、

98

オ
ーーノ

／戸へ、
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ウ
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常
な
き
世
は
Ｉ
源
し
の
御
返
事

け
ふ
ま
て
も
と
て
Ｉ
世
を
捨
給
ぬ
事
也

ゑ
い
ま
き
給
へ
る
巻
櫻
の
事
也

東
宮
に
も
久
し
く
Ｉ
此
由
藤
つ
ほ
へ
聞
え
給
へ
と
申
置
て
帰

給
ふ
也

衣
か
へ
の
御
し
つ
ら
ひ
十
月
の
衣
か
へ
な
る
へ
し

ち
い
さ
き
御
木
帳
座
し
き
の
中
二
た
つ
る
木
帖
は
小
さ
き
物
也

あ
か
ぬ
所
な
し
足
は
い
所
な
し
十
分
二
足
た
る
御
か
た
ち
也

こ
と
方
に
Ｉ
東
ノ
對
歌

や
ん
こ
と
な
き
御
忍
と
こ
ろ
Ｉ
草
子
の
地
也

ヘ
ン
ガ
キ

へ
ん
つ
き
文
字
の
篇
也
篇
書
の
事
也

あ
い
行
つ
き

君
は
わ
た
り
給
と
て
わ
か
御
か
た
へ

あ
さ
ま
し
う
お
ほ
さ
る
紫
の
御
心
也

こ
な
た
は
か
り
に
Ｉ
紫
上
は
か
り
ニ
ま
い
る

心
と
き
物
に
て
ふ
と
お
も
ひ
よ
り
ぬ
惟
光
三
日
ノ
夜
の
祝
と
思
よ
る
也

手
っ
か
ら
と
い
ふ
ば
か
り
Ｉ
馳
走
仕
る
様
躰
な
り
ば
か
り
は
ほ
ど
也

君
は
こ
し
ら
へ
佗
て
紫
上
の
機
嫌
を
取
わ
ひ
給
て
也

か
う
こ
の
箱
こ
も
し
濁
ル

ケ
ソ
ク
花
足
基
の
あ
し
也

う
ち
ノ
ー
に
の
給
は
せ
ょ
か
し
な
’
少
納
言
か
心
中
也
内
々
に
て

な

吾
二
仰
付
ら
れ
・
か
し
と
い
た
は
り
て
思
ふ
也

な

お
ほ
し
は
・
た
す
源
氏
の
お
ほ
し
は
な
た
す

L一一

"〆、

99

ウ
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」
（
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御
も
き

御
か
た
に
入
給
へ
れ
は
葵
上
の
御
か
た
也

Ｏ

ゑ
そ
か
け
そ
も
し
情
ム
衣
桁
ノ
事
也
施
架
延
喜
式

や
つ
れ
さ
せ
給
へ
と
て
此
衣
裳
を
め
し
て
や
つ
れ
さ
せ
給
へ
と
卑
下
の

し

御
詞
な
り
悪
キ
衣
裳
と
被
仰
御
こ
と
は
也

お
ろ
か
な
る
へ
き
事
に
ぞ
あ
ら
ぬ
や
お
ろ
か
に
有
ら
う
淵

に
て
は
な
い
と
云
心
也
草
子
の
地
な
り

（
以
下
八
行
分
空
白
）

追

髪
ひ
き
こ
め
た
る
髪
な
と
さ
け
た
る
其
上
に
衣
裳
き
た
る躰
也

私
当
代
か
つ
き
し
た
る
姿
か

や
ん
こ
と
方
二
い
と
坐
心
さ
し
そ
ひ
給
へ
き
事
お
き
た
れ
は
葵
上
ノ

懐
胎
ノ
事
也

ハ
タ

平
か
に
も
は
た
と
打
お
ほ
し
げ
り
は
た
は
や
す
め
字
也
将

前
の
世
を
思
ひ
や
り
つ
些
な
ん
さ
ま
し
侍
る
を
Ｉ
思
ひ
さ
ま
す
也

今
き
さ
き
は
み
く
し
げ
殿
猶
こ
の
大
将
に
の
桑
心
つ
け
給
へ
る
を
け
に
は
た

か
く
や
ん
こ
と
な
か
り
つ
る
か
た
も
う
せ
給
ぬ
め
る
を
さ
て
も
あ
ら
ん
に

な
と
か
く
ち
お
し
か
ら
ん
な
と
お
と
比
の
些
給
に
い
ま
后
は
弘
徽
殿
也

み
く
し
け
と
の
は
朧
月
夜
ノ
内
侍
也
大
将
は
源
也
お
と
上
は
御
父
の
臣
也

ヲ
・
卜
Ｙ

い
と
に
く
し
と
Ｉ
は
け
む
と
あ
る
ま
て
今
后
ノ
心
也
六
か
し
き
処
ソ

よ
く
ｊ
、
心
を
付
て
見
へ
し

御
あ
し
な
ん
と
ま
い
り
Ｉ
中
納
言
源
の
御
足
ヲ
さ
す
る
也

あ
な
か
し
こ
あ
た
に
Ｉ
あ
た
に
口
き
く
な
と
云
り
忍
て
ま
い
ら

｜
へ
、
Ⅲ
吟
ノ
ー

Ｌ
〆
１
１
Ｔ
●
、

一

（
川
ウ
）

Ｌ

」
（
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せ
給
へ
と
あ
る
詞
に
こ
た
へ
り

さ
る
も
じ
い
ま
せ
給
へ
Ｉ
あ
た
と
云
文
字
の
事
也
又
一
説
ア
リ

ょ
も
ま
し
り
侍
ら
し
と
い
ふ
あ
た
と
云
事
は
詞
二
よ
も
申
さ
し

と
な
り

ヲ
イ

う
た
て
所
せ
う
も
有
哉
い
か
に
生
哉
ら
ん
と
す
ら
ん
所
せ
う
と
は
髪
の
長

く
あ
つ
き
事
也
髪
を
を
し
み
給
也

猶
や
う
ノ
ー
心
つ
よ
く
Ｉ
源
の
御
詞
也
葵
ノ
は
些
宮
へ
仰
ら
る
上
也

お
ま
し
所
二
こ
そ
と
云
て
句
を
切
て
見
へ
し
産
所
よ
り
常
ノ
御
座

処
へ
御
く
つ
ろ
ぎ
あ
れ
と
也
余
り
わ
か
く
し
と
は
お
さ
な
き

者
な
と
を
あ
つ
か
ふ
様
に
さ
せ
ら
る
坐
は
却
て
如
何
と
源
氏
の
仰
ら
る
上
也

く
く

か
た
へ
は
諸
カ
タ
ヘ
多
ノ
心
也
傍
片
枝
所
二
よ
り
て
意
か
は
る
へ
し

御
心
ま
と
ひ
と
も
お
そ
ろ
し
き
ま
て
詮
え
給
ふ
此
お
そ
る
し
き
は
恐

へ
一

怖
ノ
事
也

（
以
下
五
行
分
空
白
）

（
白
紙
）

（
白
紙
）

（
白
紙
）

L一L一L一

」
（
脱
ウ
）

L－

／へ

102

オ
、ー

L－

〆へ、

101

ウ
ーグ

'一一

へ

101

オ
…

（
見
返
し
）

（
裏
表
紙
）

左
下
一
二
実
践
女
子
大
学
図
書
館
印
」

（
単
辺
朱
長
方
円
印
）
「
常
磐
松
文

庫
印
‐
一
（
単
辺
朱
長
方
角
印
）
ヲ
捺

ス
ロ「

月
明
荘
」
（
単
辺
朱
長
方
角
印
）

捺
ス
。
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